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『東
京
都
市
圏
の
望
ま
し
い
総
合
都
市
交
通
体
系
の
あ
り
方
』
に
つ
い
て

交
通
新
世
紀

…
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
戦
略
-

関
東
地
方
整
備
局
企
画
部
広
域
計
画
課
長

三
浦

良
平

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
新
世
紀
を
迎
え
東
京

す
る
と
と
も
に
、
P
I
的
手
法
も
取
り
入
れ
市
民
の
意
見

一

は
じ
め
に

国
土
交
通
省
及
び
東
京
都
市
圏
の
一
都
四
県
三
政
令
市

と
三
公
団
で
構
成
す
る
東
京
都
市
圏
交
通
計
画
協
議
会

は
、
平
成
一
〇
年
度
に
東
京
都
市
圏
の
八
八
万
人
の
協
力

を
得
て
実
施
し
た
第
四
回
東
京
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ

プ
調
査
の
結
果
を
基
に
、
概
ね
二
〇
年
後
を
目
標
と
し
た

東
京
都
市
圏
の
望
ま
し
い
総
合
都
市
交
通
体
系
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
き
た
。
本
稿
は
、
そ
の
検
討
結
果
を
協
議
会

と
し
て
と
り
ま
と
め
た

｢東
京
都
市
圏
の
望
ま
し
い
総
合

都
市
交
通
体
系
の
あ
り
方
｣
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
。

今
回
、
平
成
三
二
年
を
目
標
年
次
と
し
た
が
、
こ
れ
に

至
る
今
後
二
〇
年
間
は
、
人
口
、
財
源
な
ど
で
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
右
肩
上
が
り
の
増
加
は
も
は
や
望
め
な
い
状

況
が
予
想
さ
れ
る
。

都
市
圏
が
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
最

小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
効
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
骨
格
と

な
る
交
通
施
設
整
備
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
今
ま
で
整
備
さ
れ
た
交
通
施
設
を
最
大
限
活

用
し
た
り
、
交
通
需
要
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
五
次
首
都
圏
基
本
計
画
で

も
提
唱
さ
れ
て
い
る
分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
構
築

に
向
け
て
、
交
通
政
策
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
局
点
を
迎
え
、
将
来

を
予
測
す
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
困
難
に
な
っ
て
お

り
、
総
合
都
市
交
通
体
系
の
検
討
に
お
い
て
も
よ
り
柔
軟

な
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。
今
回
の
と
り
ま
と
め
に
あ
た
っ

て
は
、
様
々
な
施
策
を
組
み
合
わ
せ
た
ケ
ー
ス
を
設
定
で

き
る
戦
略
モ
デ
ル

(後
述
す
る
)
を
開
発
し
、
評
価
検
討

を
反
映
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

｢東
京
都
市
圏
の
望
ま
し
い
総
合
都
市
交
通
体
系
の
あ

り
方
｣
は
、
本
協
議
会
を
構
成
す
る
各
団
体
の
努
力
目
標

と
し
て
位
置
づ
け
る
が
、具
体
の
交
通
施
策
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
、
さ
ら
な
る
調
査

･

検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

二

計
画
の
前
提
条
件

○

目
標
時
期

概
ね
二
〇
年
後
の
平
成
三
二
年

(二
〇
二
〇
年
)

⑭

対
象
地
域

東
京
都

(島
し
ょ
部
を
除
く
)、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
及
び
茨
城
県
南
部

(図
1
)。



ノ

ノ
ノ

ダ
ミ
ー
〆!}
な
く
詳
し

く

.

き＼
f

域

　

　

　
　

　図

③

都
市
圏
人
口
の
見
通
し

一
0
~
二
〇
年
後
に
人
口
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後

減
少
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
概
ね
二
〇
年
後
の

平
成
三
二
年

(二
〇
二
〇
年
)
の
人
口
は
、
三
、
五
〇
〇

万
人
~
三
、
七
〇
〇
万
人
に
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

④

人
口
構
成
の
見
通
し

高
齢
者
人
口
の
割
合
は
、
平
成
七
年
に
お
い
て
約
一

二
%
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
三
二
年
に
は
約
二
五
%
に

達
し
、
高
齢
者
人
口
も
平
成
七
年
に
比
べ
二
倍
以
上
に
な

る
超
高
齢
社
会
が
到
来
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

⑭

就
業
構
造
の
見
通
し

平
成
三
二
年
に
は
平
成
七
年
と
同
程
度
の
約
五
二
%
の

就
業
率
が
維
持
さ
れ
、
就
業
人
口
は
約
一
、
八
〇
0
~
一
、

九
〇
〇
万
人
に
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
高
齢

就
業
者
の
割
合
は
、
平
成
七
年
の
約
六
%
か
ら
平
成
三
二

年
に
は
約
一
三
%
と
大
幅
に
増
加
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ

る
。三

東
京
都
市
圏
の
将
来
展
望
と
目
指
す
べ
き
,

将
来
像

○

都
市
交
通
の
将
来
像
;
見
通
し
に
も
と
づ
く
課
題

①

環
状
方
向
を
中
心
と
し
た
多
方
向
の
交
通
需
要
の

増
大一

極
集
中
型
の
構
造
か
ら
、
都
市
圏
内
の
拠
点
へ

都
市
機
能
が
分
散
し
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
交
流
連
携

し
て
い
く
構
造
へ
変
わ
る
。
個
性
豊
か
な
都
市
文
化

の
発
展

･
創
造
や
国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
国
際

的
･
広
域
的
な
交
流
が
拡
大
す
る
。

②

交
通
の
多
様
化

価
値
観
の
多
様
化
や
情
報
技
術
の
進
展
等
に
よ
る

生
活
ス
タ
イ
ル
や
就
業
形
態
の
多
様
化
、
ま
た
高
齢

者
、
女
性
の
活
動
の
活
発
化
等
に
よ
り
、
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
。

③

自
動
車
利
用
の
増
大

自
動
車
保
有
台
数
、
免
許
保
有
人
口
の
増
加
に
伴

い
自
動
車
交
通
は
今
後
も
増
加
し
て
い
く
。

･個人の持つ能力 ･個性を発揮する都市生活と都市空間の実現
･様々な生活や活動を支える質の高いネットワ- クの充実
･相乗効果による活力の増進

･活力と調和した環境負荷の小さい都市圏づくり
･ゆとりある生活と効率的な都市活動を支える都市圏構造の実現

⑭

東
京
都
市
圏
の
目
指
す
べ
き
将
来
像

協
議
会
で
は
、
政
策
の
基
本
ス
タ
ン
ス
で
あ
る

｢東
京

都
市
圏
の
持
続
可
能
な
発
展
｣
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
将

来
展
望
を
踏
ま
え
た
上
で
、
都
市
交
通
の
観
点
か
ら
み
た

東
京
都
市
圏
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
表
1
の
よ
う
に
提

示
し
た
。

道行セ 2001.

四

東
京
都
市
圏
の
三
つ
の
基
本
目
標

東
京
都
市
圏
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
都
市
交
通
の
側

面
か
ら
実
現
す
る
た
め
に
は
、
東
京
都
市
圏
の
活
力
を
支

え
る
た
め
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

表 1 東京都市圏の目指すべき将来像



る
。
ま
た
、
自
由
な
移
動
を
保
証
し
、
か
つ
、
都
市
活
動

い
水
準
の
達
成
が
可
能
と
な
る
。
従
っ
て
ケ
ー
ス
田
に
向

が
安
全
･
快
適
に
展
開
さ
れ
る
た
め
の
生
活
･
交
通
環
境

五

総
合
的
な
施
策
導
入
の
検
討

け
て
都
市
圏
構
造
の
誘
導
や
交
通
施
策
を
実
施
し
て
い
く

を
実
現
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
持
続
可
能

1

検
討
の
内
容
と
手
順

こ
と
が
必
要
で
あ
る

(図
2
)。

な
成
長
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
活
力
と
の
調
和
を
図

は
じ
め
に
、
四
で
掲
げ
た
都
市
交
通
の
三
つ
の
基
本
目

り
な
が
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
体
系
を
実
現
し
て
い

標
の
達
成
度
を
示
す
評
価
指
標

(次
頁
参
照
)
を
設
定
し

運
制

ぐ
、こ
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o
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値
を
達
成
す
る
が
、
す
べ
て
の
施
策
の
実
現
化
に
は
課
題

が
多
い
。

ケ
ー
ス
I
や
ケ
ー
ス
□
で
は
地
域
毎
に
は
混
雑
等
の
問

題
が
残
る
。
し
か
し
、
ケ
ー
ス
m
で
は
よ
り
高
く
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注
D

｢す
う
勢
型
｣
は
、
過
去
四
〇
年
間
の
人
口
動
態
や
就
業
形
態
が
、

今
後
も
そ
の
ま
ま
将
来
ま
で
続
く
と
想
定
し
た
。

注
の

｢基
準
値
｣
と
は
、
都
市
圏
全
体
と
し
て
達
成
す
べ
き
最
低
水
準
で

あ
り
、
東
京
都
市
圏
の
交
通
が
人
口
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
前
後
で
相

当
程
度
悪
化
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
鑑
み
、
現
況
水
準
と
し
た
。

注
"

｢誘
導
型
｣
は
、
広
域
連
携
拠
点
へ
都
市
機
能
を
分
散
化
す
る
と
と

も
に
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
高
い
市
街
化
区
域
へ
居
住
･
産

業
機
能
を
誘
導
す
る
よ
う
設
定
し
た
。

ケース虹 ケース田
　　　 　　寿幽した

l基準値を達成
; する範囲

･ ケース I
築獲可能性が
比較的高いと
考えられる施籤

　
値ライ

(現況水準)

都市圏構造
すう勢型 l

醉諜型 注" の誘導

図 2 都市圏構造と交通施策の組み合せの概念

< 参考> 施策導入効果の評価指標
評価結果を分析 ･検討するにあたり、 都市交通の三つの目標に対する達成度を把握するために以下の評価指標を設定した。

3 つの
基本目標

施策導入
の効果 評価指標 単位 説 明

東京都市
圏の活力を
支えるモビ
リテイの向
上

自動車
渋滞の解消

面混雑度1.0以上川)の
台キロ(一般適度2う

万台

キロ
混鰻している地域内を走行している自動車交通量を議す。

走行速度25km /h以上
の道路延長 (一般道獲

増
Km 混雑時に渋滞が発生していない区間の道路延長を表す。

鉄道利便性
の向上

駅アクセス距離-,5km 以
上入口割合 % 自宅から最寄り駅まで歩いていくことが困難な人口の割合を表す。

遼遠性の
向上

80分以上通勤トリップ数 万トリップ 長距離通勤者の敵を表す。
広域連携拠点から60分
以内の延べ従業人口

延べ万人 広域連携拠点における業務活動圏域の高まりの程度を表す。

安全で快
通なくらしと
交通環境
の実現

道路におけ
る安全の磁
保

自動車免許保有人口当
たり年間交通事故件撤

件数/
万人･年

自動車免許を保有する入口当たりの年間交通事故件数を表す。

災害に強い
都市構造の
実現

帰宅支障者数 万人
目的地から自宅までの距離が遠いために、災害発生時に自宅まで歩
いて帰れることができない人数を表す。

広幅員道路密度 km/万人
災害発生時に、火災などによる延焼を遮ることが可能な広い道路の
整備語笄表す。

快適に移動
できる公共交
逓の充実

ピーク時鍛造混雑率
150%は31以上の人分

万人
分

ピーク時に混雑している鉄道で移動している人の所要時間を渡す。

自動車 ･鉄道利用不便
者数 万人

自動車や鉄道を利用することが困難な高齢者(65歳以上で、自宅か
ら最寄り駅まで1.5km 以上で、かつ自動車免許を保有しない人)数を
表す。

環境トやき
しい交通体
系の構築

自動車交通
による環境
負荷の軽減

二酸化炭素(C 02)の
排出量

万t℃/

年
自動車から排出される二酸化炭寮の排出量を表す。

3

注 1 ) 面混雑度1.0以上とは、 地域内の道路全体で混雑を生じることなく走行可能な交通量に対して、 実際に走行している自動車交通量
がそれを上回っている状況を表す。

注 2 ) 一般道は、 本検討で作成した道路ネットワークに基づいており、 国道、 主要地方道、 都県道、 政令市道、 及び一部その他道路が
含まれる。

注 3 ) ピーク時は午前 8 時台の 1時間とした。 鉄道混雑率150 % とは、 肩がふれあう程度で新聞は楽に読める状態を示す。



従来のフロー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代替案 予測のための 評価　　　　　 　 　 　 　　　　　
について

データ作成

ミクロレベル

今回採用した予測･評価のフロー

多敞の 奉還努 嚢. 讓幾
マ序離ぞ 覊; 毀讃 計固案

箋燃
ための 紋り込まれた デ-タ 概の の評価
作成 予測 少数の代替案 作成

について

マクロレベル ミクロレベル

戦略モデルとは 戦略モデル 詳細モデル

これからの交通政策は、 道路や公共交通等の施
目的 l 空間的精度 l 分析のレベル

〈第一段階〉戦略モデル

多数ある総合交
通政策シナリオ
の評価と絞り込
みを行う

粗い
都市圏全体
で約50ゾラ

マクロレベルの分
析で需給バランス
のチェック、 交通
流動や交通手段の
分担関係を分析
(交通政策による
変化の分析)

〈第二段階〉詳細 ナ
岬ノレ

絞り込まれた交
通計両案の評価

細かい
都市圏全体
で約600ゾツ

設整備を進めていくほか、 交通需要マネジメント

を含むソフト施策等、 多様な施策を組み合わせて

実施していく必要がある。
また、多様化する交通ニーズに対応するために、

モビリティ、 環境等さまざまな目標について、 政

策の効果をあらかじめ評価していくことが重要で

ある。 このため、 今回の調査では、 我が国では初

めて従来行っている詳細レベルでの予測 ･評価を

行う前に、大ゾーンレベルでの予測 ･評価を行う、
操作性の高い多数の代替案の比較検討が可能なモ

デル (戦略モデル) を開発し、 マクロレベルの検

討により多数ある代替案の絞り込みを行った。 第

2段階として絞り込まれた計画案の詳細レベルの

予測 ･評価を行った。
戦略モデルは、 ソフト施策を含む多くの施策の

組み合わせをモビリティ、 環境、 安全性、 及び快

適性等、 多様な指標から客観的に評価可能なモデ

ルである。

の

コ
ン
パ
ク
ト
な
地
域
構
造

東
京
都
市
圏
の
活
発
な
活
動
を
支
え
て
い
る
、
広
域
的

な
都
市
活
動
の
拠
点
で
あ
る
広
域
連
携
拠
点
ま
で
三
〇
分

で
到
達
可
能
な
人
数
は
、
何
の
対
策
も
し
な
か
っ
た
場
合

に
比
べ
て
一
七
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
こ
れ
は
お
よ
そ
四
一

〇
万
人
に
相
当
す
る

(図
3
)。

○ に で な 2
万 比 到 都 東 くり

べ 達 市 京 一 試
と て 可 活 都 ロ 算

　 　 　 　 　 　
15 0 　　　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　　

口自動車または鉄道で行ける

□どちらでも行ける 題聖塾
100

60

0
現況 すう勢型 誘導型

(平成lo年) 都市圏搬造で 都市圏構造で
新たな交通施策なし 実現可館性が比較的

【対策なし1 高いと考えられる施策

図 3 広域連携拠点まで自動車または鉄道で30分以内

に到達可能な人数



②

国
際
的
･
広
域
的
交
流
の
拡
大

東
京
都
市
圏
と
国
内
外
の
他
地
域
と
の
広
域
的
な
交
流

の
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
な
か
で
、
広
域
ア
ク
セ
ス
拠
点
ま

で
六
〇
分
で
到
達
可
能
な
人
数
は
、
何
の
対
策
も
し
な
か

っ
た
場
合
に
比
べ
て
一
一
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
こ
れ
は
お

よ
そ
三
五
〇
万
人
に
相
当
す
る

(図
4
)。

即

"

50

0

国
濁

③

快
適
な
鉄
道
移
動
性
の
確
保

ピ
ー
ク
時
に
混
雑
率
が
一
五
○
%
以
上
の
鉄
道
に
乗
車

し
て
い
る
時
間
は
、
何
の
対
策
も
し
な
か
っ
た
場
合
と
比

べ
て
大
幅
に
少
な
く
な
る
。
例
え
ば
、
何
の
対
策
も
し
な

※現況を100とする。

か
っ
た
場
合
は
、
平
均
乗
車
時
間
が
五
二
分
、
う
ち
混
雑

乗
車
時
間
が
三
八
分
で
あ
る
が
、
平
均
乗
車
時
間
が
三
三

分
、
混
雑
乗
車
時
間
が
三

分
と
な
る

(図
5
)。

※現況をtooとする。

(平成-o年) 都市圈構造で
誘導型

都市圏構造で
新たな交通施策なし 嚢拂可能性が比蚊的

【対策なし1 高いと考えられる施策

図 5 ピーク時に混雑率150% 以上の鉄道に乗車してい
る時間

現況
(平成-0年)

5 0

00

50

0

の

災
害
に
強
い
交
通
体
系

災
害
時
で
あ
っ
て
も
、
比
較
的
移
動
が
可
能
な
多
車
線

道
路

(四
車
線
以
上
の
道
路
)
を
利
用
し
て
、
最
寄
り
の

広
域
連
携
拠
点
か
ら
救
助
可
能
な
人
数
は
、
何
の
対
策
も

し
な
か
っ
た
場
合
に
比
べ
て
一
人
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
こ

れ
は
お
よ
そ
一
人
0
万
人
に
相
当
す
る

(図
6
)
。

年

　
　
　
　
　　
　

鋤

｢災
害
時
に
広
域
連
携
拠
点
か
ら
三
○
分
以
内
に
救
助
可
能
な
人
数
｣

と
は
、
災
害
発
生
時
に
二
車
線
道
路
及
び
自
動
車
専
用
道
路
が
通
行

止
め
に
な
る
と
い
う
条
件
の
下
で
、
広
域
連
携
拠
点
か
ら
緊
急
車
両

で
三
〇
分
以
内
に
救
助
可
能
な
人
数
を
表
す
。

◎

環
境
負
荷
の
小
さ
い
都
市
圏
構
造

東
京
都
市
圏
の
持
続
可
能
な
発
展
に
向
け
て
、
自
動
車

に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、
何
の
対
策
も
し
な
か
っ

た
場
合
に
比
べ
て
二
五
ポ
イ
ン
ト
減
少
す
る

(図
7
)。

50

00

50

0

図

新たな交通施策なし 與現可能性が比較的
【対策なし】 高いと考えられる施策

6 災害時に広域連携拠点から30分以内に救助可能な巡



新たな交通施策なし 裏現可能性が比蝦約
し 高いと考えられる施策

図 7 自動車による二酸化炭素の年間排出量

六

望
ま
し
い
総
合
都
市
交
通
体
系
の
あ
り
方

1

総
合
的
な
取
り
組
み
,
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
戦
略

五
で
行
っ
た
試
算
結
果
か
ら
、
四
で
示
し
た
三
つ
の
基

本
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
増
大
し
て
い
く
交
通
需

要
に
供
給
面
か
ら
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
都
市
圏
構
造

の
誘
導
、
容
量
の
拡
大
･
質
の
向
上

(交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
)、
及
び
適
正
な
交
通
需
要
へ
の
誘
導
等

(T
D

M
施
策
等
)
の
三
つ
の
施
策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ

せ
、
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

(図
8
)。 即

00

60

0
平成2年

そ
の
際
、
既
存
交
通
施
設
の
改

善
や
運
用
工
夫
、
I
T
に
よ
る
情

報
の
提
供
な
ど
の
既
存
交
通
施
設

の
有
効
活
用
に
よ
り
、
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
改
善
を
効
率
的
･
効
果
的

に
進
め
た
り
、
交
通
結
節
点
の
強

化
等
に
よ
り
、
複
数
の
交
通
手
段

を
組
み
合
わ
せ
た
連
続
性
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

ま
た
、
安
全
で
快
適
な
く
ら
し

と
交
通
を
支
え
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
質
の
高
い
交
通
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
も
同
時
に
取

り
組
む
。

2

柔
軟
性
を
も
っ
た
施
策
提
案

｢都
市
圏
構
造
の
誘
導
｣
に
つ

い
て
は
、
広
域
連
携
拠
点
へ
都
市

機
能
を
分
散
化
す
る
と
と
も
に
、

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
高
い

地
域
へ
居
住
･
産
業
機
能
を
誘
導

す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
住
近
接
を

実
現
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

｢交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
｣
、

｢交
通
需
要
管
理

(T
D
M
)
施

策
等
｣
に
つ
い
て
は
、
｢基
本
的

せて利用する交通手段を変えたり、混雑時間を
避けて移動するなど、より適正な交通需要に誘
導し、交通負荷や自然環境への負荷を減らすよ

などの施設整備に加えて、交通手段間相互の
連携や既存交通施設の有効活用などによって、
交通容量の拡大を図ると共に、質的にも水準の

分散型の都市圏構造に誘導して、東京区部へ
の過度の集中を抑えたり、長距離通勤などの日
常的な長距離の移動を減らすよ引こします。
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な
都
市
交
通
施
策
群
注
D
｣
か
ら

｢実
施
が
望
ま
れ
る
都

市
交
通
施
策
群
注
の
｣
ま
で
幅
を
も
っ
て
考
え
る
。
こ
の

時
、
都
市
圏
構
造
の
達
成
水
準
は
不
確
実
な
た
め
、
十
分

に
達
成
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
｢実
施
が
望
ま
れ
る

都
市
交
通
施
策
群
｣
の
中
か
ら
、
よ
り
多
く
の
施
策
を
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。個
々
の
施
策
の
実
施
時
期
、

実
施
量
は
、
時
々
の
財
源
、
市
民
と
の
合
意
形
成
の
状
況

に
よ
り
判
断
す
る
。

注
D
都
市
圏
全
体
で
の
現
況
水
準
以
上
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
で
あ
る
が
、
地
域
的
に
は
混
雑
等
の
課
題
が
残

る
施
策
群

注
の
地
域
的
な
課
題
の
解
消
と
よ
り
望
ま
し
い
水
準
の
達
成
に
向
け

て
実
施
が
必
要
な
施
策
群

た
だ
し
、
｢実
施
が
望
ま
れ
る
都
市
交
通
施
策
群
｣
は
、
必
ず
し

も
、
｢基
本
的
な
都
市
交
通
施
策
群
｣
を
全
て
実
施
し
た
後
に
実

施
す
る
も
の
で
は
な
く
、
実
施
に
向
け
て
の
課
題
等
が
解
決
す

れ
ば
導
入
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

3

提
案
す
る
施
策
群

○

都
市
圏
構
造
の
誘
導

第
五
次
首
都
圏
基
本
計
画
で
謳
わ
れ
て
い
る

｢分
散
型

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
｣
へ
の
誘
導
に
よ
り
、
東
京
都
心
へ

の
交
通
集
中
の
抑
制
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
混
雑
等
の

交
通
負
荷
と
環
境
負
荷
の
軽
減
を
図
る
。

い
わ
ゆ
る

｢職
住
近
接
｣
を
実
現
し
、
長
距
離
通
勤
等

が
少
な
い
快
適
な
都
市
圏
に
誘
導
す
る

(図
9
、
表
4
)。

連携強化の方向

嬢状鎚点都市群地域

図 9 誘導型都市圏構造

｢都市圏構造の誘導｣ 施策一覧

･分散型ネットワーク構造の誘導に資する骨格的道路や鉄道等の整備
･広域連携拠点等への都市機能誘導
･都心居住の推進
･公共交通の利便性の高い地域への都市機能･人口の誘導(T O D 型誘導)
･ S O H O の推進
･密集市街地等での計画的再編整備
･市街地の無秩序な拡大の抑制
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広域達観鎚点の中心撚る都市lo 地域の鎚点

⑭

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

都
市
圏
構
造
の
誘
導
、
活
力
向
上
に
資
す
る
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
に
加
え
、
渋
滞
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
で
あ
る
交

差
点
の
改
良
や
踏
切
の
解
消
等
、
既
存
施
設
の
有
効
活
用

に
よ
る
交
通
容
量
の
拡
大
や
、
駅
前
広
場
等
の
交
通
結
節

点
の
強
化
を
図
る
。

表 5 ｢交通ネットワーク整備｣ 施策一覧

既存施設の有効活用 l .交差点改良
、

連続立体交響ヒの推進 l
化襁セク
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ま
た
、
電
線
類
の
地
中
化
、
自
転
車
専
用
道
の
整
備
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
等
、
安
全
性
･
快
適
性
を
考
慮

し
た
質
の
高
い
交
通
施
設
へ
の
改
良
･
整
備
を
進
め
る
。

こ
の
よ
う
に
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
つ
い
て

｢基

本
的
な
都
市
交
通
施
策
群
｣
と

｢実
施
が
望
ま
れ
る
都
市

交
通
施
策
群
｣
に
わ
け
て
整
理
す
る
と
、
表
5
の
よ
う
に

な
る
。

/‐＼)、~‐̂＼

図10 高規格幹線道路等のネットワーク



表6 ｢交通需要管理 (TD M ) 施策等｣ 施策一覧
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一
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辺
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パ
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ス
の泌嫌瀞絵

劾麺

どな瀬グンシイ-フ彬臥
俶
ゆ線

ル
金
ジ

お
ネ騨餓

頃
蝋

で
で

部
部

心
心

中
中

･纜椰
都

③

交
通
需
要
管
理

(T
D
M
)
施
策
等

交
通
需
要
管
理

(T
D
M
)
施
策
等
に
つ
い
て
も

｢基

本
的
な
都
市
交
通
施
策
群
｣
と

｢実
施
が
望
ま
れ
る
都
市

交
通
施
策
群
｣
に
わ
け
て
整
理
す
る
と
、
表
6
の
よ
う
に

な
る
。

七

望
ま
し
い
総
合
都
市
交
通
体
系
の
あ
り
方

実
現
に
向
け
て

1

実
現
化
へ
の
取
り
組
み

交
通
計
画
協
議
会
は
、
望
ま
し
い
総
合
都
市
交
通
体
系

の
あ
り
方
実
現
に
向
け
て
、
広
域
的
な
観
点
か
ら
以
下
の

よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

○

関
連
計
画
へ
の
位
置
づ
け
と
調
整

･
総
合
計
画
等
へ
の
本
計
画
理
念
の
反
映

･
地
域
交
通
計
画
の
策
定

･
広
域
交
通
計
画
、
事
業
計
画
･
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
反

映
等

.

②

実
現
化
方
策
等
の
検
討
･
共
同
研
究

･
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
改
善
方
策
等
の
検
討

･
P
I
手
法
の
共
同
研
究

･
個
人
の
交
通
行
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
分
析
を
通
じ

た
新
た
な
交
通
施
策
の
検
討
等

③

合
意
形
成

･
施
策
に
対
す
る
地
域
の
合
意
形
成
の
促
進

･
継
続
的
な
P
I
や
P
R
活
動

･
関
係
機
関
へ
の
周
知
等

2

今
後
の
課
題

今
後
の
望
ま
し
い
総
合
都
市
交
通
体
系
の
あ
り
方
実
現

に
向
け
て
、
交
通
計
画
協
議
会
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な

課
題
が
考
え
ら
れ
る
。

･
実
現
可
能
性
の
詳
細
検
証
と
新
た
な
補
助
制
度
等
の

研
究

β

･
交
通
計
画
協
議
会
の
機
能
強
化

･
環
境
対
策
や
安
全
性
に
関
す
る
技
術
開
発
の
推
進

劉

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
も
協

設

議
会
の
活
動
を
強
化
し
て
い
き
、
そ
の
活
動
内
容
を
こ
の

道

よ
う
な
形
で
報
告
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

以
上
が
第
四
回
東
京
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

の
と
り
ま
と
め
で
あ
る
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
か
な
り
割

愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
わ
か
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
や

よ
り
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
、
東
京
都
市
圏
交
通

計
画
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(け
[言
…
＼
＼
鷄
鶏
"
‐
-旨
のけ

o杙
き
＼
[目
で
o□
く
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

最
後
に
、
本
協
議
会
で
の
調
査
活
動
の
成
果
が
、
他
都

市
圏
に
お
い
て
総
合
都
市
交
通
計
画
を
策
定
す
る
と
き
の

参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



者
川
厨川爛
賞
し
棟
原
廓
肺
圏
ゆ
謄眠
鰓
瞳
幅
幅開
広膣
骸阿
川門
川====掛
川田川脳

東
京
都
心
に
お
け
る
首
都
高
速
道
路
の

あ
り
方
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

道
路
局
有
料
道
路
課
企
画
専
門
宮

川
瀧

弘
之

東
京
都
都
市
計
画
局
施
設
計
画
部
街
路
計
画
課
長

那
須
井
幸
一

首
都
高
速
道
路
公
団
計
画
部
第
一
計
画
課
長

山
下

寛

一

は
じ
め
に

首
都
高
速
道
路
は
、
首
都
圏
の
社
会
･
経
済
活
動
を
支

え
る
大
動
脈
と
し
て
機
能
し
て
い
る
が
、
建
設
当
初
の

様
々
な
制
約
の
下
で
、
河
川
空
間
等
の
狭
縊
な
公
共
空
間

を
活
用
し
緊
急
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
最
近
整
備
さ

れ
た
路
線
に
比
べ
、
交
通
の
円
滑
性
、
安
全
性
や
景
観
等

に
課
題
を
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
国
際
都
市
と
し
て
東

京
都
市
圏
の
再
生
を
図
る
た
め
、
東
京
都
心
地
区
等
を
多

様
な
機
能
を
備
え
た
、
潤
い
と
品
格
あ
る
都
市
空
間
へ
再

構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
都
心
環
状
線
等
は
最
初
の
供
用
か
ら
四
〇
年
近

く
が
経
過
し
、
今
後
本
格
的
な
維
持
･
更
新
が
必
要
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
今
後
の
中
央
環
状
線
の

全
線
完
成
や
都
心
の
将
来
像
を
踏
ま
え
、
幅
広
い
見
地
か

ら
、
首
都
高
速
道
路
の
あ
り
方
の
検
討
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

こ
の
た
め
、
国
土
交
通
省
、
東
京
都
な
ら
び
に
首
都
高

速
道
路
公
団
に
お
い
て
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
検
討
会
を

設
置
し
、
東
京
都
心
に
お
け
る
首
都
高
速
道
路
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
と
そ
の
実
現
の
た
め
の
諸
方
策
を
検
討
す
る
も
の

で
あ
る
。

二

委
員
の
構
成

本
委
員
会
の
委
員
の
方
々
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
通
り

で
あ
る
。

中
村

英
夫

武
蔵
工
業
大
学
教
授

(委
員
長
)

黒
川

洸

鰯
計
量
計
画
研
究
所
理
事
長

残
間
里
江
子

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

篠
原

修

京
都
大
学
教
授

森
地

茂

東
京
大
学
教
授

森
野

美
徳

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

三

百
都
…高
速
道
路
の
現
状
と
課
題

1

首
都
高
速
道
路
の
現
状

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
、
急
激
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
到
来
に
よ
り
、
一
九
六
○
年
に
は
都
心
部
の
交
差
点

200

が
大
混
雑
し
て
お
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
前
に
し

セ行

て
、
こ
の
ま
ま
で
は
都
心
部
の
交
差
点
は
全
て
パ
ン
ク
し

摺

て
し
ま
う
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
交
通
危
機
説
が
叫
ば
れ
た
。

“

こ
の
状
況
を
解
消
す
る
た
め
、
交
差
点
を
連
続
し
た
立



体
交
差
で
結
ぶ
発
想
か
ら
首
都
高
速
道
路
の
整
備
が
始
め

ら
れ
た
。
現
在
で
は
、
延
長
二
六
四
如
、
一
日
当
た
り
利

用
台
数
は
-
-
六
万
台
、
利
用
す
る
お
客
様
は
二
〇
〇
万

人
に
達
す
る
。
首
都
圏
の
ひ
と
･
ま
ち
･
く
ら
し
を
支
え

る
大
動
脈
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、交
通
渋
滞
、

環
境
問
題
等
様
々
な
課
題
も
顕
在
化
し
て
い
る
。

2

首
都
高
速
道
路
の
課
題

東
京
線
に
お
い
て
は
、
九
本
の
放
射
線
が
集
ま
る
都
心

環
状
線
に
交
通
が
集
中
し
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
と
な
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
東
京
線
を
利
用
す
る
交
通
は
、
一

日
当
た
り
九
〇
万
台
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
五
割
の
四
七

万
台
が
都
心
環
状
線
を
利
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
約
六

割
に
あ
た
る
二
九
万
台
が
都
心
に
目
的
を
持
た
な
い
通
過

交
通
で
あ
り
、
こ
れ
が
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
通
過
交
通
以
外
の
都
心
環
状
線
に

出
入
り
す
る
交
通
は
、
一
八
万
台
も
あ
り
、
密
に
配
置
さ

れ
た
出
入
口
を
効
率
的
に
利
用
し
て
い
る
。

今
後
、
中
央
環
状
線
が
整
備
さ
れ
る
と
、
通
過
交
通
の

一
部
が
中
央
環
状
線
等
に
迂
回
･
分
散
す
る
こ
と
で
、
都

心
環
状
線
利
用
交
通
も
四
二
万
台
に
減
少
し
、
交
通
渋
滞

は
九
割
減
少
す
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
日
本
橋
区
間
が
あ

る
都
心
環
状
線
の
北
側
区
間
に
お
い
て
は
、
依
然
利
用
交

通
が
多
く
混
雑
が
残
る

(図
1
･
2
)。

一
方
、
首
都
高
速
道
路
は
一
般
道
路
に
比
べ
て
事
故
率

は
低
く
安
全
な
道
路
と
い
え
る
が
、
都
心
環
状
線
の
事
故

く中央環状線整備後 5◎k酬/㈹

図

都心環状線の利用交通量
約47万台/日

◎⑬難20km /h以下の
渋滞区間

跳総鞠爵窓ぶ40 km /h以下の

平日 (昼間) の渋滞状況の変化渋滞区間

中央環状線整備後の都心環状線の交通機能 (交通渋滞)

e 大部分の渋滞が解消。 ただし、 JCTが運担する北側区間は依然利用交通が多く、
接続する放射線に渋滞が残る。

:3 8 k m /h

都心環状線の利用交通量
約42万台/日

出典 :首都高速道路公団による推計値

通行セ 2001.7 ノ5



中央環状線整備後の都心環状線の交通機能 (交通内訳)

の 中央環状線外側同士の通過交通は減少するものの、中央環状線内側に発着点を持

つ交通は依然都心環状線を利用。

現 在

平成32年

ミリ雄翳くれ̂l 2震桾 l藝離鰹初
③ : ②: :① :

認識 27 6万台 g* 彩 る1
(慾の増 *

･駕篭 42万台

0 5 10 15 20 25 30 35 40 46 60

｣▼〆
交通量く万台/日)

中央環状線外側一 中央環状線
(センターコア)

中央環状線外側の通過交通
鬮

率
は
、
首
都
高
速
道
路
の
全
線
平
均
よ
り
も
高
く
安
全
性

の
面
の
お
い
て
、
今
後
進
展
す
る
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
や
高

齢
者
の
増
加
に
対
応
し
た
、
誰
も
が
よ
り
安
全
に
、
快
適

出典 :首都高速道路公園とょる推計値
雫三参 ‐中央環状線外側② 宮 に

　　　　　　　　　　　 　　　　　　
　　　　 　　　

ろ で

に
走
行
で
き
る
道
路
を
目
指
す
必
要
が
あ
る

(図
3
)。

と
こ
ろ
で
、
都
心
環
状
線
の
周
辺
に
は
江
戸
城
、
浜
離

宮
な
ど
の
史
跡
や
重
要
文
化
財
等
が
数
多
く
存
在
し
、

図 2

都心環状線の現在の交通機能 (安全性 ･快適性)

e 都心環状線の事故は、曲線部、JCT分合流部で多く発生している。

e 都心環状線の事故率は、一般道路に比べ低いものの、首都高速道路の中では相対的に高く、
安全性、快適性のさらなる向上が必要である。

人
々
の
景
観
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
対
応
が

望
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
大
規
模
な
交
差
点
、
駅
前

広
場
、
公
園
等
に
面
す
る
二
五
個
所
に
お
い
て
、
美
装
化

騨霊 事故多発区間

曲線部におけ
る事故多発ボ

都心環状線における事故多発ポイント (平成11年度)

図 3

メ6 道ガテセ 2001.7



も る 境 財 り は を
　都市景観との調和 の 橋 さ と に 、 、 実

脳 勲緘-は緘、蝋とい炬賊鰍蛾彬鏑0ー
の 脚 ら の も 江 延 施

　　
　

　 　 　　 　　 　、 耐 に 調 指 戸 長 し
e 都民にぉいても都市の景観こ対する関心勅 塙し、。 昭 震 、 和 定 の て

を
実
施
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
心
環
状
線

は
、
延
長
の
三
割
が
河
川
上
空
を
利
用
し
整
備
さ
れ
て
お

り
、
江
戸
幕
府
以
来
の
里
程
の
基
点
が
あ
り
、
重
要
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
た
日
本
橋
付
近
に
お
い
て
は
、
周
辺
環

境
と
の
調
和
が
問
わ
れ
て
い
る

(図
4
･
5
)。

さ
ら
に
、
兵
庫
県
南
部
地
震
後
、
高
架
構
造
物
に
対
す

る
橋
脚
耐
震
補
強
が
完
了
し
、
防
災
安
全
性
は
高
ま
っ
た

も
の
の
、
昭
和
三
七
年
の
開
通
以
来
、
都
心
環
状
線
な
ど4

T図

日本橋における首都高速道路の現状 の
構
造
物
は
約
四
〇
年
近
く
を
経
過
し
、
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
大
規
模
改
築
、
更
新
を
視
野
に
入
れ
た
対
応
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

四

東
京
都
態
の
将
来
像

1

東
京
都
心
の
現
状
と
課
題

減
少
が
続
い
て
い
た
都
心
の
人
口
は
、
最
近
は
増
加
に

転
じ
、
都
心
回
帰
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
都
心
の
土
地

利
用
は
事
務
所
、
商
業
系
に
特
化
し
て
お
り
、
世
界
の
大

都
市
に
比
べ
て
職
住
比
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
外

国
人
観
光
客
が
少
な
く
、
働
き
や
す
さ
の
評
価
が
低
い
な

ど
、
都
市
の
魅
力
や
国
際
競
争
力
が
低
下
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
少
子
･
高
齢
化
の
進
展
、
経
済
の
低
成
長
時
代
の

継
続
、
I
T
に
よ
る
情
報
通
信
の
進
展
、
余
暇
志
向

･
個

人
重
視
等
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
等
、
社
会
的
な

対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

道イテセ 2001.7 ノ7

2

メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
構
造
と
セ
ン
タ
ー
･
コ
ア
･
エ
リ
ア

目
指
す
べ
き
東
京
の
新
た
な
都
市
構
造
は
、
こ
れ
ま
で

の
多
心
型
都
市
構
造
を
、
首
都
機
能
を
担
う
東
京
圏
の
集

積
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
多
機
能
集
約
型
の
都
市
構
造
へ

発
展
さ
せ
る
｢環
状
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
構
造
｣
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
セ
ン
タ
ー
･
コ
ア
･
エ
リ
ア
(中
央
環
状
線

の
内
側
)、
水
と
緑
の
創
生
リ
ン
グ
(中
央
環
状
線
に
隣
接

し
外
環
に
囲
ま
れ
た
地
域
)、
核
都
市
連
携
都
市
軸

(東

京
圏
の
核
都
市
を
相
互
に
結
ぶ
連
携
、
交
流
す
る
都
市

軸
)
、
東
京
湾
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
都
市
軸

(東
京
、

神
奈
川
、
千
葉
の
臨
海
部
を
結
ぶ
都
市
軸
)
を
構
成
要
素

と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
都
市
構
造
を
実
現
す
る
も
の

と
し
て
い
る

(図
6
)
。

こ
の
う
ち
、
セ
ン
タ
ー
･
コ
ア
の
再
生
は
、
国
際
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
機
能
を
強
化
し
、
都
市
を
楽
し
む
都

心
居
住
を
推
進
し
、
歴
史
と
文
化
を
生
か
し
た
都
市
空
間

形
成
を
図
る
三
つ
の
戦
略
を
掲
げ
て
い
る

(図
7
;
9
)。



センター ･コア再生の全体像

の センター ･コアは、 日本の政治 ･経済 ･文化をリードする役割を果たしてきた 。

e 現在、 国を越えた都市間競争の激化により、 国際ビジネスの機能の低下が懸念。 ま

た、 都市としての魅力が十分とは言えず、 職住バランスの欠けた構造。

注)センター･コア"概ね 品、 の , 示
都心:東京都の中心業務商業地 (大手町、丸の内、有楽町、内幸町、霞が関、永田町、日本橋、八重洲、京橋、銀座、新橋)

副都心:新宿、渋谷、池袋、大崎、上野･浅草、錦糸町･亀戸、臨海
新拠点;品川、秋葉原

図 6

『 センター .コア再生のための3つの戦略 l
①国際的なビジネスセンター機能の強化

e 都心、副都心、新拠点等が連携して、それぞれが有する特色と多様な機能の集積メ

リットを生かし、国際的な競争力を有するビジネスセンターとしての機能の強化。

図 7

②都市を楽しむ都心居住の推進

● 職住バランスを回復し、多様で充実した各種の機能や施設を生かした都市を楽しめ

ることができる都心居住の実現。
● 国際都市としての魅力を高め、東京の都市活動を担う多様な人材の集積促進。

図 8
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五

将
来
の
役
割
と
あ
り
方

東
京
都
心
の
将
来
像
を
踏
ま
え
、
現
在
及
び
中
央
環
状

線
整
備
後
の
都
心
環
状
線
の
交
通
機
能
、
都
心
環
状
線
を

と
り
ま
く
環
境
か
ら
都
心
環
状
線
の
課
題
を
抽
出
し
、
将

来
の
役
割
と
あ
り
方
に
つ
い
て
、
｢都
市
の
再
生
｣
、
｢交

通
円
滑
性
｣、
｢安
全
性
･
快
適
性
｣、
｢環
境
｣、
｢耐
久

性
･
防
災
性
｣
の
視
点
か
ら
整
理
し
た

(図
中
)。

性 通 来 と 線
. 円 の り 整 塞 五

③歴史と文化を生かした都市空間形成

e 歴史や文化を重視した都市づくりを促進し、世界に誇れるうるおいと風格にあふれ
る都市空間の形成。

て る 通
園 9

い o 大 第 六
る -

第
一
回
委
員
会
が
四
月
二
日
に
開
催
さ
れ
、
扇
国
土
交

通
大
臣
が
出
席
し
、
委
員
会
の
趣
旨
説
明
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
第
二
回
委
員
会
は
六
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
首
都
高
速
道
路
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
向

検
討
の
進
め
方 都心環状線における課題と将来のあり方

視点 都市の再生 交通円滑性 安全性 ･快適性 環境 ｢ 耐久性 ･防災性

課題

◇都心再生の
支援が必要

◇都市景観と
の調和の観
点から対応
すべき区間
の存在

◇都心の高密度
に発生する交
通に対処し、
センター ･コ
アの活性化に
貢献する必要

◇都心を通過す
る交通を将来
ともに分担

◇新しい路線に
比べ安全性 ･
快適性で劣る

◇都心居住
の高まり
から、 沿
道環境や
生活環境
への配慮
が一層必
要

◇構造物の高齢化に
対応した適切な維
持管理の実施、 長
期的には大規模な
改築 ･更新につい
ても検討が必要

◇災害時の物資輸送
路として脆弱な都
市の防災機能の向
上に貢献する道路

橇 橇 橇 犠 橇
役割
と

あり方

◆都市再生
を支援す
るととも
に都市景
観と調和
した道路

◆重要な交通
インフラと
して都心に
集中する交
通を分担し、
センター ･
コアを活性
化する道路

◆お客様の二一
ズに対応し、
高齢者 ･女性
ドライバーの
増加にも配慮
した安全で快
道な質の高い
道路

◆沿道環境
に配慮し
た潤いの
ある道路

◆十分な耐久性を
有し、都心の防
災機能の向上に
貢献する道路、
中央環状線との
連携による代替
ルートの選択目
由度が高い道路

け
た
具
体
的
な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
実
施
、
年
度
内
に
は

東
京
都
心
に
お
け
る
首
都
高
速
道
路
の
あ
り
方
の
提
言
を

行
う
予
定
と
し
て
い
る
。
な
お
、
本
委
員
会
の
資
料
等
に

つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能

と つ 行 東
な い う 京
っ て 予 都
て は 定 心
い 、 と に
　 　 　

図10
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東
京
外
か
く
環
状
道
路

(関
越
道
5
藁
名
高
速
間
)

計
画
の
た
た
き
台
公
表
に
つ
い
て

関
東
地
方
整
備
局
道
路
部
計
画
調
整
課

は
じ
め
に

国
土
交
通
省
と
東
京
都
は
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路

(以
下

『外
環
』)
の
東
京
都
内
区
間

(関
越
道
~
東
名
高

速
間
、
約
一
六
皿
)
に
つ
い
て
、
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
計

画
策
定
の
初
期
段
階
か
ら
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
、
計
画
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
く

｢新
し
い
検
討
方

法
｣
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
の
計
画
は
、
都
市

計
画
決
定
後
三
五
年
が
経
過
し
、
そ
の
後
の
社
会
状
況
、

地
域
の
状
況
、
土
木
技
術
力
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
計
画
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

先
般
の
四
月
一
三
日
に
外
環
計
画
の
議
論
が
具
体
的
に
進

む
よ
う
、
地
元
自
治
体
や
多
く
の
方
々
に
対
し
て
議
論
の

も
と
に
な
る
計
画
の

｢た
た
き
ム已

を
公
表
し
ま
し
た
。

◆
外
環
計
画
の

｢た
た
き
台
｣
と
は
?

｢た
た
き
台
｣
は
計
画
策
定
の
初
期
の
段
階
か
ら

広
く
情
報
を
一
般
の
皆
様
と
共
有
し
、
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、計
画
づ
く
り
に
反
映
し
て
い
く
と
い
う
、

二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
対
話
型
の
計
画
づ
く
り
の

一
環
の
も
の
で
す
。

去
る
五
月
二
四
日
に
は
国
土
交
通
大
臣
が
、
参
議

院
国
土
交
通
委
員
会
の
場
に
お
い
て
、
｢三
〇
年
以

上
に
わ
た
り
、
地
元
の
住
民
に
ご
不
便
を
お
か
げ
し

た
こ
と
は
大
変
遺
憾
で
あ
る
。｣
｢原
点
に
立
ち
戻
っ

て
話
し
合
い
の
場
を
設
置
し
た
い
。｣
と
発
言
し
て

お
り
、
こ
の
発
言
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
一
度
原

点
に
立
ち
戻
っ
て
、
外
環
の
必
要
性
の
議
論
か
ら
始

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
公
表
し
ま
し
た

｢た
た
き
台
｣
は
、
地
下
構
造
に
な
っ
た
場
合
の
イ

メ
ー
ジ
を
お
示
し
し
た
も
の
で
、
今
後
、
幅
広
く
ご

意
見
を
お
聞
き
し
、
計
画
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い

く
も
の
で
す
。

一

外
環
の
概
要
と
必
要
性

○

外
環
の
概
要

外
環
は
、
都
心
か
ら
半
径
約
一
五
m
を
環
状
に
連
絡
す

る
約
八
五
師
の
幹
線
道
路
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
関
越
道

5
常
磐
道
間
が
開
通
し
て
お
り
、
常
磐
道
~
東
関
道
間
で

現
在
一
部
工
事
や
用
地
買
収
な
ど
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
関
越
道
~
東
名
高
速
間
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
一
年

都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
も
の
の
計
画
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん

(図
2
)。



　　　
　 　　　　　

-

計画のたたき台
東京外かく環状道路欄範~船高潮の

　　
　　た レッ ト

※破線は未供用区間です。

◎◎㈱ 縦贓轢離高速間)
讓
憲
一

図

も　

⑭

外
環

(関
越
道
;
東
名
高
速
間
)
の
都
市
計
画
及
び

経
緯

外
環
の
東
京
都
内
区
間

(関
越
道
…
東
名
高
速
間
、
約

一
六
皿
)
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
一
年
に
都
市
計
画
決
定

さ
れ
た
も
の
の
、
地
域
住
民
の
反
対
運
動
な
ど
に
よ
り
、

昭
和
四
五
年
に
当
時
の
建
設
大
臣
が
国
会
の
場
で
い
わ
ゆ

る
凍
結
発
言
を
行
い
、
長
い
間
計
画
が
進
展
し
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
一
一
年
の
東
京
都

知
事
の
現
地
視
察
を
契
機
に
、
平
成
三
一年
に
は
都
市
計

画
決
定
以
来
、
初
め
て
地
元
団
体
と
の
話
し
合
い
が
開
始

さ
れ
、
さ
ら
に
、
平
成
一
三
年
一
月
に
は
国
土
交
通
大
臣

が
担
当
大
臣
と
し
て
は
三
三
年
ぶ
り
に
外
環
計
画
予
定
地

を
視
察
す
る
な
ど
、
昨
今
の
外
環
計
画
に
お
い
て
は
様
々

な
動
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

中央通

◎
◎
◎
◎
◎
◎

東京都

埼玉県

図 2 ｢外環｣ の全体計画と幹線道路網図



区
の
現
地
を
視
察

◎
こ
れ
ま
で
の
主
な
経
緯

昭
和
四
一
年

七
月
m

者

昭
和
四
五
年
一
〇
月

平
成
一
〇
年

月
“
都
市
計
画
決
定

(東
京
･
埼
玉
都

県
境
か
ら
東
名
高
速
ま
で
)

(図
3

･
4
)

月
"
建
設
大
臣
が

｢地
元
と
話
し
得
る

条
件
の
整
う
ま
で
は
強
行
す
べ
き

で
な
い
｣
旨
の
発
言

三
月
"
東
京
都
が
建
設
省
･
関
係
区
市
か

ら
な
る
｢東
京
外
か
く
環
状
道
路

と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
連
絡

会
｣
を
設
置

平
成
三
年
三
月
…東
京
都
知
事
、
都
議
会
定
例
会
で

平
成
三
一年

平
成
一
三
年

平
成
一
三
年

｢自
動
車
専
用
部
の
地
下
化
を
基

本
と
し
て
計
画
の
具
体
化
に
つ
い

て
取
り
組
む
｣
こ
と
を
表
明

四
月
…
東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
関
す
る

地
元
団
体
と
の
話
し
合
い
を
開
始

一
月
"
国
土
交
通
大
臣
が
三
鷹
市
･
武
蔵

野
市
の
現
地
を
視
察

四
月
"
国
土
交
通
省
と
東
京
都
が
計
画
の

た
た
き
台
を
公
表

平
成
一
三
年

五
月
…
国
土
交
通
省
大
臣
が
遺
憾
の
意
を

表
明
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図 3 現在都市計画決定されている ｢外環｣
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図 4 現在都市計画決定されている標準
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市
･
練
馬



③

外
環

(関
越
道
j
東
名
高
速
間
)
整
備
の
必
要
性

東
京
外
か
く
環
状
道
路
は
、
首
都
圏
の
環
境
負
荷
の
軽

減
、
交
通
の
円
滑
化
や
都
市
構
造
の
再
編
な
ど
広
域
的
な

効
果
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
沿
道
地
域
に
お
け
る
交
通

環
境
の
改
善
な
ど
の
地
域
的
な
効
果
を
も
も
た
ら
す
必
要

不
可
欠
な
道
路
で
す
。
こ
の
た
め
、
そ
の
整
備
を
図
る
こ

と
は
、
沿
道
地
域
や
首
都
圏
の
み
な
ら
ず
、
日
本
全
体
の

た
め
に
極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

ー

外
環
整
備
に
よ
る
広
域
的
な
効
果

①

首
都
圏
の
環
境
負
荷
の
軽
減
に
寄
与
し
ま
す
。

②

首
都
圏
の
交
通
の
円
滑
化
に
寄
与
し
ま
す
。

③

首
都
圏
の
経
済
活
動
を
支
え
ま
す
。

2

外
環
整
備
に
よ
る
地
域
的
な
効
果

①

環
状
七
号
線
、
環
状
八
号
線
の
慢
性
的
な
渋
滞
を

緩
和
し
ま
す
。

②

地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
た
、
地
上
部
の
ま
ち
づ
く

り
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

二

外
環
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

の

ル
ー
ト
に
つ
い
て

現
在
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
ル
ー
ト
を
基
本
に
検

討
し
ま
す

(図
3

･
7
)
。

◎
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

既
存
の
建
築
物
の
立
地
状
況
、
土
地
利
用
の
改
変
状
況
、

地
下
水
な
ど
自
然
環
境
へ
の
影
響
、
交
通
処
理
、
ジ
ャ
ン

礎
=

戒
』拶*

)総街淋
、

'
に

′

繭ご縁総で
現
4
｢

f
藁

5 地下構造

現在 (昭和41年決定) の都市計画

)
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項
目

シールド構造 硼削ボックス構造

地上か･ら掘削は行わず、地下部でモグラのような
シールドマシンによりトンネルを構築するもの

ー旦、地上部から開削して道路構造物を構築し、
再び埋め戻すもの
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図6 地下構造の形式

ク
シ
ョ
ン
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
施
工
時
及
び
完
成
時

の
地
域
へ
の
影
響
な
ど
の
観
点
か
ら
検
討
し
ま
す
。

②

構
造
に
つ
い
て

沿
道
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
現
計
画
を
地
下
構
造

に
変
更
し
ま
す

(図
5
)。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
部
は
、
開
削

ボ
ッ
ク
ス
構
造
等
で
、
そ
の
他
の
区
間
は
シ
ー
ル
ド
構
造

を
活
用
す
る
な
ど
、地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

◎
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

施
工
時
及
び
完
成
時
の
地
域
へ
の
影
響
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
保
全
、
経
済
性
、
走
行

性
等
の
観
点
か
ら
検
討
し
ま
す

(図
6
)。

③

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
外
環
が
関
越
道
、
中

央
道
、
東
名
高
速
と
交
差
す
る
三
箇
所
に
設
置
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
意
向
や
交
通

状
況
を
考
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
設
置
す
る
か
、

設
置
の
有
無
を
含
め
て
検
討
し
ま
す

(図
7
)。

◎
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
利
便
性
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影
響
、
接
続
道
路
へ
の
影
響
、

設
置
し
な
い
場
合
に
代
わ
り
と
な
り
得
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
位
置
、
交
通
処
理
、
施
工
時
及
び
完
成
時
の
地
域

へ
の
影
響
、
さ
ら
に
は
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
観
点

か
ら
検
討
し
ま
す
。

三

地
上
部
の
利
用
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
状
や
、
地
域
の
意
向
等
に
あ
わ

せ
て
検
討
す
る
た
め
に
メ
ニ
ュ
ー
を
示
し
ま
す

(図
8
)。

◎
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

計
画
ル
ー
ト
の
沿
道
で
は
、
交
通
や
防
災
面
な
ど
で
課

題
を
抱
え
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
外
環
の
地
上
部
を

利
用
し
て
、
緑
豊
か
な
公
園
の
整
備
や
新
た
な
バ
ス
ル
ー

ト
の
新
設
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
課
題
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
地
上
部
の
建
物
は

ト
ン
ネ
ル
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

四

環
境
に
つ
い
て

地
下
構
造
と
す
る
こ
と
で
、
当
初
懸
念
さ
れ
た
諸
課
題

は
大
部
分
が
解
決
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
十
分
な

現
地
調
査
と
予
測
や
評
価
を
行
い
、
地
域
へ
の
影
響
が
最

小
限
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。
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パス路線など公共交通を整備する場合 バスなと公共交通サービスの充実を図ります

幹線道路を整備する場合 緑地を備えた便利な遭難を薹擬します

五

｢新
し
い
検
討
方
法
｣
の
進
め
方

外
環
計
画
に
つ
い
て
は
、
賛
成
の
ご
意
見
を
お
持
ち
の

方
も
反
対
の
ご
意
見
を
お
持
ち
の
方
も
議
論
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
対
話
型
の

計
画
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の

｢新
し
い
検
討
方
法
｣
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の

四
つ
の
柱
で
議
論
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
進
め
方

に
つ
い
て
も
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
ま

す
。

◎

｢新
し
い
検
討
方
法
｣
の
四
つ
の
柱

①

｢情
報
の
共
有
一…
意
見
を
広
く
公
表
し
、
共
有
し

て
い
き
ま
す
。

②

｢意
見
の
把
握
一…
住
民
や
各
行
政
機
関
か
ら
ご
意

見
、
ご
意
向
を
お
聞
き
し
て
い
き
ま
す
。

③

-意
見
の
公
表
一m
ご
意
見
を
分
類
整
理
し
、
そ
の

結
果
を
公
表
し
ま
す
。

④

爾
か見
の
反
映
#
ご
意
見
、
ご
意
向
を
計
画
づ
く

り
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

◎
情
報
の
共
有
、
意
見
の
把
握
を
す
る
方
法

･
広
報
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

･
相
談
所
、
説
明
会

･
は
が
き
、
の自
営
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
、
専
用
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ

等

お
わ
り
に

今
後
、
国
土
交
通
省
と
東
京
都
は
、
多
様
な
手
段
で
情

報
を
提
供
し
な
が
ら
、賛
成
反
対
を
問
わ
ず
様
々
な
視
点
、

立
場
か
ら
幅
広
い
議
論
を
行
い
、
二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し

い
対
話
型
計
画
づ
く
り
を
目
指
し
て
事
業
の
具
体
化
に
向

け
て
検
討
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
こ
の
計
画
の
た
た
き
台
を
も
と
に
、
計
画
策
定

の
初
期
段
階
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
、
計
画
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
く

｢新
し
い
検
討
方

法
｣
で
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

つく

※開削ボックス構造の場合、移転が必要です

図 8 地上部メニ

住宅等に利用することができます 住宅･地域コミュニティを維持する場合 現状の市街地を維持することができます
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特
集
/
東
京
都
市
圏
の
道
路
交
通
整
備
へ
の
検
討

醒

『藁
蒙
構
想
雀
◎
◎
◎
』
に
お
け
る

道
路
整
備
薦
針
に
つ
い
で

東
京
都
知
事
本
部
企
画
調
整
部
企
画
調
整
課

一
｢東
京
構
想
2
0
0
0
｣
の
概
要

東
京
都
で
は
昨
年
一
二
月
に
、
石
原
都
政
初
の
基
本
構

想
と
し
て

｢東
京
構
想
2
0
0
0
｣
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
構
想
の
対
象
期
間
を
二
〇
一
五

(平
成
二
七
)

年
度
ま
で
の
一
五
年
間
と
し
て
い
る
も
の
の
、
五
〇
年
先

で
も
通
用
す
る
東
京
の
望
ま
し
い
将
来
像
を
長
期
展
望

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
の
全
体
像
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
す
。
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
到
来
を
見

据
え
つ
つ
、
東
京
の
未
来
を
切
り
拓
き
、
魅
力
と
活
力
あ

ふ
れ
る

｢千
客
万
来
の
世
界
都
市
｣
を
実
現
し
よ
う
と
い

う
の
が
本
構
想
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

｢東
京
構
想
2
0
0
0
｣
は
、
基
本
構
想
で
あ
る
一
五

年
間
と
い
う
長
期
的
な
都
政
展
開
の
あ
り
方
を
、
一
六
の

｢政
策
目
標
｣
を
掲
げ
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
各
政
策
目
標
の
達
成
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
目
指

の
指
針
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
都
民
や
企
業
、

す
べ
き
水
準
を
都
民
の
生
活
実
感
に
則
し
た
わ
か
り
や
す

区
市
町
村
、
周
辺
各
自
治
体
、
国
な
ど
に
対
し
て
も
ア
ピ

い
指
標
で
示
す
こ
と
で
ト
レ
ー
ス
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

ー
ル
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
参
加
と
協
力
を
強
く

す
。
全
部
で
六
〇
の

｢政
策
指
標
｣
と
、
そ
れ
ぞ
れ
年
次

求
め
て
い
ま
す
。
構
想
の
前
段
で
は
東
京
の
め
ざ
す
べ
き

を
定
め
た
目
標
数
値
を
掲
げ
ま
し
た
。
ま
た
基
本
構
想
の

将
来
像
を
記
述
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
の

｢東
京
｣
は

具
体
化
を
図
る
た
め
に
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
に

広
く
東
京
圏
域
を
視
野
に
入
れ
た

｢首
都
圏
｣
と
捉
え
る

つ
い
て
、
二
〇
〇
一
(平
成
一
三
)
年
度
か
ら
二
〇
〇
三

こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
考
え
方
は
構
想
の
中
で
も
特
に

(平
成
一
五
)
年
度
の
実
施
計
画
で
あ
る

｢
3
か
年
の
推

重
要
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、
｢環
状
メ
ガ
ロ
ポ

プ
ラ
ン
｣
(以
下

｢推
進
プ
ラ
ン
｣)
を
併
せ
て
示
し
て

リ
ス
構
造
｣
の
構
築
が
、
め
ざ
す
べ
き
都
市
像
に
と
っ
て

い
ま
す
。

必
須
で
あ
り
、
ま
た
一
六
の
政
策
目
標
の
一
つ
と
し
て
も

構
想
の
根
底
を
な
す
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
二
一
世
紀
も
引

詳
し
く
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

い
指
標
で
示
す
こ
と
で
ト
レ
ー
ス
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
全
部
で
六
〇
の

｢政
策
指
標
｣
と
、
そ
れ
ぞ
れ
年
次

を
定
め
た
目
標
数
値
を
掲
げ
ま
し
た
。
ま
た
基
本
構
想
の

具
体
化
を
図
る
た
め
に
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
に

つ
い
て
、
二
〇
〇
一
(平
成
一
三
)
年
度
か
ら
二
〇
〇
三

(平
成
一
五
)
年
度
の
実
施
計
画
で
あ
る

｢
3
か
年
の
推

進
プ
ラ
ン
｣
(以
下

｢推
進
プ
ラ
ン
｣)
を
併
せ
て
示
し
て

い
ま
す
。

構
想
の
根
底
を
な
す
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
二
一
世
紀
も
引

き
続
き
首
都
と
し
て
我
が
国
を
牽
引
す
る
東
京
が
、
率
先

し
て
変
革
の
波
を
起
こ
し
、
混
迷
の
な
か
に
あ
る
日
本
を

再
生
し
て
い
く
、
と
い
う
も
の
で
す
。
従
っ
て
本
構
想
に

描
か
れ
て
い
る
方
向
性
は
、
東
京
都
自
身
の
行
財
政
運
営

二

環
状
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
構
造

従
来
東
京
都
は
、
都
心

(注
1
)
へ
の
業
務
機
能
の
集

中
圧
力
を
、
副
都
心

(注
2
)
や
多
摩
の

｢心

(し
ん
)｣



(注
3
)
へ
い
か
に
分
散
さ
せ
る
か
と
い
う
視
点
で
、
都

内
を
対
象
と
し
て
多
心
型
都
市
構
造
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
首
都
圏
に
お
け
る
業
務
核
都

市

(注
4
)
の
育
成
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
事
務
所
供
給
が

都
心
三
区
か
ら
周
辺
区
部
、
業
務
核
都
市
等
へ
広
が
り
、

当
初
の
目
的
に
対
す
る
一
定
の
成
果
は
あ
げ
ら
れ
ま
し
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図 1 構想の位置付け

た
。し

か
し
な
が
ら
、
今
後
ま
す
ま
す
進
む
少
子
高
齢
化
に

よ
る
生
産
人
口
の
減
少
や
、
昨
今
の
急
激
な
I
T
化
、
個

人
の
価
値
観
･
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
の
社
会
情

勢
の
変
化
に
よ
り
、
従
来
の
就
業
形
態
は
大
き
な
変
革
を

余
儀
な
く
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
に
対
応

し
人
び
と
が
十
全
に
活
動
で
き
る
都
市
空
間
、
す
な
わ
ち
、

業
務
機
能
だ
け
で
な
く
居
住
や
商
業
、
文
化
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
た
都
市
の
再
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
｢魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る

世
界
都
市
の
実
現
｣
と
い
う
視
点
に
お
い
て
も
最
重
要
課

題
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
都
市
の
実
現
に
は
、
業
務

機
能
の
効
率
的
配
置
に
主
眼
を
置
い
た
多
心
型
都
市
づ
く

り
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
東
京
構
想
で
は
、
多
心
型
都
市
づ
く
り
の
成
果

で
あ
る
副
都
心
や
多
摩
の

｢心
｣
に
お
け
る
一
定
の
機
能

集
積
や
、
拠
点
間
の
交
通
基
盤
を
活
か
し
な
が
ら
も
、
多

心
型
都
市
構
造
で
は
十
分
対
応
で
き
な
い
課
題
を
解
決
す

る
新
た
な
都
市
構
造
と
し
て
、
首
都
圏
全
体
を
と
ら
え
た

｢環
状
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
構
造
｣
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
日
本

を
牽
引
す
る
首
都
機
能
を
、
東
京
都
だ
け
で
な
く

｢首
都

圏
｣
で
担
お
う
と
す
る
東
京
構
想
で
は
、
圏
域
に
無
秩
序

に
広
が
っ
た
市
街
地
を
再
編
･
整
備
し
、
都
心
と
の
結
び

つ
き
だ
け
で
な
く
核
都
市
同
士
あ
る
い
は
多
様
な
機
能
を

も
っ
た
都
市
と
都
市
と
の
結
び
つ
き
を
、
ハ
ー
ド
面
･
ソ

フ
ト
面
と
も
ど
も
重
視
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
稿

の
本
題
で
あ
る
道
路
整
備
方
針
に
つ
い
て
は
、
こ
の

｢環

状
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
構
造
｣
を
無
視
し
て
は
語
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
環
状
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
構
造
を
構
成
す
る
要
素

と
、
道
路
と
の
関
係
は
非
常
に
密
接
で
あ
り
、
東
京
構
想

に
位
置
付
け
る
広
域
幹
線
道
路
整
備
は
、
こ
の
構
造
の
骨

格
を
な
す
も
の
に
重
点
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
後
は
、
具

体
的
な
整
備
計
画
や
政
策
方
針
を
、
環
状
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス

構
造
と
の
関
係
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
(図
2
)。

(注
1
)
都
心
“千
代
田
区
大
手
町
、
丸
の
内
、
有
楽
町
、
霞
が
関
、
中
央

区
八
重
洲
、
日
本
橋
、
銀
座
、
港
区
新
橋
等

(注
2
)
副
都
心
"
新
宿
、
渋
谷
、
池
袋
、
上
野
･
浅
草
、
錦
糸
町
･
亀
戸
、

大
崎
、
臨
海
副
都
心
の
七
つ

(注
3
)
多
摩
の
｢心
｣
"
八
王
子
、
立
川
、
青
梅
、
町
田
、
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン

(注
4
)
業
務
核
都
市
"
東
京
都
区
部
に
お
け
る
人
口
及
び
行
政
、
経
済
、

文
化
な
ど
に
関
す
る
機
能
の
過
度
の
集
中
を
是
正
し
、
こ
れ
ら
の

機
能
の
東
京
圏
に
お
け
る
適
正
な
配
置
を
図
る
た
め
、
東
京
都
区

部
以
外
の
地
域
に
お
い
て
、
そ
の
地
域
の
中
核
と
な
る
よ
う
事
務

所
等
の
業
務
機
能
を
は
じ
め
と
す
る
諸
機
能
の
集
積
を
図
る
都
市

の
こ
と
。
横
浜
･
川
崎
、
八
王
子
･
立
川
･
多
摩
、
町
田
･
相
模

原
、
青
梅
、
浦
和
･
大
宮
、
千
葉
等
が
あ
る
。

三

東
京
構
想
に
お
け
る
道
路
交
通
計
画

1

首
都
圏
3
環
状
道
路
な
ど
の
広
域
幹
線
道
路
の
整
備

促
進

高
度
経
済
成
長
を
背
景
と
し
た
東
京
都
心
部
へ
の
業
務

機
能
集
中
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
も
あ
い
ま

っ
て
放
射
方
向
の
道
路
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
の
周
辺
部
で
の
業
務
核
都
市
の
形
成
に
よ

り
、
都
心
へ
の
集
中
圧
力
は
緩
和
さ
れ
た
も
の
の
、
人
･
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モ
ノ
の
移
動
は
、
こ
の
放
射
方
向
道
路
を
利
用
し
て
一
旦

都
心
に
入
り
ま
た
放
射
道
路
で
出
て
い
く
と
い
う
非
効
率

な
形
態
を
残
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
過
剰
な
通
過
交
通
の

流
入
は
、
都
心
部
に
慢
性
的
な
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、
経

済
的
損
失
の
み
な
ら
ず
、
排
気
ガ
ス
や
騒
音
な
ど
に
よ
る

　　　
　簿

　
　　

　
　
　
　　離

環
境
悪
化
を
招
い
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
環
状
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
構
造
の
実
現
の
観
点
か

ら
も
、
各
都
市
間
の
連
携
･
交
流
を
促
進
し
首
都
圏
と
し

て
一
体
的
に
機
能
さ
せ
る
に
は
、
放
射
方
向
の
み
の
道
路

で
は
不
十
分
な
の
は
明
ら
か
で
す
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら

40細 30km o

;｢新たな拠点空港｣の位置は未定であり、
本国はイメージである。

図 2 環状メガロポリス構造

アエ

グ

　
　
　

コ

生

都

･

創

海

　
　
　

　
　
　

　
　

臨空･臨海都市軸
(東京湾ウオーターフロント

讓　　(
東京癬ウオーターフロント都市韓)

, 核都市連携都市軸

凡

例

東
京
構
想
で
は
、東
京
外
か
く
環
状
道
路
(以
下
｢外
環
｣)、

首
都
高
速
中
央
環
状
線

(以
下
｢中
央
環
状
｣)、
首
都
圏

中
央
連
絡
道
路

(以
下

｢圏
央
道
｣)
の
首
都
圏
3
環
状

道
路
を
、
首
都
圏
に
と
っ
て
最
も
基
幹
的
な
役
割
を
担
う

道
路
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

特
に
外
環
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
一
年
に
都
市
計
画
決

定
さ
れ
た
後
、
地
域
住
民
の
反
対
に
よ
り
昭
和
四
五
年
に

は
建
設
大
臣

(当
時
)
の
凍
結
発
言
が
な
さ
れ
た
ま
ま
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
無
駄
な
通
過
交
通
を
迂
回
さ
せ
、
都

市
の
環
境
改
善
、
経
済
効
率
向
上
を
図
る
う
え
で
の
最
重

要
路
線
と
し
て
構
想
で
は
強
く
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
推

進
プ
ラ
ン
に
お
い
て
も
、
必
要
な
調
査
、
早
期
事
業
化
に

向
け
た
取
組
み
を
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
去
る
平
成

一
三
年
四
月
に
は
、
国
土
交
通
省
と
の
連
名
で
、
計
画
区

間
約
一
六
如
に
つ
い
て
、
高
架
構
造
か
ら
地
下
構
造
に
な

っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
ま
と
め
た

｢東
京
外
か
く
環
状
道
路

(関
越
道
~
東
名
高
速
間
)
の
計
画
の
た
た
き
台
｣
を
公

表
し
、
計
画
初
期
段
階
か
ら
の
情
報
の
共
有
、
意
見
の
把

握
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
従
来
な
か
っ
た
手
法

に
よ
り
、
円
滑
･
迅
速
な
合
意
形
成
が
図
ら
れ
、
早
期
に

事
業
が
再
開
さ
れ
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
い
ま
す

(図
3

本
誌
盤
ぺ
ー
ジ
図
7
参
照
)。

中
央
環
状
に
つ
い
て
は
、
既
に
東
側
半
分
の
約
二
二
蹴

が
供
用
中
で
す
が
、
現
在
首
都
高
速
道
路
公
団
に
お
い
て
、

江
北
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

(仮
称
)
[足
立
区
江
北
橋
付
近

5
高
速
川
口
線
と
の
分
岐
点
]
か
ら
板
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
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ン
(仮
称
)
[板
橋
区
役
所
付
近
~
高
速
五
号
池
袋
線
と

の
分
岐
点
]
ま
で
の
中
央
環
状
王
子
線

(約
六
如
)
と
、

熊
野
町
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

(仮
称
)
[板
橋
区
熊
野
町
付

近
~
高
速
五
号
池
袋
線
と
の
分
岐
占
凸
か
ら
大
橋
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン

(仮
称
)
[目
黒
区
大
橋
付
近
~
高
速
三
号
渋

谷
線
と
の
分
岐
点
]
ま
で
の
中
央
環
状
新
宿
線

(約
一
〇

皿
)
が
事
業
中
で
す
。
板
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

(仮
称
)

と
熊
野
町
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

(仮
称
)
の
間
は
五
号
池
袋

線
と
の
供
用
に
な
り
ま
す
。
王
子
線
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
の

区
間
が
高
架
構
造
で
平
成
一
四
年
度
に
、
新
宿
線
は
逆
に

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
山
手
通
り
の
地
下
を
ト
ン
ネ
ル
構
造
で

平
成
一
八
年
度
に
、
そ
れ
ぞ
れ
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

(仮
称
)
か
ら
高
速
湾
岸
線
ま
で

の
中
央
環
状
品
川
線

(約
九
皿
)
に
つ
い
て
は
計
画
準
備

中
路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
状
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
構
造
に
お
い
て
は
、
そ
の
構
成
要

素
と
な
る

｢
セ
ン
タ
ー

･
コ
ア

･
エ
リ
ア
｣
を
こ
の
中
央

環
状
の
内
側
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
は
、

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
機
能
を
は
じ
め
業
務
、
商
業
、

文
化
、
居
住
等
多
様
な
機
能
が
高
密
度
に
集
積
し
て
お
り
、

民
間
複
合
開
発
の
誘
導
な
ど
に
よ
る
土
地
の
有
効
･
高
度

利
用
に
よ
り
職
住
近
接
が
実
現
し
、
ま
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
が
創
出
さ
れ
る
な
ど
、
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
日

本
の
政
治
･
経
済
･
文
化
を
リ
ー
ド
す
る
中
心
(首
都
心
)

と
な
り
ま
す
。
中
央
環
状
の
外
側
か
ら
ほ
ぼ
外
環
ま
で
の

ド
ー
ナ
ツ
状
の
エ
リ
ア
は

｢水
と
緑
の
創
生
リ
ン
グ
｣
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

･
コ
ア
･
エ
リ
ア
へ
の
通
勤

者
が
多
く
居
住
す
る
後
背
地
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま

す
。
外
環
の
整
備
が
完
了
す
る
こ
と
に
よ
り
環
状
七
号
線

や
環
状
八
号
線
の
自
動
車
交
通
量
が
減
少
し
、
歩
行
者
や

緑
化
の
た
め
の
ゆ
と
り
や
潤
い
あ
る
空
間
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。
ま
た
こ
の
エ
リ
ア
を
中
心
に
広
範
に
広
が
る
木
造

住
宅
密
集
地
域
で
は
、
住
民
、
行
政
、
そ
し
て
民
間
企
業

の
三
者
が
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
で
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
構
想
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。圏

央
道
に
つ
い
て
は
、
現
在
関
越
自
動
車
道
鶴
ヶ
島
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
青
梅
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
、

ほ
ぼ
埼
玉
県
内
の
み
が
供
用
中
と
い
う
状
況
で
す
。
今
年

度
中
に
は
青
梅
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
日
の
出
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
約
九
虹
が
延
伸
予
定
で
、
来
年
度

(平
成
一
四
年
度
)
に
は
さ
ら
に
中
央
自
動
車
道
八
王
子

付
近
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま
で
の
約
一
二
血
、
平
成
一
五
年

度
に
は
甲
州
街
道

(国
道
二
〇
号
線
)
ま
で
の
約
二
皿
を

順
次
延
伸
す
る
と
い
う
予
定
で
、
い
ず
れ
も
日
本
道
路
公

団
に
よ
り
事
業
中
で
す
。
東
京
都
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て
、
都
内
関
係
道

路
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
を
構
想
に
お
い
て
記
述
し
て

い
ま
す
。
ま
た
環
状
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
の
観
点
か
ら
は
、

｢核
都
市
連
携
都
市
軸
｣
の
形
成
の
た
め
に
圏
央
道
の
完

成
は
重
要
な
も
の
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
外
環
と
圏
央

道
の
間
に
は
首
都
圏
の
核
都
市
が
あ
り
ま
す
。
環
状
道
路

と
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
こ
れ
ら
核
都
市
の
機

能
的
な
連
携
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
国
の
内
外
へ
向
け
て
発
信
機
能
を
充
実
す
る
た

め
に
、
環
状
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
構
造
で
は
空
港
･
港
湾
を
整

備
し
、
世
界
と
の
交
流
の
接
点
と
し
て

｢臨
空
･
臨
海
都

市
軸

(東
京
湾
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
都
市
軸
)｣
の
形

成
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
は
、
成
田
、
羽
田
、

将
来
の
新
た
な
拠
点
空
港
を
抱
え
た
国
際
交
流
の
玄
関
口

で
あ
る
と
と
も
に
、東
京
港
を
は
じ
め
と
し
た
主
要
港
と
、

後
背
地
の
主
要
道
路
･
鉄
道
な
ど
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
り
首
都
圏
を
支
え
る
重
要
な
物
流
拠
点
に
も
な
り
ま

す
。
既
に
首
都
高
速
湾
岸
線
な
ど
の
道
路
が
供
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
臨
海
地
域
の
開
発
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

は
高
い
た
め
、
計
画
路
線
で
あ
る
第
二
東
京
湾
岸
道
路

(事
業
主
体
未
定
)
の
具
体
化
に
つ
い
て
、
需
要
動
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
関
係
機
関
と
調
整
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
な
お
東
京
臨
海
地
域
に
お
け
る
交
通
･
物

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
の
観
点
か
ら
、
早
急
に
整
備
す
べ

き
道
路
を
推
進
プ
ラ
ン
に
お
い
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
放
射

三
四
号
線

(晴
海
通
り
)
の
延
伸
に
つ
い
て
は
平
成
一
七

年
度
、
環
状
二
号
線
の
延
伸
に
つ
い
て
は
平
成
二
○
年
度

の
そ
れ
ぞ
れ
完
成
に
向
け
て
重
点
的
に
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。
東
京
港
臨
海
道
路
に
つ
い
て
は
、
第
一
工
区
で
あ

る
大
田
区
城
南
島
か
ら
中
央
防
波
堤
外
側
埋
立
地
ま
で
の

海
底

(沈
埋
)
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
部
分
が
今
年
度
中
に
完

成
す
る
予
定
で
す
。
第
二
工
区
で
あ
る
江
東
区
若
洲
ま
で



の
部
分
に
つ
い
て
は
、
現
在
橋
梁
形
式
を
想
定
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
は
そ
の
調
査
･
設
計
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
推
進
プ
ラ
ン
に
は
掲
げ
て
い
ま
せ

ん
が
、
現
在
お
台
場
地
区
の
端
部
で
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
湾
岸
道
路

(国
道
三
五
七
号
線
)
に
つ
い
て
、
海

底
ト
ン
ネ
ル
部
分
の
整
備
促
進
を
国
に
対
し
て
要
望
し
て

い
ま
す
。

2

渋
滞
解
消
に
資
す
る
道
路
整
備

こ
れ
ま
で
は
首
都
圏
全
体
の
活
力
向
上
に
資
す
る
道
路

整
備
、
と
い
う
観
点
か
ら
広
域
的
な
幹
線
道
路
の
整
備
計

画
･
方
針
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
3
環
状
道
路
な
ど
の
整

備
に
よ
り
首
都
圏
で
の
自
動
車
交
通
は
適
度
に
分
散
さ
れ

ま
す
が
、
各
個
別
の
都
市
内
を
移
動
す
る
自
動
車
交
通
が

原
因
と
な
る
局
部
的
な
慢
性
渋
滞
は
依
然
問
題
と
な
り
ま

す
。
在
来
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
効
果
的
に
併
せ

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
推
進
プ

ラ
ン
に
お
い
て
は
、
区
部
環
状
･
多
摩
南
北
道
路
を
中
心

と
し
た
東
京
都
が
主
体
的
に
事
業
を
進
め
る

｢渋
滞
解
消

重
点
事
業
｣
を
掲
げ
て
い
ま
す

(表
1
)。

ま
た
一
方
で
、
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
構
造
的
な
原

因
と
な
る
、
交
差
点
や
橋
梁
、
踏
切
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
箇
所
の
解
消
に
つ
い
て
も
推
進
プ
ラ
ン
に
掲

げ
、
重
点
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
平
成
六
年
度
よ
り

実
施
し
て
い
る
｢交
差
点
す
い
す
い
プ
ラ
ン
1
0
0
｣
は
、

渋
滞
の
激
し
い
交
差
点
一
〇
〇
箇
所
に
右
折
レ
ー
ン
を
設

表 1 渋滞解消重点事業

道 路 名 整備地域 ･ 区間 備 考

環状8号線 練馬･板橋･北区 H17 4車線開通予定

環状6号線 首都高速中央環状線関連ほか
H18 首都高速関連

完成予定
環状5の1号線 豊島区雑司が谷ほか

環状2号線

舘を一総溺陳纐
椚
膊

虎
街

掛
怖

新

調布保谷線 調布三鷹区間ほか

緘貌H
府中所沢･鎌倉街道線 府中市北山町ほか

放射6号線

蘂総
枌
聯

駆憲
館
醐鰤繊

定戊橈H

置
す
る
も
の
で
、
平
成
一
人
年
度
完
了
を
め
ざ
し
て
順
次

整
備
中
で
す
。
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
特
に
多
摩
南
北
方
向

の
代
表
的
な
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
箇
所
の
拡

幅
、
架
替
え
を
優
先
的
に
行
い
ま
す
。
多
摩
川
原
橋
に
つ

い
て
は
平
成
一
七
年
度
、
多
摩
大
橋
に
つ
い
て
は
平
成
一

表2 鉄道の連続立体交差事業

鉄道路線名 整備区間 延長 (k m ) 事業期間 踏切数
うちボトル
ネック踏切 *

JR中央線 三鷹 ~ 立川 血 H 7ノしH20 18 蜷

小田急小田原線 世田谷代田 ~ 喜多見 “ 16HH ぬ qy
下北沢駅付近 銘 綻 QV RY

京浜急行本線･空港線 京急蒲田駅付近 即 AVリム1上H 28 15

京王線･京王相模原線 調布駅付近 郊 規 18 12

(* ) ボトルネック踏切 :朝夕ピーク時において40分以上遮断されているなど、 道路交通を著しく
阻害している踏切

九
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
踏
切
の
解
消

に
つ
い
て
は
渋
滞
対
策
の
た
め
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

鉄
道
と
道
路
の
平
面
交
差
解
消
に
よ
る
安
全
性
の
向
上

と
、
そ
れ
ま
で
分
断
さ
れ
て
い
た
市
街
地
の
一
体
化
を
図

る
と
い
う
目
的
で
、
従
来
か
ら
も
鉄
道
の
連
続
立
体
交
差

化
を
推
進
し
て
い
ま
す

(表
2
)。
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交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
と
の
連
携

道
路
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
動
車
交
通
を
捌
こ

う
と
い
う
社
会
資
本
供
給
施
策
に
対
し
、
自
動
車
の
効
率

的
利
用
や
他
交
通
手
段
へ
の
転
換
な
ど
、
人
び
と
の
交
通

行
動
の
変
更
を
促
す
こ
と
で
、
自
動
車
交
通
量
の
抑
制
や

平
準
化
を
図
る
と
い
っ
た
交
通
需
要
調
整
へ
の
取
組
み
が

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(ぜ
鴛
g
o訃
音
o口
□
①日
貰
ニ

ヴ鼾
員
燈
のロー目
二

で
す
。
需
要
対
応
型
の
道
路
整
備
だ
け

で
は
な
く
、
自
動
車
交
通
需
要
そ
の
も
の
を
抑
制
す
る
施

策
を
併
せ
行
う
こ
と
で
交
通
渋
滞
を
緩
和
し
、
環
境
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
の
や
鱒
な
ど
の
削
減
が
環

境
問
題
に
お
い
て
最
重
要
課
題
と
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、

将
来
の
自
動
車
交
通
の
見
直
し
を
想
定
し
た
交
通
体
系
を

考
え
て
い
く
上
で
も
重
要
な
政
策
で
す
。
東
京
都
に
お
い

て
も
平
成
三
一年
二
月
に

｢T
D
M

(交
通
需
要
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
)
東
京
行
動
プ
ラ
ン
｣
を
策
定
す
る
な
ど
、
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
東
京
構
想
に
は
以
下
の
よ
う

な
具
体
的
な
事
業
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

0
路
上
駐
車
対
策

駐
車
場
誘
導
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
、
貨
物
自
動
車
専

用
荷
捌
き
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
の
諸
施
策
を
推
進
し

て
い
さ
ま
す
。
昨
年
度
渋
谷
地
区
に
お
い
て
国
土
交
通

省
と
渋
谷
区
の
協
力
を
得
な
が
ら
社
会
実
験
を
行
い
ま

し
た
が
、
井
の
頭
通
り
や
公
園
通
り
で
の
自
動
車
走
行

速
度
が
向
上
す
る
な
ど
一
定
の
効
果
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

2つ ｢潟首“〒斗ブ クnn1 7
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○
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備

幅
の
広
い
歩
道
や
車
道
な
ど
既
存
の
道
路
空
間
を
活

用
し
、
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
転
車
走
行
環
境
の
改
善

に
よ
り
自
動
車
か
ら
の
利
用
転
換
を
促
進
し
ま
す
。
推

進
プ
ラ
ン
で
は
、
外
堀
通
り
と
昭
和
通
り
に
囲
ま
れ
た

皇
居
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
で
、
区
と
連
携
し
て
整
備

を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

通
勤
な
ど
で
都
心
部
へ
向
か
う
に
あ
た
り
、
郊
外
の

駐
車
場
で
車
か
ら
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

へ
の
乗
換
え
を
誘
導
す
る
施
策
で
す
。
今
年
度
、
東
急

二
子
玉
川
駅
周
辺
等
に
お
い
て
社
会
実
験
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
平
成
一
五
年
度
以
降
の
本
格
実
施
を
め
ざ

し
ま
す
。

○
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

あ
る
一
定
の
自
動
車
交
通
混
雑
エ
リ
ア
を
設
定
し
、

そ
こ
に
進
入
し
よ
う
と
す
る
自
動
車
に
対
し
て
課
金
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
平
成
一
五
年
度
以
降
の
早
期
導
入

を
め
ざ
し
、
学
識
経
験
者
及
び
国
の
関
係
機
関
な
ど
を

交
え
た
検
討
委
員
会

(平
成
一
二
年
八
月
設
置
)
に
お

い
て
、
具
体
案
を
検
討
す
る
な
ど
の
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

道
路
交
通
政
策
の
観
点
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
施
策
と
と

も
に
、
自
動
車
か
ら
の
利
用
転
換
手
段
の
受
け
皿
と
な
る

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
、
こ
れ
ま
で
以
上

表 3 道路整備関連の政策指標

政策指標名 標
欽

指
繊 次

標
年

指
標日

]
自動車の混雑時平均旅行速度 (km / h)

8 “首都圏3環状道路整備率 (%)

8 総と
%鱗リブ劇

団
硫
鯛

紡
礎

鰈
肪噸 ⑮ @

に
利
便
性
の
高
い
も
の
と
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

東
京
構
想
で
は
、
新
た
な
鉄
軌
道
路
線
の
整
備
促
進
や
、

駅
空
間
な
ど
の
よ
り
一
層
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
な

ど
に
つ
い
て
も
詳
述
し
て
い
ま
す
。

四

政
策
指
標
と
の
関
連

以
上
の
よ
う
な
道
路
整
備
関
連
施
策
の
達
成
度
を
計
る

た
め
、
東
京
構
想
で
は
政
策
指
標

(表
3
)
を
挙
げ
て
い

ま
す
。

平
均
旅
行
速
度
に
つ
い
て
は
全
国
平
均
が
三
五
･
二

皿
/
h

と
な
っ
て
お
り
、
い
か
に
東
京
都
内
の
道
路
が

混
雑
し
て
い
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
マ
ラ
ソ

ン
の
男
子
世
界
記
録
は
二
○
･
一
如
/
h
で
す
か
ら
人
間

　　

の
ス
ピ
ー
ド
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
い
う
状
況
で

3

す
。
目
標
の
数
値
は
信
号
待
ち
一
回
程
度
で
交
差
点
を
通

7

過
で
き
る
く
ら
い
に
は
渋
滞
状
況
は
改
善
さ
れ
る
と
い
う

"

イ
メ
ー
ジ
で
す
o

律

環
状
道
路
の
整
備
率
に
つ
い
て
は
、
海
外
主
要
都
市
と

道

の
比
較
が
よ
く
な
さ
れ
ま
す

(図
5
)。
東
京
は
計
画
延

長
が
い
ち
ば
ん
長
い
た
め
合
意
形
成
が
難
し
い
な
ど
の
事

情
も
あ
っ
て
整
備
率
が
低
く
、
他
に
比
べ
見
劣
り
の
感
は

否
め
ま
せ
ん
。
目
標
数
値
の
達
成
に
は
集
中
的
な
財
源
投

入
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
住
民
参
加
型
、
民
間
事
業
者
活

用
な
ど
の
新
た
な
し
く
み
の
確
立
に
よ
る
、
旧
来
型
都
市

づ
く
り
手
法
の
見
直
し
も
必
要
で
す
。
具
体
的
な
方
策
に

つ
い
て
は
、
今
秋
策
定
予
定
の

｢東
京
の
新
し
い
都
市
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
｣
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
予
定
で
す
。

環
状
方
向
と
放
射
方
向
の
ト
リ
ッ
プ
数
の
比
率
に
つ
い

て
は
、
核
都
市
間
の
交
流
が
高
ま
る
な
ど
、
環
状
方
向
の

人
び
と
の
動
き
が
活
発
に
な
る
こ
と
で
こ
の
数
値
が
向
上

す
る
と
捉
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
こ
の
数
値
が
高
ま
る
こ

と
は
、
首
都
圏
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
、
東
京
都
区
部
に

対
し
て
自
立
性
を
高
め
て
い
る
こ
と
も
示
し
て
い
ま
す
。

(す
な
わ
ち
放
射
方
向
の
ト
リ
ッ
プ
が
相
対
的
に
減
少
す

る
こ
と
)
も
と
も
と
は
環
状
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
構
造
の
形
成

に
関
す
る
指
標
で
す
が
、
道
路
整
備
の
効
果
も
多
分
に
寄

与
し
ま
す
の
で
こ
こ
で
紹
介
し
ま
し
た
。



む
す
び

先
の
緊
急
経
済
対
策
に
お
い
て
、
日
本
の
経
済
活
力
の

再
生
に
必
要
と
な
る
構
造
改
革
の
一
環
と
し
て

｢都
市
再

生
｣
が
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
五
月
に
は
政
府
内
閣
官

房
に
都
市
再
生
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
し
、
特
に
東
京

圏
に
お
い
て
は
国
と
七
部
県
市
で
構
成
す
る
常
設
委
員
会

が
設
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
今
後
首
都
圏
へ
の
重
点
的

な
社
会
資
本
再
整
備
へ
の
追
い
風
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
は
道
路
特
定
財
源
や
地
方
交
付
税
の
配
分
見
直
し
な

ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
都
市
再
生
政
策
に
対
す

る
気
運
の
高
ま
り
を
示
し
て
い
ま
す
。

3
環
状
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
広
域
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
は
、
首
都
圏
に
お
け
る
人
･
モ
ノ
･
情
報

の
流
れ
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
都
市

相
互
の
連
携
機
能
が
向
上
す
れ
ば
そ
れ
は
首
都
圏
の
経
済

活
力
を
高
め
ま
す
。
ま
た
交
通
渋
滞
が
な
く
環
境
改
善
の

進
ん
だ
ゆ
と
り
あ
る
空
間
の
活
用
に
よ
り
人
び
と
を
惹
き

つ
け
る
魅
力
あ
る
都
市
へ
の
再
構
築
が
図
ら
れ
ま
す
。
首

都
圏
の
経
済
活
力
の
向
上
は
、
す
な
わ
ち
日
本
の
活
力
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
｢東
京
構
想
2
0
0
0
｣
で
は
、

人
び
と
の
多
様
な
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し

た
魅
力
と
活
力
あ
る
都
市
の
再
生
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
基
盤
と
な
る
道
路
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め

に
、
今
後
も
国
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
へ
の
働
き
か

け
な
ど
を
含
め
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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国
土
交
通
省

(旧
建
設
省
)
で
は
、
毎
年
八
月
を

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
と
し
て
各
種
行
事
を
展
開

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
般
、
全
体
的
な
見
直
し
を

行
い
そ
の
行
事
展
開
及
び
名
称
の
変
更
を
行
い
ま
し

た
。

　

　

　

　　

　

　

こ
の
運
動
は
本
来
国
民
自
ら
が
道
路
の
役
割
、
大

切
さ
を
十
分
理
解
し
、
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
行
事

に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
こ
れ
ま
で

各
地
の
行
事
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
道
路
管
理
者
側
が

主
体
と
な
っ
て
企
画
･
立
案
さ
れ
て
い
た
り
、
一
部

道
路
利
用
者
や
地
域
住
民
等
の
参
加
を
促
し
て
行
事

が
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
大
半
は
道
路
管
理
者

の
主
導
で
な
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
月
間
の
存
在
が
国
民
に

十
分
浸
透
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
が
実
態
で

す
。ま

た
、
名
称
も

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
道
路
管
理
者
の
責
務
を
前
面
に
押

し
出
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

二
一
世
紀
を
む
か
え
、
国
土
交
通
省
が
発
足
し
、

各
地
域
に
お
い
て
も
地
方
整
備
局
と
し
て
再
編
整
備

が
な
さ
れ
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
に
密
着
し
た
行
政

の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

国
土
交
通
省
は

｢国
土
交
通
省
の
使
命
、
目
標
、

仕
事
の
進
め
方
｣
と
し
て

｢国
民
に
開
か
れ
た
行
政

運
営
｣
を
掲
げ
、
｢国
民
と
の
対
話
の
重
視
｣
、
｢国

民
の
行
政
参
加
の
促
進
｣
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
に

つ
い
て
も
そ
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
道
路
管
理
者
の

視
点
か
ら
国
民
、
す
な
わ
ち
道
路
利
用
者
の
視
点
に

立
っ
た
運
動
と
な
る
よ
う
、
行
事
の
展
開
の
し
か
た
、

名
称
等
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

　

　

　　

各
地
域
に
お
い
て
、
地
域
住
民
の
参
加
の
も
と
、

月
間
に
お
け
る
行
事
の
積
極
的
な
展
開
を
図
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
本
省
か
ら
行
っ
て
い
た
道
路
管
理
者

と
し
て
行
う
べ
き
道
路
施
設
の
点
検
等
の
指
示
は
行

わ
ず
、
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
行
事
の
展
開
を
各

道
路
管
理
者
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
各
道
路
管
理
者
は
地
域
住
民
や
協
賛
団

体
の
関
係
者
等
を
構
成
員
と
す
る
委
員
会
等
を
設
置

す
る
な
ど
し
て
、
そ
の
意
向

･
意
見
を
把
握
し
、
そ

れ
を
積
極
的
に
行
事
の
展
開
に
組
み
入
れ
る
方
策
を

考
慮
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

各
種
の
行
事
は
、
地
域
住
民
等
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
し
、
道
路
管
理
者
は
そ
れ
に
極
力
協
力
す
る
と

道行セ 2001. お

｢道路ふれあい月間｣ について

道路局道路交通管理課
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い
っ
た
も
の
を
優
先
し
、
少
し
で
も
多
く
の
住
民
等

に
、
道
路
の
正
し
い
利
用
、
道
路
を
い
つ
く
し
む
と

い
う
意
識
を
も
っ
て
道
路
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を
設
定

す
る
よ
う
な
運
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と

と
し
ま
す
。

　
　　
　
　
　
　
　
　

月
間
の
行
事
名
に
つ
い
て
は
、
道
路
利
用
者
、
都

道
府
県
、
公
団
、
地
方
整
備
局
等
か
ら
意
見
を
聴
取

し
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
も
踏
ま
え

｢ふ
れ
あ
い
｣

を
月
間
の
新
名
称
と
し
ま
し
た
。

｢
ふ
れ
あ
い
｣
と
は
、
お
互
い
に
ふ
れ
る
こ
と
、

気
持
ち
が
か
よ
う
こ
と
等
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
に
つ
い
て
は
、
日
頃
か
ら

道
路
を
利
用
し
て
い
る
国
民
に
、
改
め
て
道
路
と
ふ

れ
あ
い
、
道
路
と
い
う
も
の
を
見
つ
め
直
し
、
道
路

の
機
能
、
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に

は
道
路
を
い
つ
く
し
む
と
い
う
意
識
を
醸
成
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　　
　　　　　
　
　
　

道
路
は
、
あ
ま
り
に
も
身
近
で
あ
る
た
め
に
そ
の

重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
明
日

を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り
、
円
滑
な
道
路
整
備
や
道

路
維
持
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
。

最終審査会の模様



こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
の
み
な
ら
ず
道
路
利
用

者
の
方
々
に
、
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
道
路
を
安

全
で
快
適
な
も
の
と
し
て
維
持
し
、
子
孫
に
受
け
継

い
で
い
く
と
い
う
認
識
に
た
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
を
広
く
一

般
か
ら
募
集
し
、改
め
て
道
路
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

多
く
の
方
々
に
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
と
高
揚
を
図
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

推
進
標
語
は
、
｢道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り

あ
な
た
の
財
産
で
す
。
〈み
ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、

ふ
れ
あ
い
、
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共
に

楽
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
〉｣
を
テ
ー
マ
に
、
全
国

の
各
道
路
管
理
者
の
関
係
事
務
所
、
高
速
道
路
の
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
、
｢道
の
駅
｣
、

自
治
体
の
道
路
維
持
担
当
部
署
及
び
そ
の
関
係
事
務

所
等
で
応
募
用
チ
ラ
シ
を
配
布
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
募
集
を
行
っ
た
結
果
、
一
、
五
一
九
点
の
作
品

が
応
募
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
予
備
審
査
を

経
て
六
月
四
日

(月
)
に
最
終
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。最

終
審
査
は
、
残
間
里
江
子
氏

(プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
)
、
陣
内
貴
美
子
氏

(元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
)
、
山
田
美
保
子
氏

(放
送
作
家

･

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
)
、
渡
辺
文
雄
氏

(俳
優
)
の
四
氏

に
よ
り
行
わ
れ
、
最
近
の
道
路
事
情
や
こ
の
推
進
標

語
の
必
要
性
等
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
最
優
秀

鳥
取
県
倉
吉
市

山
本

広
行
さ
ん

賞
一
点
、
優
秀
賞
四
点
、
佳
作
四
点
を
選
定
し
ま
し

0
佳

作

た
。

学
生
の
都

選
ば
れ
た
標
語
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
期

間
中
に
道
路
情
報
板
、
垂
れ
幕
等
で
本
月
間
の
推
進

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
期
間
中
に
開

催
さ
れ
る

｢道
の
日
｣
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
表

彰
が
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
一
三
年
度
の
入
選
さ
れ
た
方
々
と
作
品
は
次

の
通
り
で
す
。

○
最
優
秀
賞
/
国
土
交
通
大
臣
賞

我
が
町
の

自
慢
の
ひ
と
つ

こ
の
道
路

群
馬
県
多
野
郡
新
町

発
田

康
行
さ
ん

○
優
秀
賞
/
道
路
局
長
賞

学
生
の
部

こ
の
道
は

君
の
友
達

良
き
仲
間

沖
縄
県
具
志
川
市

古
里

恵
理
子
さ
ん

道
は

く
ら
し
を
さ
さ
え
る

財
産
で
す

大
分
県
中
津
市

嶋
沢

英
伸
さ
ん

一
般
の
部

｢あ
り
が
と
う
｣

通
る
道
へ
も

思
い
や
り

愛
知
県
岡
崎
市

谷

三
千
代
さ
ん

あ
る
の
で
す
!

小
さ
な
道
に
も

大
き
な
使
命

道
の
お
か
げ
で

豊
か
な

生
活

200

大
阪
府
和
泉
市

櫻
井

初
美
さ
ん

枠

通
る
た
び

い
つ
も
心
が

は
ず
む
道

道

大
阪
府
和
泉
市

横
田

え
り
さ
ん

一
般
の
部

い
い
道
を

子
に
孫
に
継
ぐ

心
が
け

三
重
県
津
市

森
川

益
明
さ
ん

道
づ
く
り

癒
し
と
マ
ナ
ー
の

交
差
か
ら

大
阪
府
大
阪
市
浪
速
区

伴

雅
彦
さ
ん

　　

　
　
　
　
　

道
路
の
果
た
す
役
割
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
視
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
の
維
持
管
理
の
必
要
性
を
、

道
路
管
理
者
の
み
な
ら
ず
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
も
よ

り
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
｢道
路
｣
を
安
全

で
快
適
な

｢み
ち
｣
と
し
て
、
私
た
ち
の
子
孫
に
引

き
継
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

7　



｢道
の
日
｣
の
制
定
経
緯
と
趣
旨

道
路
は
、
国
民
経
済
を
支
え
、
国
民
生
活
を
維
持

す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
施
設
で

す
が
、
あ
ま
り
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
に
、
そ

の
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
一
方
、
明
日

を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り
、
円
滑
な
道
路
整
備
･
道

路
管
理
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
。

昭
和
五
七
年
三
月
五
日
の
道
路
審
議
会
の
建
議
に

お
い
て
、
｢今
後
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
に
あ
た

っ
て
は
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の
前
提
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
!
!
･“
道
の
日
“
を
定
め
る
な
ど

道
路
に
関
す
る
国
民
の
関
心
を
高
め
る
努
力
が
必
要

で
あ
る
。｣
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
昭
和
六

一
年
一
月
二
八
日
に
は
、
全
国
道
路
利
用
者
会
議
か

ら
、
｢明
日
を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り
･
円
滑
な
道

路
整
備
･
道
路
管
理
を
推
進
し
、
道
路
財
源
の
確
保

等
を
図
る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の

前
提
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
“
道
の
日
“
を
設
け
、

あ
ら
た
め
て
道
の
意
義
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の

関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し

た
日
と
す
る
。｣
と
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
建
設
省

(現
国
土
交
通
省
)

で
は

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
向
け
検
討
を
続
け
、
昭

和
六
一
年
度
か
ら
八
月
一
〇
日
を
｢道
の
日
｣
と
し
、

道
路
の
意
義

･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道

路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
国
民
的
運
動
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
八
月
一
〇
日
を

｢道
の
日
｣
と
し
た
の
は
、

①
大
正
九
年
八
月
一
〇
日
に
わ
が
国
で
最
初
の
道
路

整
備
に
つ
い
て
の
長
期
計
画
で
あ
る
第
1
次
道
路
改

良
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
、
②
広
く
一
般
国
民

に
定
着
し
て
い
る

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
※

(八

月
一
日
~
八
月
三
一
日
)
の
期
間
中
で
あ
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
ま
す
。

※
本
年
度
よ
り

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
に
名
称
変

更｢道
の
日
｣
の
運
動

国
土
交
通
省
は
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
公
団
、

関
係
団
体
等
に
幅
広
く

｢道
の
日
｣
の
運
動
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
、
国
土
交
通
省
を
中
心
と
し
て
、
各

機
関
･
団
体
等
は
、
関
係
省
庁
の
協
力
を
得
つ
つ
相

互
に
連
携
し
、
毎
年
全
国
各
地
で
パ
レ
ー
ド
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
道
路
清
掃
な
ど
道
に
ち
な
ん
だ
各
種
行

事
及
び
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

｢道
の
日
｣
の
中
央
行
事

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
つ
い
て
の
建
設

(現
国
土

交
通
省
)
事
務
次
官
通
達
を
受
け
て
、
そ
の
趣
旨
に

賛
同
し
た
関
係
団
体
に
よ
り

｢道
の
日
｣
実
行
委
員

｢道の日｣(8月10日)について

道路局総務課



｢道の日｣ 中央行事の主な活動

昭和61年
｢道の日｣ 制定記念式典、 パレード (銀座中央通り)
｢日本の道100選｣ (第1期 :中央区中央通り他52道) の顕彰

62年
｢道の日｣ テーマソングの作詞募集 (｢たまには…道で｣ に決定)
｢日本の道100選｣ (第2期 :江東区ほか湾岸道路他50道) の顕彰

63年 ｢道の日｣ キャンペーンキャラクターの愛称決定 (こっちだヨウ平)

平成元年 周遊ドライブコース企画コンテスト (沖縄西海岸周遊コース他12コースが入賞)

2年 ｢道の日｣ 記念式典 (｢夢ロード21｣ 表彰式、 ｢道の日｣ の歌コンサート等)

3年 ｢道の日｣ イベント ｢ヨウ平ランド｣ (各県の協力による物産展等)
4年 ｢道の日｣ イベント ｢ヨウ平ランド｣ の開催及び ｢道の日｣ 記念シンポジウム

5年
｢道の日｣ イベント ｢感 ･道フェア '93｣
(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、 酒井法子コンサート等)

6年

｢道の日｣ イベント ｢感 ･道ランド '94｣
(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、 貴島サリオコンサート等)
｢くらしにかかる橋｣ フォト& エッセイ ･コンテストの実施
｢道の日｣ O N E D A Y SPE C IA L ST A T IO N
(文化放送一日 ｢道の日｣ 特集の展開)

7年

｢道の日｣ まつり -95
(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、 かとうれいこコンサート等)
｢こっちだヨウ平の道路はじめて物語｣ ビデオの作成
｢道の日｣ B O O K の作成 (趣旨や道路整備の歴史等をまとめたパンフレット)

8年
｢道の日｣ ロード ･ジャンボリー
(春日通り、 本郷通り等でのロードウォーク、 上野公園での道路パネル展等)
｢道の日｣ 新シンボルマークの制定

9年

｢道の日｣ ロードパーク
(ミニトークショー、 音楽バンドライブ、 アンパンマンショー、 クイズアベニュ
ー、 パネル展、 大道芸等)
東京湾アクアライン ｢道の日｣ 親子ウオーク

10年

｢道のこども親善大使｣ 見学会 (多摩都市モノレール、 麻布共同溝、
首都高管制センター、 親善隊長 :間寛平)
｢道の日｣ ライブステージ (ライブトーク、 ｢道のこども親善大使｣ 任命式、 ス
ペシャルコンサート、 ゲスト :間寛平、 清水ミチコ、 司会 ;雨宮塔子)

11年

｢道のこども親善大使｣ 見学会 (浮島共同溝、 海ほたるパーキングエリア、 浮島
換気塔、 親善隊長 :ダチョウ倶楽部)
｢道の日｣ ライブステージ (トークショー、 コンサート等 ゲスト 清 水アキラ、
ダチョウ倶楽部、 司会 :菊間千乃)
｢道の日｣ 特設ステージ (道のうた、 大道芸、 クイズ等 司会 ;三島美佳子)

12年

｢道のこども親善大使｣ 施設見学会 (海ほたるパーキングエリア、 首都高管制セ
ンター等)
さわやか ｢道の日｣ ステージ (マジック、 トークショー等 ゲスト :加山雄三、
ナポレオンズ、 西尾舞生 司会 :木村郁美)

会
が
組
織
さ
れ
、
｢道
の
日
｣
中
央
行
事
の
実
施
等

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

平
成
一
二
年
度
ま
で
の

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
の

主
な
活
動
内
容
は
表
の
と
お
り
で
す

(敬
称
略
)
。

平
成
一
三
年
度

｢道
の
日
｣
中
央
行
事

一
六
回
を
迎
え
る
本
年
度
の
中
央
行
事
は
、
八
月

四
日

(土
)
に
道
路
に
関
す
る
施
設
を
見
学
す
る

｢道
の
こ
ど
も
親
善
大
使
｣
施
設
見
学
会
、
八
月
一

一
日
(土
)
に
都
内
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
會
心比
寿
ガ

ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
)
に
て
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し

め
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
(屋
内
)
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
新
聞
広
告
の
活
用
等
に
よ
り
、

行
事
参
加
者
以
外
の
方
に
も
広
く

｢道
の
日
｣
の
日

く の

　　
　　

及
･
啓
発
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

後
援
"
国
土
交
通
省
、
内
閣
府
、
警
察
庁
、
日
本
道

路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速

道
路
公
団
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
、
全
国

知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会

(予

｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会

後 主 及
援 催 ･



1

｢道
の
こ
ど
も
親
善
大
使
｣
施
設
見
学
会

し
、

一
一
日

(土
)
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

場

所
"
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
内
、
ガ

開
催

日
…
平
成
一
三
年
八
月
四
日

(土
)

で
紹
介
し
ま
す
。

ー
デ
ン
ホ
ー
ル

(屋
内
)

開
催
時
間
"
9
"
30
5
17
…
幻

概

要
…
①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

見
学
施
設
…
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
、
海
ほ
た
る

2

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

②

｢道
の
日
｣
セ
レ
モ
ニ
ー
…
実
行

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
他

開
催

日
"
平
成
一
三
年
八
月
三

日

(土
)

委
員
会
会
長
挨
拶
等

*
見
学
会
の
模
様
を
E
N
G
カ
メ
ラ
で
収
録

開
催
時
間
…
13
“
就
~
郎
…
"

(開
場
聡
…
①
)

③

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標

語
表
彰
式
…
最
優
秀
、
優
秀
作
品

の
表
彰

④

｢道
の
こ
ど
も
親
善
大
使
｣
施
設

見
学
会
報
告

⑤
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
…

｢
い
っ
こ
く
堂
｣
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン山
本
直
純
の

｢道
の
日
｣
コ
ン
サ

　
　
　
　

-Y

舷
骸ん
も
.
ゞ

,

.
◇

　

　
　
　
　
　
　

　

　　

　
　　
　
　
　
　　
　
　
　　
　
　

　

　
　　

　
　
　
　　
　
　　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　　
　　
　
　
　

　
　
　
　

　　　
　

昨年の ｢道の日｣ 中央行事の模様

施設見学会 :首都高管制センター

さわやか ｢道の日｣ ステージ

8月穐◎目隊r週の鬮盡

◎
施
設
見
学
会
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
日
程
･
時

間
及
び
内
容
は
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。



一

は
じ
め
に

国
土
交
通
省
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
た
道

路
占
用
許
可
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
平
成
一
三

年
二
月
以
降
、
北
海
道
･
沖
縄
を
除
く
全
国
の
直
轄
国
道

に
お
い
て
道
路
占
用
許
可
の
電
子
申
請
の
受
付
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
で
す
が

(内
容
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
一
年
四

月
号
に
お
い
て
紹
介
済
み
)、
こ
れ
と
併
せ
て
、
同
シ
ス

テ
ム
を
都
道
府
県
道
及
び
市
町
村
道
へ
導
入
す
る
た
め
の

研
究
会
を
平
成
三

年
度
に
開
催
し
、
実
証
実
験
を
実
施

し
ま
し
た
。
実
証
実
験
は
、
岐
阜
県
、
岡
山
県
、
岐
阜
市

及
び
岡
山
市
並
び
に
関
係
占
用
事
業
者
の
協
力
を
得
て
平

成
一
二
年
一
二
月
四
日
か
ら
平
成
一
三
年
二
月
二
八
日
ま

で
の
約
三
か
月
間
行
い
ま
し
た
。

以
下
、
実
証
実
験
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

二

自
治
体
に
お
け
る
道
路
占
用
許
可
申
請
手

続
事
務
の
現
状
調
査

実
証
実
験
に
先
立
っ
て
四
自
治
体

(岐
阜
県
、
岡
山
県
、

岐
阜
市
、
岡
山
市
)
に
お
け
る
道
路
占
用
許
可
申
請
手
続

事
務

(以
下

｢事
務
｣
と
い
う
。)
の
現
状
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

直
轄
国
道
に
お
け
る
事
務
と
四
自
治
体
に
お
け
る
事
務

と
の
違
い
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①

申
請
受
付
部
署

直
轄
国
道
に
お
い
て
は
、
地
方
整
備
局
工
事
事
務

所
の
出
先
機
関
で
あ
る
出
張
所
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
四
自
治
体
で
は
、本
庁
で
の
み
受
け
付
け
る
自

治
体
、
出
先
機
関
で
の
み
受
け
付
け
る
自
治
体
、
本
庁

と
出
先
機
関
で
受
け
付
け
る
自
治
体
が
あ
り
ま
し
た
。

②

申
請
書
等

申
請
書
は
、
直
轄
国
道
も
四
自
治
体
も
道
路
法
施

行
規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
る
様
式
を
使
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
許
可
書
等
は
、
四
自
治
体
は
、
直
轄
国
道
で

使
用
し
て
い
る
書
式
と
は
異
な
る
書
式
を
用
い
て
お

り
、
さ
ら
に
、自
治
体
に
よ
り
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

③

添
付
図
書

直
轄
国
道
で
は
、
添
付
図
書
と
し
て
位
置
図
、
平

面
図
、
横
断
図
等
六
種
類
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
四

自
治
体
で
も
ほ
と
ん
ど
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
一
部
に
は
個
々
の
自
治
体
に
固
有
の
添
付
図
書

の
提
出
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
四
自
治
体
と
も
位
置
図
に
住
宅
地
図
、
都
市
計

画
図
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

④

決
裁

自
治
体
版
道
路
占
用
許
可

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室



直
轄
国
道
で
は
、
出
張
所
長
決
裁
及
び
事
務
所
長

決
裁
の
二
と
お
り
の
決
裁
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

四
自
治
体
で
は
い
ず
れ
も
申
請
を
受
け
付
け
た
部
署

内
で
決
裁
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

⑤

進
捗
関
係
届
出

直
轄
国
道
で
は
、
工
事
着
手
届
、
工
事
完
了
届
の

書
式
を
定
め
、
提
出
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
届
出
を

求
め
て
い
な
い
自
治
体
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
直

轄
国
道
で
は
提
出
を
求
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
仮
復
旧

時
に
工
事
完
了
届
を
求
め
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま

し
た
。

⑥

軽
微
な
工
事
等
に
係
る
届
出

直
轄
国
道
で
は
、
保
守
、
軽
微
な
変
更
、
緊
急
工

事
、
試
掘
、
廃
止
等
に
つ
い
て
、
書
式
を
定
め
、
届

出
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
四
自
治
体
は
そ
れ
ぞ
れ
取

り
扱
い
が
異
な
り
、
書
式
の
有
無
、
内
容
と
も
区
々

で
し
た
。

⑦

占
用
料
計
算

直
轄
国
道
で
は
、
道
路
法
等
の
法
令
及
び
関
係
通

達
に
よ
り
占
用
料
計
算
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
四
自

治
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
に
よ
り
占
用
料
計
算
を

行
っ
て
お
り
、
徴
収
単
位
、
端
数
処
理
、
占
用
料
計

算
の
対
象
と
な
る
占
用
期
間
の
算
出
方
法
等
が
異
な

っ
て
い
ま
し
た
。

⑧

進
捗
管
理

直
轄
国
道
で
は
、
進
捗
管
理
簿
、
申
請
済
案
件
一

覧
表
、
文
書
処
理
台
帳
、
月
別
処
理
状
況
調
書
を
作

成
し
て
申
請
案
件
の
処
理
状
況
を
把
握
し
、
経
過
日

数
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
四
自
治
体
で
は
、

問
い
合
わ
せ
対
応
用
の
進
捗
管
理
台
帳
が
あ
る
の
み

で
し
た
。

⑨

集
統
計

税

直
轄
国
道
で
は
A
占
用
料
集
計
表
、

胡

道
路
占
用
許
可
申
請
受
付
処
理
表
、
道

路
占
用
物
件
別
調
書
、
道
路
占
用
者
別

物
件
調
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
四

自
治
体
の
う
ち
集
統
計
を
行
っ
て
い
る

の
は
二
自
治
体
で
、
直
轄
国
道
で
使
用

し
て
い
る
書
式
と
は
異
な
る
書
式
を
用

い
て
い
ま
し
た
。

三

実
証
実
験
の
状
況

実
証
実
験
は
、
直
轄
国
道
で
実
運
用
に
供

さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
自
治
体
に
適
用
し

た
場
合
の
適
応
性
の
検
証
、
作
業
時
間
短
縮

効
果
の
検
証
及
び
今
後
の
標
準
的
な
自
治
体

版
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
際
の
機
能
面
･
運

用
面
に
お
け
る
問
題
点
･
課
題
等
を
洗
い
出

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

実
証
実
験
の
シ
ス
テ
ム
は
、
直
轄
国
道
向

け
の
シ
ス
テ
ム

(以
下

｢直
轄
国
道
版
｣
と

い
う
。)
を
使
用
し
、
自
治
体
ご
と
の
業
務

申請受付サーバ運用機関

皀襲爵滞

審査用端末 審査用端末 A3プリンタ

運
用
体
制
の
下
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
道
路
管

理
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
や
受
付
部
署
の
違
い
に
よ
り

若
干
自
治
体
ご
と
に
異
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
ま

し
た
。
(図
は
、
そ
の
う
ち
の
岐
阜
県
に
お
け
る
ネ
ッ
ト

岐阜建設事務所

Hub

薯

図 岐阜県におけるネットワーク構成



表 1 道路管理者別の申請データの件数及び処理状況

駆繕 請
数

申
件

処理状況

審査中 審査済 許可済 着手届 完了届

朧
岐阜県 34 m 24 24 12 00
岐阜市 邱 AU “ “ 24 19

山岡
岡山県 30 蜷 " “ 聡 RU
岡山市 12 ハb AY AY nv nY

合 凶 蘂 % % 49 35

ワ
ー
ク
構
成
)

申
請
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
実
証
実
験
期
間
中
の
新
規

申
請
デ
ー
タ
の
入
力
を
基
本
と
し
、
種
々
の
占
用
物
件
に

係
る
申
請
形
態
の
検
討
を
行
う
意
味
か
ら
、
既
許
可
の
申

請
デ
ー
タ
も
入
力
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
期
間

中
の
申
請
件
数
は

-
-
一九
件
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
許

可
済
み
の
も
の
が
九
四
件
、
完
了
届
の
提
出
ま
で
終
わ
っ

て
い
る
も
の
が
三
五
件
あ
り
ま
し
た

(表
1
)
。

添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
コ
ピ
ー
及
び
ス
キ
ャ
ナ
読
取

表 2 道路管理者別の添付図書の枚数別内訳

堰纜 請
数

申
件

添付図書の内訳

1 ~ 5 枚 6 ~ 10枚 11 ~ 20枚 21 ~ 50枚 51枚以上

鰓
岐阜県 34 芻 hD リリ n乙 14
岐阜市 邱 33 n に〕 hD 11

山岡
岡山県 30 蜷

拗
リム 11 14

岡山市 12 RU 11 11 リム 〔U

合 129 80 “ u RU QJ
比 率 100 % 62 % 銹 彫 芻 彫

り
等
、
事
前
の
準
備
作
業
に
要
す
る
時
間
や
大
量
デ
ー
タ

に
よ
る
回
線
負
荷
･
送
信
時
間
を
検
証
す
る
た
め
に
、
で

き
る
だ
け
添
付
図
書
の
枚
数
が
多
い
申
請
デ
ー
タ
の
送
信

も
対
象
と
し
ま
し
た
。
添
付
書
類
が
一
〇
枚
を
超
え
る
申

請
が
二
二
件
あ
り
、
そ
の
う
ち

五
0
枚
を
超
え
る
里
胡
も
三
件

轢

あ
り
ま
し
た

(表
2
)o

糊
操
縦

作
業
時
間
に
つ
い
て
は
、
申

儀
α
知効

ず

請
書
作
成

(準
備
作
業
)
、
申

･

表3 占用事業者の作業時間の内容

システム利用による作業 従来の作業

編隊
作業項目 作業時間 比較対象となる作

業項目
作業時間

①
申請書作成
(準備作業)

子

蝸鯛
臘
慨
蹴

鹸畑
鰍間端
煕

蠕鞠
鮒僻鞠
斂

電子データによる
申請書の作成

時間の測定出来
ず

轢
請
の
も

に

端
刈総
る

振
ず

終藪協鱗赫
② 信

)

出
送
で

提
夕
ま

書
一

請
デ

申
し
( 繃

滋
漣
麒

復往
間
(

時
間
明

時
説

動
ぴ

移
及

)
県

市
(

(
硼

鯛
L

Q

~

で

管
も

ル
具

路
請

ゞ

湖

道
申

舅

の
の
り

H

離

へ
あ

再

距
者
墨

o

遠
理
勃

③ 許可書受領 平均 0
,
1H ~ 0

,
2H 趾 驫稠

鱒
Q

~
釧議難加味Q

④ も
)
じ

届
幅襁

成

田

)

打

M

間
ト
攝

て

資
時
4

爛

事

、
化

V

盟

、
子

ル

Q

(
電

斥

均

a

b

平

趾 驫組
め

Q

~

説べ録
共
筒
ゆ

編
飼
媒

請
書
提
出

(デ
ー
タ
送
信
ま
で
)、
許
可
書
受
領
及
び
着

手
･
完
了
届
提
出
の
作
業
項
目
ご
と
に
従
来
の
作
業
時
間

と
電
子
申
請
を
行
っ
た
場
合
の
作
業
時
間
を
比
較
し
、
作

業
時
間
の
効
果
も
併
せ
て
検
証
し
ま
し
た

(表
3
)。



四

実
証
実
験
の
結
果

今
回
の
実
証
実
験
の
結
果
、
自
治
体
及
び
占
用
事
業
者

か
ら
、
直
轄
国
道
版
に
つ
い
て
七
三
点
の
問
題
点
･
課
題

が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
問
題
点
･
課
題
は
、
そ

の
原
因
な
い
し
理
由
に
よ
っ
て
、
三
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

･
直
轄
国
道
と
自
治
体
と
の
事
務
の
や
り
方
等
の
違
い

に
起
因
し
て
い
る
も
の

･
シ
ス
テ
ム
の
容
量
又
は
機
能
の
不
足
に
起
因
し
て
い

る
も
の

･
シ
ス
テ
ム
を
操
作
す
る
際
の
画
面
表
示
、
操
作
手
順

等
に
関
す
る
不
便
さ
(い
わ
ゆ
る
使
い
勝
手
の
悪
さ
)

に
起
因
し
て
い
る
も
の

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
ま

す
。○

直
轄
国
道
と
自
治
体
と
の
事
務
の
や
り
方
等
の
違
い

に
起
因
し
て
い
る
も
の

直
轄
国
道
と
自
治
体
で
は
、
管
理
す
る
道
路
の
性
格
、

延
長
及
び
管
理
体
制
な
ど
が
違
い
、
事
務
の
や
り
方
に
も

違
い
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
直
轄
国
道
版
を
自
治

体
の
事
務
に
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
の
で
は
支
障
が
出
て
き

ま
す
。
申
請
書
等
に
関
す
る
も
の
が
八
点
、
添
付
図
書
に

関
す
る
も
の
が
二
点
、
進
捗
関
係
届
出
に
関
す
る
も
の
が

二
点
、
占
用
料
計
算
に
関
す
る
も
の
が
三
点
で
し
た
。

主
な
事
例
と
し
て
は
、

･
占
用
工
事

一
件
ご
と
の
申
請
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

小
規
模
工
事

(引
込
管
)
に
つ
い
て
何
件
か
を
一
括

し
て
一
つ
の
申
請
と
し
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

･
複
数
の
路
線
に
跨
る
工
事
で
あ
っ
て
も
、
一
路
線
ご

と
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

･
添
付
図
書
と
し
て
シ
ス
テ
ム
で
用
意
し
て
い
る
も
の

以
外
の
も
の
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。

.
位
置
図
に
住
宅
地
図
、都
市
計
画
図
を
利
用
し
た
い
。

･
着
手
届
･
完
了
届
の
提
出
を
求
め
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
シ
ス
テ
ム
上
は
必
須
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

入
力
し
な
い
と
処
理
が
完
了
し
な
い
。

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

⑭

シ
ス
テ
ム
の
客
量
又
は
機
能
の
不
足
に
起
因
し
て
い

る
も
の

問
題
点
･
課
題
と
し
て
指
摘
の
あ
っ
た
の
は
添
付
図
書

の
送
信
時
間
、
解
像
度
等
に
関
す
る
も
の
が
一
四
点
で
し

た
。
内
容
と
し
て
は
、
次
の
四
つ
の
事
項
に
分
類
で
き
ま

す
。･

添
付
図
書
の
枚
数
が
一
〇
枚
を
超
え
る
場
合
は
、
占

用
事
業
者
に
と
っ
て
は
コ
ピ
ー
、
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
か

ら
申
請
デ
ー
タ
送
信
ま
で
の
時
間
が
、
自
治
体
に
と

っ
て
も
送
ら
れ
て
き
た
デ
ー
タ
を
プ
リ
ン
ト
す
る
時

間
が
か
か
る
。

･
A
o
、
A
1
の
大
型
サ
イ
ズ
の
添
付
図
書
は
、
占
用

事
業
者
が
送
信
可
能
な
サ
イ
ズ
に
分
割
し
て
、
コ
ピ

ー
、
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
、
送
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
作
業
に
時
間
が
か
か
る
。
自
治
体
は
、
分
割
さ

れ
た
も
の
を
復
元
す
る
た
め
に
時
間
が
か
か
る
。

･
添
付
図
書
の
図
面
や
写
真
の
画
質
が
鮮
明
で
な
い
。

.
添
付
図
書
と
し
て
受
け
付
け
ら
れ
る
の
は
ラ
ス
タ
ー

デ
ー
タ
の
み
で
あ
る
た
め
、
C
A
D
で
作
成
さ
れ
た

添
付
図
書
で
あ
っ
て
も
C
A
D
デ
ー
タ
と
し
て
送
信

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

③

シ
ス
テ
ム
を
操
作
す
る
際
の
画
面
表
示
、
操
作
手
順

等
に
関
す
る
不
便
さ
に
起
因
し
て
い
る
も
の

①

画
面
又
は
出
力
帳
票
の
表
示
に
関
し
て
、
｢申
請

書
の
内
訳
書
の
名
称
欄
の
枠
が
足
り
な
い
。｣、
｢進

捗
管
理
簿
は
横
に
長
す
ぎ
る
た
め
、
ス
ク
ロ
ー
ル
し

な
い
と
必
要
な
項
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。｣

な
ど
の
指
摘
が
一
五
点
あ
り
ま
し
た
。

②

申
請
書
作
成
等
の
た
め
の
デ
ー
タ
入
力
及
び
受
付

デ
ー
タ
等
の
出
力
の
処
理
機
能
に
関
し
て
、
｢工
事

実
施
の
方
法
欄
に
開
削
工
事
と
推
進
工
事
の
両
方
を

登
録
し
よ
う
と
し
て
も
、
ど
ち
ら
か
し
か
選
択
で
き

な
い
。｣、
｢代
表
者
名
の
登
録
に
特
殊
文
字

(外
字
)

を
使
用
で
き
な
い
。｣
な
ど
機
能
不
足
を
指
摘
す
る

も
の
が
二
二
点
あ
り
ま
し
た
。

③

こ
の
ほ
か
、
｢申
請
書
送
付
ペ
ー
ジ
で
、
提
出
先

を
全
国
か
ら
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
占
用
事

業
者
情
報
か
ら
事
前
の
絞
込
み
が
で
き
な
い
か
。｣、

｢確
認
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
エ
ラ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
追
加

し
て
ほ
し
い
。｣
な
ど
の
使
い
勝
手
の
向
上
を
求
め



る
意
見
が
七
点
あ
り
ま
し
た
。

い
て
、
計
算
方
法
を
パ
タ
ー
ン
化
す
る
こ
と
で
対
応
可
能

五

標
準
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て

○

事
務
の
や
り
方
等
の
違
い
に
つ
い
て

実
証
実
験
と
そ
れ
に
先
立
つ
現
状
調
査
の
結
果
、
事
務

に
つ
い
て
は
、
直
轄
国
道
と
自
治
体
の
間
又
は
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
の
間
に
お
い
て
申
請
書
関
係
の
様
式
、
添
付
図

書
の
種
類
、
占
用
料
計
算
方
法
等
に
お
い
て
違
い
が
あ
り

ま
し
た
。

申
請
者
の
負
担
軽
減
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
異
な
る
自
治

体
間
の
手
続
の
違
い
は
最
大
限
標
準
化
さ
れ
る
こ
と
が
好

ま
し
い
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
違
い
の
元
と
な
っ
て
い
る
自

治
体
の
道
路
占
用
申
請
等
に
関
す
る
規
則
等
を
シ
ス
テ
ム

化
を
契
機
と
し
て
一
挙
に
標
準
化
す
る
こ
と
は
困
難
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
将
来
的
に
は
全
国
的
標
準
化
を
目
指
す
と

し
て
も
、
当
面
自
治
体
版
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
場
合
あ

る
程
度
自
治
体
ご
と
の
独
自
性
が
残
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
シ
ス
テ

ム
が
全
く
別
個
の
シ
ス
テ
ム
と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、
様
式
等
が
違
っ
て
い
て
も
そ
の
中
で
使

用
さ
れ
る
項
目
は
直
轄
国
道
版
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
た

め
、
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
は
共
通
し
て
い
る

の
で
、
シ
ス
テ
ム
の
様
式
は
、
い
く
つ
か
の
標
準
パ
タ
ー

ン
に
集
約
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
、
占
用
料
計
算

に
お
い
て
も
同
様
に
計
算
手
順
、
端
数
処
理
方
法
等
に
っ

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
添
付
図
書
も
直
轄
国
道
版
の
図
書
を
標
準
と
し

つ
つ
、
自
治
体
に
よ
り
必
要
な
図
書
を
付
加
す
る
こ
と
で

対
応
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
自
治
体
版
の
標
準
シ
ス

テ
ム
の
構
築
は
十
分
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②

添
付
図
書
の
送
信
時
間
、
解
像
度
等
に
関
す
る
も
の

に
つ
い
て

大
量

(
一
〇
枚
以
上
)
の
添
付
図
書
を
送
信
し
よ
う
と

す
る
場
合
、
占
用
事
業
者
及
び
自
治
体
双
方
に
時
間
が
か

か
り
す
ぎ
る
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
新
し
い
圧
縮
技
術
の

応
用
な
ど
が
望
ま
れ
ま
す
。

大
型
サ
イ
ズ
の
添
付
図
書
の
分
割
･
復
元
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
図
面
の
作
成
段
階
か
ら
、
で
き
る
限
り
電
子
申

請
を
考
慮
に
入
れ
て
分
割
す
る
必
要
の
な
い
添
付
図
書
と

す
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

解
像
度
の
問
題
は
、
直
轄
国
道
版
が
持
つ
制
約

(解
像

度
300
範
ま
で
、
モ
ノ
ク
ロ
の
み
等
)
に
よ
る
も
の
で
す
が
･

こ
れ
は
既
存
の
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
を
利
用
し
、
シ
ス
テ
ム

利
用
者
の
コ
ス
ト
負
担
を
抑
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
へ

送
り
出
す
送
信
デ
ー
タ
が
膨
大
に
な
る
こ
と
に
よ
る
占
用

事
業
者
の
社
内
シ
ス
テ
ム
へ
の
影
響
及
び
道
路
管
理
者
の

メ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
へ
の
影
響
等
を
考
慮
し
て
設
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。
最
近
の
通
信
技
術
の
発
展
、
パ
ソ
コ
ン
の
性

能
の
向
上
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
普
及
、
C
A
D
デ
ー
タ

の
標
準
化
の
動
向
な
ど
の
諸
点
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な

見
直
し
が
可
能
か
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③

使
い
勝
手
の
向
上
に
つ
い
て

シ
ス
テ
ム
を
操
作
す
る
際
の
画
面
表
示
、
操
作
手
順
等

に
関
す
る
使
い
勝
手
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
“よ
り
簡
単

で
ス
ム
ー
ス
な
操
作
“
の
観
点
か
ら
シ
ス
テ
ム
改
良
事
項

と
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

六

お
わ
り
に

政
府
の
e
-
J
a
p
a

n
重
点
計
画

(平
成
一
三
年
三

月
二
九
日
I
T
戦
略
本
部
決
定
)
に
お
い
て
も

｢行
政
公

共
分
野
の
情
報
化
｣
は
、
｢高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
｣
と
と
も
に
五
つ
の
重
点
政
策
分
野
の
一
つ
で

あ
り
、
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
の
た
め
の

｢線
路
敷
設
の
円
滑
化
｣
に
お
い
て
、
自
治
体
の
道
路
占

用
許
可
の
電
子
化
は
推
進
す
べ
き
施
策
の
一
つ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
証
実
験
で
は
、
直
轄
国
道
と
自
治
体
の
道
路

占
用
許
可
申
請
手
続
の
事
務
の
や
り
方
の
違
い
、
直
轄
国

道
版
の
持
つ
シ
ス
テ
ム
上
の
制
約
な
ど
か
ら
、
自
治
体
に

お
い
て
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
に
当
た
っ
て
検

討
す
べ
き
事
項
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
の
対
応
方
策
を
早
急
に
検
討
し
、
全
国
で
共
通

し
て
導
入
で
き
、
自
治
体
、
占
用
事
業
者
双
方
に
と
っ
て

利
用
し
や
す
い
自
治
体
版
標
準
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



道
路
の
交
通
渋
滞
は
、
各
種
経
済
活
動
や
社
会
活
動
を

大
き
く
阻
害
す
る
た
め
、
早
急
に
そ
の
解
消
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
渋
滞
を
解
消

す
る
た
め
平
成
一
〇
年
度
を
初
年
度
と
す
る

｢第
3
次
渋

滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
に
基
づ
き
、
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道

路
の
整
備
、
立
体
交
差
点
化
等
の
交
通
容
量
拡
大
策
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
需
要
サ
イ
ド
で
輸
送
効
率
の
向
上
を

図
る
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
施
策
を
盛
り

込
み
、
総
合
的
な
渋
滞
対
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
よ
り
一
層
効
率
的
、
効
果
的
に
渋
滞
対
策
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
一
三
年
度
よ
り
、
渋
滞
解
消

効
果
の
早
期
発
現
が
期
待
さ
れ
る
交
差
点
に
つ
い
て
、
P

I
方
式
※
を
導
入
し
、
国
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
効
率

的
、
効
果
的
な
対
策
を
実
施
す
る
｢参
加
型
交
差
点
緊
急

改
良
｣
に
着
手
し
ま
す
。

｢参
加
型
交
差
点
緊
急
改
良
｣
は
、
直
轄
国
道
に
お
け

る
緊
急
渋
滞
対
策
と
し
て
、
渋
滞
解
消
効
果
の
早
期
発
現

が
期
待
さ
れ
る
交
差
点
に
つ
い
て
、
付
加
車
線
の
設
置
や

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
箇
所
の
拡
幅
等
、
低
コ
ス

ト
で
短
期
間

(
一
~
三
年
程
度
)
に
効
果
の
発
現
が
期
待

で
き
る
対
策
を
道
路
管
理
者
が
創
意
工
夫
し
て
立
案
し
、

関
係
す
る
住
民
･
利
用
者
等
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

効
率
的
、
効
果
的
な
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
早
期
に
渋
滞

解
消
効
果
の
発
現
を
図
る
も
の
で
す
。

当
面
、
一
般
国
道
二
〇
号
初
台
交
差
点
(東
京
都
新
宿
区
)

な
ど
、
全
国
で
九
○
箇
所
の
渋
滞
交
差
点
に
お
い
て

｢参

加
型
交
差
点
緊
急
改
良
｣
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

〔参考〕各地方整備局における
｢参加型交差点緊急改良｣ の名称及び事業数

讓 嬬鰓憲蟻劉 事業数

北海道 北の交差点 楽らくスループラン QJ

東 北 快適交差点01 12

関 東 交差点 道がえる 作戦 13

北 陸 交差点フレッシュアップ事業 ワf

中 部 交差点 =ちょっと工夫" プラン ワ‘

近 畿 渋滞はもうごめん するっと交差点 19

中 国 緊急交差点改良プラン ワ‘

四 国 四国路快適交差点プラン ワ!

九 州 九州交差点スイスイプラン 蜷

沖 縄 チャタン友遊交差点改良事業 ?ム

合 計 "

※

｢P
I

(勺
こび
密
封
く
a
く
の日
の日
)
方
式
｣

"施
策
の
立
案
や
事
業

の
計
画
･
実
施
等
の
過
程
で
、
関
係
す
る
住
民
･
利
用
者
や
国
民

一
般
に
情
報
を
公
開
し
た
上
で
、
広
く
意
見
を
聴
取
し
、
そ
れ
ら

に
反
映
す
る
こ
と
o

『参
加
型
交
差
点
緊
急
改
良
』
の
推
進
に
つ
い
て

道
路
局
国
道
課



参加型交差点緊急改良の代表事業

地方整
備局名

都道府
県名

路線番号 事業箇所 渋滞の原因 整備内容
最大渋滞
長 (m )

整備時期

関 東 東京都 一般国道20号 初台交差点改良 右折車による渋滞
本線立体部の空間を活
用した右折車線の増設

450
平成13年度 ~

平成14年度

中 部 三重県 一般国道42号 北詰 ･南詰交差点
改良

右折車による渋滞
橋梁拡幅を含めた右折
車線の設置

170
平成13年度 ~

平成15年度

近 畿 兵庫県 一般国道9号 一本柳交差点改良 右折車による渋滞 右折の立体化 6,400
平成13年度 ~

平成16年度

中 国 岡山県 一般国道2号 倉田交差点改良

本線からのランプ交通と

側道交通が集中すること

による渋滞

追加ランプの設置及び

右折車線の増設
340 平成13年度

四 国 高知県 一般国道32号 高知東道路明見地
区交差点改良

交差点の飽和による渋滞
直進車線及び右折車線
の増設

400
平成13年度 ~

平成14年度

九 州 福岡県 一般国道201号 飯塚市役所前交差
点改良

右折車による渋滞
市の土地を活用し右折

車線とバスベイの設置
1,400

平成13年度 ~

平成14年度

I 贓艘道国道符号 初台交差点改良 I

0本事業の概要 1′
‐箇所 名東京都新宿区西新宿3T自認 嶬議応嚢饉幽 ふま

“
･延 ~〆

初台交甚点敢良

　
　　　　　　　 　　　　　　　　　　

国道2 踞り、王子方面から山手通り渋 ‘嚢凝議ゞ ※ゞ“ 廳霊l 鰔筋
谷方面への右折車両が多く･ 右折滞留長

藁テ対策後
･ 榊逼が十分でないため、捌け残り車両により

渋滞力 難 しているo ‐転ぶ叢讓朧 朧き ! ~
'讓る

0本事業の整備効果

灘鞠 緻襲分 ≧襲螂騒ぎ堅)

樹々〒ヤ クnn1 7 4 7



l 一般国道42号 北詰 9南詰交差点改良 1

0 本事業の概要
･箇 所 名 "三重県北牟婁郡紀伊長島町長島
･延 長 :約0 . 2 k m
‐全体事業費約5億円 券
･完成予定 ;平成15年度

渋滞の原因
一般国道42号は、紀伊長島町の中心市街地へ向かう路

線であるが、橋梁部前後に右折レーンがないため、直進車

両の通行をさまたげることにより交通渋滞が発生している。

0本事業の整備効果
･C S調査により改良を要望された交差点である。
･右折レーンを整備することにより、朝夕の通勤時の
交通混雑の緩和を図る。
･右折車が直進車線に滞留することがなくなるため、
追突防止にもなり事故件数も減少すると思われる。
･滞留時間低減による環境低減化が図れる。

最大渋滞長 約170 m→解消
最大通過時間 約 5分→約1分

* C S調査:道路利用に対する満足度を把握し、具体的な
不満箇所を抽出するとともに、今後の具体的
対策を検討するものである。

対策後』馳 右ル→ 梵0…

至 ,. 北瞼交差点 2至

　 　 　 　　

′'“ ‘‐‐･新増島開 幕 }ゞゞ “縞 ,

l 一般国道 9号 一本柳交差点改良 l

l本事業の概要l
@ 箇所名 ;兵庫県朝来郡和田山町玉置

◎延長 . :約0,4km

◎全体事業費 濃5億円

◎完成予定 :平成16年度

兵庫県北部の南北朝が交差する交

通の要衝であり、特に国遺9号から国

道312号への右折交通が処理できず

渋滞が発生している。

[本事業の轄樹姉覆財
団道9号の鳥取方面から姫路方面

への右折車線を立体化することによ

り、渋滞の解消を図る。

椴大渋滞長 約6,40伽 - 解消
最大通過時間約45分 - 約0分

　　　、も謎

(案)
臨鯲

、付議移 至饅聯 至

圓

多8 道行セ 2001.7



l 一般国道 2号 倉田交差点改良 コ
◆事業の概要

･箇所名 :岡山県岡山市倉田
･延 長 :約0 ,3 km (ランプ部)

約0 . 1 km (交差点部)
･全体事業費 :約2億円
･完成予定 ;平成1 3年度

◆渋滞の原因
近傍にあるトラックターミナルから、

側道を使ってバイパスに乗り入れようとす
る交通と、バイパス本線からランプを使っ
て岡山市街地に向かう交通が、当交差点
に集中して交通混雑が発生している

◆整備効果

至 岡山市街

(主)岡山玉野線

(西方面) 至大飯
計画ランプ

現 況 ｣ で
野④

　　 　　　　

　　　

　　
　　　

▼----‐---▲‐-‐-‐--+---‐-‐‐-‐----,-‐----‐----‐----･-‐-‐--▲~.-------‐----･･･--------

　 　　

トラックターミナル付近に西向きラン 一一一…一一一一【一一･一- - …‐一一‐-‐- - 一一一一 - - ･一一･( 岡山玉野嬢プを設置し･ 当交差点への流入交通を減 整備後 鷺 t 群＼ ~　　　　　　　　　　　　　　 　　 　
理し、交通混雑の緩和をはかる

鑓遺 壽業 -“- -、、、- - /′- -

最大渋滞長 約 3 4 0 m →解消 鎚述 ← ‐ゲチ

は)剛玉野蟻
右折1車線→2車線 西向きランプの設置

L 一般国道32号 高知東道路明見地区交差点改良 l
=国
図

國

ー
黒

土佐電鉄

0 本事業の概要

･箇 所 名 :高知県高知市大津~ 南国市明見
･延 長 ;約 7 0 0 m
･全体事業費 :約 3 億円
･完 成 予 定 :平成 1 4 年度

0 渋滞の原因

四国横断自動車道両国 l C より高知市 ･南国市
への経由ルートとなっている国道 3 2 号高知東道
路と高知市南国市を結ぶ国道 1 9 5 号、 県道大津
バイパスが交差している交通量の多い地区である
が 4 車線から 2 車線に車線が減少している区間が
存在していることや、 右折レーンが無い交差点が
存在し、 直進車の通行を阻害しているため、 車線
減少区間や交差点で交通混雑が発生している。

0 本事業の整備効果

2 車線区間については4 車線に拡幅し、 交差点
部については右折レーンを設置することにより交
通混雑の緩和を図る。

最大渋滞長 約 4 0 0 m →解 消
最大通過時間 約 5 分→約 1分

↓ 対策後

門

名
　　

錨へ

r

道行セ 2001 7 49

l l改良区間



l 一般国道201号 飯塚市役所前交差点改良 ｣

0 本事業の概要
･箇 所 名 *富岡県飯塚市新立岩
･ 延 長 "約 0 . 1 5 k m

･全体事業費 " 約 8 0 百万円

･完成予定 :平成 1 4 年度

0 渋滞の原因
一般国道201号行橋方面から北九州方面へ

向かう右折交通が多く、 右折レーンが無い

ため、 右折交通により直進車両の流れが悪

くなり渋滞が発生している。
さらに、 付近のパス停車帯が設置されて

いないため直進車両の流れが悪くなってい

る。

0 本事業の整備効果
当交差点に右折レーンおよびバス停車帯

を設置することで交通混雑の緩和を図る。
また、 バリアフリー歩道の整備もあわせ

て実施する予定。 (飯塚地区高齢歩行者等支

援計画調査委員会で検討)

新
飯
塚
川
島
銀

(市
)
新
飯
塚

最大渋滞長 1 4 0 0 m → 緩和

' 頗疑市役所前 新飯塚

　　　　　 　
･ “
　 　

停留所 繰

　 　
　

岡 ( 一般国造201号

至北九州

　 　
至柏の森

線

50 道キテセ 2001,7



去
る
五
月
一
〇
日

(木
)、
東
京
都
板
橋
区
本
町
の
大

和
町
交
差
点
に
お
い
て

｢大
気
浄
化
実
験
施
設
完
成
記
念

式
典
｣
が
国
土
交
通
省
･
東
京
都
･
首
都
高
速
道
路
公
団

の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
和
町
交
差
点
は
、
一
般
国
道
一
七
号
、
主
要
地
方
道

環
状
七
号
線
及
び
首
都
高
速
五
号
池
袋
線
が
立
体
交
差
し

た
三
層
構
造
の
交
差
点
で
、
一
日
約
二
二
万
台
の
交
通
量

が
あ
り
、
平
成
=
年
度
の
大
気
汚
染
状
況
調
査
に
よ
れ

ば
、
二
酸
化
窒
素
濃
度
及
び
浮
遊
粒
子
状
物
質
濃
度
が
全

国
一
位
と
二
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
な
ど
、
特
に
沿
道
環
境

が
厳
し
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者

(国
土
交
通
省
･
東
京
都
･

首
都
高
速
道
路
公
団
)
が
共
同
で
、
大
型
の
大
気
浄
化
実

験
施
設
を
整
備
し
、
窒
素
酸
化
物

(喩
)
や
浮
遊
粒
子
状

物
質

(S
P
M
)
の
除
去
能
力

(沿
道
の
大
気
濃
度
に
与

大
和
町
交
差
点
に
お
け
る

大
気
浄
化
実
験
施
設
が
完
成

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
道
路
環
境
調
査
室

　　　　　
　　　

　　　　

至
高
円
寺

位置図

道行セ 2001.7 5 /

至都心



え
る
影
響
)、
長
期
の
耐
久
性
、
維
持
管
理
を
含
め
た
コ

ス
ト
等
の
検
証
の
た
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
を
行
う
こ
と

と
し
、
実
験
施
設
の
建
設
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
完
成
し
た
大
気
浄
化
実
験
施
設
は
、
我
が
国
で
こ

れ
ま
で
設
置
さ
れ
た
同
様
の
施
設
の
中
で
は
最
大
規
模
の

土
壌
を
用
い
た
実
験
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、年
間
を
と
お
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
を
行
い
、

実
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
学
識
経
験
者
、
国
土
交
通
省
、

東
京
都
、
板
橋
区
、
首
都
高
速
道
路
公
団
で
構
成
す
る
大

気
浄
化
技
術
評
価
委
員
会

(委
員
長
…
井
手
靖
雄

久
留

米
工
業
大
学
教
授
)
に
お
い
て
検
証
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

大
気
浄
化
実
験
施
設
の
完
成
記
念
式
典

○

日

時

平
成
13
年
5
月
m
日

(木
)

午
前
斡
時
30
分
~
11
時
40
分

@

場

所

都
道
環
状
七
号
線

中
山
道
陸
橋
高
架
下

東
京
都
板
橋
区
本
町
三
五
番
地
先

◎

主
催
者

東
京
都

(道
路
管
理
者
)

国
土
交
通
省

(道
路
管
理
者
)

首
都
高
速
道
路
公
団

(道
路
管
理
者
)

二

今
回
運
転
を
開
始
す
る
実
験
施
設
の
概
要

○

実
験
の
実
施
主
体

東
京
都
建
設
局

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
東
京
国
道
工
事
事
務
所

首
都
高
速
道
路
公
団
計
画
部
･保
全
施
設
部

②

設
置
位
置

板
橋
区
大
和
町
地
内
か
ら
同
区
本
町
地
内

国
道
一
七
号

(中
山
道
)
を
挟
む
都
道
環
状
七
号
線
中

山
道
陸
橋
高
架
下

③

浄
化
方
式

汚
染
さ
れ
た
大
気
を
吸
気
口
か
ら
吸
い
込
み
、
微
量

の
オ
ゾ
ン
を
加
え
た
の
ち
土
壌
層
に
通
し
、
窒
素
酸
化

物
、
二
酸
化
窒
素
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
な
ど
の
大
気
汚
染

物
質
を
土
壌
粒
子
に
物
理
吸
着
さ
せ
る
。
そ
れ
ら
の
物

質
を
土
壌
に
生
息
す
る
様
々
な
微
生
物
が
分
解
、
浄
化

し
、
き
れ
い
に
な
っ
た
大
気
を
地
上
に
放
出
す
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
今
回
、
大
和
町
交
差
点
に
設
置
さ
れ
る

実
験
施
設
は
、
土
壌
層
が
上
下
二
層
式
に
な
っ
て
い
る
。

④

施
設
概
要

吸
気
ボ
ッ
ク
ス

ニ
箇
所

吸
込
送
風
機
、
オ
ゾ
ン
添
加
施
設

各
二
台

土
壌
受
架
台
及
び
土
壌
層

二
箇
所

(土
壌
層
総
面
積

七
〇
三
讃
)

踰
及
び
s
P
M
計
測
シ
ス
テ
ム

集
中
監
視
室

一
箇
所

一
式

⑩

性

能

処
理
風
量
…

-
0
万
孟
/
h
以
上

汚
染
物
質
除
去
率
…

二
酸
化
窒
素

(態

九
0
%
以
上

窒
素
酸
化
物

(態

七
o
%
以
上

浮
遊
粒
子
状
物
質

(S
P
M
)

去
率
と
同
程
度

⑩

シ
ス
テ
ム
概
要
図

二
酸
化
窒
素
の
除
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大
型
鴬
物
自
動
藁
へ
の
速
度
抑
制
装
置
の

義
務
付
け
に
つ
い
て

自
動
車
交
通
局
技
術
安
全
部
技
術
企
画
課

一

大
型
貨
物
自
動
車
へ
の
速
度
抑
制
装
置
の

義
務
付
け
の
背
景

1

大
型
貨
物
自
動
車
の
高
速
道
路
に
お
け
る
事
故
状
況

高
速
道
路
に
お
け
る
死
亡
事
故
の
約
二
三
%
は
大
型
貨

物
自
動
車

(車
両
総
重
量
八
ト
ン
以
上
又
は
最
大
積
載
量

五
ト
ン
以
上
の
貨
物
自
動
車
)
が
原
因
と
な
っ
て
発
生
し

て
お
り
、
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
約
五
一
%
が
大
型
貨
物

自
動
車
に
よ
る
追
突
事
故
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
約
八

五
%
は
、
制
限
速
度

(八
0
m
/
h
)
を
超
え
た
速
度
で

の
走
行
時
に
発
生
し
て
い
ま
す

(
一
九
九
人
年
㈱
交
通
事

故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ
)。

高速道路での大型貨物自動車

による死亡事故の内訳

柵

亡
碎

　

　

ス

0

霊での死亡事故

　

　

訝

高

　鰍
%

禰

鳰
=

車

る

　
　

　　　
　　　

　

　

　

　

2

大
型
貨
物
自
動
車
事
故
防
止
対
策
検
討
会
に
お
け
る

セ行

検
討

描

こ
の
厳
し
い
事
故
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
大
型

“

貨
物
自
動
車
の
高
速
走
行
に
対
応
し
た
事
故
防
止
対
策
を

突
%

　
　



速度が設定速度を超えると、 アクチ

ュエータがケーブルを介して燃料噴
射ポンプレバーをアイドリング側に
引き戻すため、 燃料の供給が制限さ　　孃

を
料

れ

燃

さ
ぬ
瀰

た

が
す
度

戻
速

聽
れ

電子コント□‐親こり

度速

度
源
定

速
電
設

イドリンゲ
走行速度>設定速度

る
に
軌

的
戻

捌
き

強
引

速度抑制装置概念図

講
じ
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
一
一
年
六
月

の
運
輸
技
術
審
議
会
答
申

｢安
全
と
環
境
に
配
慮
し
た
今

後
の
自
動
車
交
通
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
｣
の
中
で
も
、

大
型
車
等
を
対
象
と
し
た
速
度
制
限
装
置

(ア
ク
セ
ル
操

作
に
よ
り
加
速
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
速
度

を
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
速
度
以
下
に
抑
制
す
る
装

置
)
の
義
務
付
け
の
検
討
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。国

土
交
通
省

(当
時
運
輸
省
)
で
は
こ
れ
ら
の
状
況
を

踏
ま
え
、
関
係
の
有
識
者
か
ら
な
る
大
型
貨
物
自
動
車
事

故
防
止
対
策
検
討
会

(座
長
…
杉
山
武
彦

一
橋
大
学
教

授
)
を
設
置
し
、
大
型
自
動
車
へ
の
速
度
抑
制
装
置
の
装

着
義
務
付
け
等
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
検
討
の
結
果
、
速
度
抑
制
装
置
を
大
型
貨
物
自
動

車
に
装
着
を
義
務
付
け
た
場
合
に
は
、

･
高
速
道
路
で
の
大
型
貨
物
自
動
車
に
よ
る
死
亡
事
故

が
二
0
~
四
○
%
低
減
さ
れ
る
。

･
燃
費
向
上
に
よ
り
、
燃
費
消
費
量
が
年
間
約
三
0
･

四
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

(鮠
換
算
で
約
八
0
万
ト
ン
･

約
二
二
八
億
円
)
削
減
さ
れ
る
。

と
い
う
効
果
が
期
待
さ
れ
、
義
務
付
け
を
行
う
こ
と
が
妥

当
で
あ
る
と
の
結
論
が
平
成
三
一年
六
月
に
得
ら
れ
ま
し

た
。

3

大
型
貨
物
自
動
車
に
対
す
る
速
度
抑
制
装
置
の
義
務

付
け
に
つ
い
て

こ
の
結
論
を
踏
ま
え
国
土
交
通
省
で
は
、
使
用
過
程
車

を
含
む
大
型
貨
物
自
動
車

(車
両
総
重
量
八
ト
ン
以
上
又

は
最
大
積
載
量
五
ト
ン
以
上
の
貨
物
自
動
車
)
に
対
し
て
、

速
度
抑
制
装
置
の
装
備
を
義
務
付
け
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
の
装
置
の
主
な
要
件
は
、

･
速
度
抑
制
装
置
は
、
自
動
車
の
速
度
が
九
〇
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
毎
時
に
至
っ
た
時
に
、
運
転
者
の
ア
ク
セ
ル

操
作
に
よ
り
加
速
で
き
な
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ

1と
0

･
速
度
抑
制
装
置
は
、
作
動
し
た
場
合
に
自
動
車
の
速

度
が
大
き
く
変
化
し
な
い
な
ど
、
自
動
車
の
速
度
を

安
全
に
制
御
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

で
す
。

ま
た
、
使
用
過
程
車
に
対
し
て
は
、
取
り
付
け
作
業
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
登
録
日
に
応
じ
て
最
大
二
年
間
の

所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
E
U

(欧
州
連
合
)
に
お
い
て
は
、
大
型
貨
物

自
動
車
の
安
全
対
策
と
し
て
、
平
成
六
年
か
ら
速
度
抑
制

装
置
の
義
務
付
け
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
安
全
上
及
び

環
境
上
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
我
が
国
に

お
け
る
速
度
抑
制
装
置
の
要
件
に
つ
い
て
も
、
こ
の
E
U

の
基
準
と
調
和
の
と
れ
た
も
の
と
し
ま
す
。

二

大
型
貨
物
自
動
車
へ
の
速
度
抑
制
装
置
の

義
務
付
け
に
関
す
る
Q
&
A

大
型
貨
物
自
動
車
へ
の
速
度
抑
制
装
置
の
装
備
義
務
付
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け
を
実
施
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
は

｢大
型
貨
物
自
動

車
の
速
度
抑
制
装
置
の
装
備
義
務
付
け
等
に
つ
い
て
意
見

募
集

~
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
言
部
改
正
に
係

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
~
｣
と
し
て
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
平
成
一
二
年
三

月
三
〇
日
か
ら
三
一

月
三
〇
日
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
結
果
、
国
民
の
皆
様
方
か
ら
大
型
貨
物
自
動
車
へ

の
速
度
抑
制
装
置
の
装
備
義
務
付
け
に
つ
い
て
、
賛
成
七

通
、
反
対
二
通
、
質
問
等
そ
の
他
の
ご
意
見
二
〇
通
の
計

二
九
通
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
、
い
た
だ

い
た
主
な
ご
意
見
と
こ
れ
に
対
す
る
国
土
交
通
省
の
考
え

方
を
も
と
に
、
大
型
貨
物
自
動
車
へ
の
速
度
抑
制
装
置
の

義
務
付
け
の
背
景
等
に
つ
い
て
Q
&
A
形
式
で
、
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

霊
園
大
型
貨
物
自
動
車

(車
両
総
重
量
八
ト
ン
以
上
又

は
最
大
積
載
量
五
ト
ン
以
上
)
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
貨

物
自
動
車
や
乗
用
車

(特
に
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
)
等
も
対
象

と
す
べ
き
。
(六
件
)

へ国
土
交
通
省
の
考
え
方
〉

高
速
道
路
で
の
事
故
デ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
、
大
型
貨

物
自
動
車
と
比
較
し
て
普
通
貨
物
自
動
車
や
乗
用
車

は
、
高
速
道
路
を
法
定
制
限
速
度
を
超
え
て
走
行
し
て

い
る
と
き
の
重
大
事
故
の
発
生
率
が
大
き
く
低
い
た

め
、
現
在
の
と
こ
ろ
速
度
抑
制
装
置
の
装
備
を
義
務
付

け
る
必
要
は
な
い
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
高
速

道
路
に
お
け
る
事
故
の
動
向
を
把
握
し
、
適
宜
必
要
な

･
八
○
~
九
○
蹴
/
h
の
高
速
道
路
走
行
が
続
く
と
、
眠

対
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

く
な
り
や
す
い
の
で
居
眠
り
運
転
が
増
え
る
の
で
は
な

圓
圓
大
型
貨
物
自
動
車
の
制
限
速
度
が
高
速
道
路
で
八

○
蹴
/
h
で
あ
る
の
で
、
速
度
抑
制
装
置
の
上
限
速
度
も

八
0
m
/
h
と
す
べ
き
。
(九
件
)

(国
土
交
通
省
の
考
え
方
〉

緊
急
的
な
危
険
回
避
に
必
要
な
余
裕
速
度
性
能
も
考

慮
し
て
産
学
官
の
関
係
者
よ
り
な
る
検
討
会
で
総
合
的

に
検
討
し
た
結
果
、
制
限
速
度
八
0
m
/
h
に
余
裕
速

度
と
し
て
一
〇
皿
/
h
を
加
え
た
九
0
m
/
h
が
、
速

度
抑
制
装
置
の
上
限
速
度
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
の
結

論
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

圓
團
以
下
の
理
由
か
ら
速
度
抑
止
装
置
の
上
限
速
度
を

九
○
騒
/
h
よ
り
大
き
く
す
べ
き
。
(五
件
)

･
大
型
貨
物
自
動
車
以
外
の
自
動
車
の
高
速
道
路
に
お
け

る
最
高
速
度
が
一
〇
〇
鬮
/
h
で
あ
る
の
で
、
追
突
事

故
の
発
生
や
交
通
流
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

･
九
○
鬮
/
h
以
上
出
せ
な
い
構
造
は
危
険
回
避
も
し
づ

ら
く
、
か
え
っ
て
危
な
い
。
緊
急
時
に
は
、
ア
ク
セ
ル

で
逃
げ
る
必
要
が
あ
る
場
合
も
あ
る
。

･
上
り
坂
を
登
る
と
き
に
は
、
あ
る
程
度
速
度
を
出
し
て

お
か
な
い
と
途
中
で
五
0
~
六
○
如
/
h
位
ま
で
速
度

が
落
ち
て
し
ま
い
追
突
事
故
等
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

く
な
り
や
す
い
の
で
居
眠
り
運
転
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か
。

運
転
者
に
と
っ
て
安
全
･
快
適
速
度
は
一
〇
〇
皿
/
h

と
聞
い
て
い
る
の
で
、
九
0
m
/
h
に
制
限
す
る
と
走

行
し
づ
ら
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

へ国
土
交
通
省
の
考
え
方
〉

緊
急
的
な
危
険
回
避
に
必
要
な
余
裕
速
度
性
能
や
交

通
流
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
産
学
官
の
関
係
者
よ
り
な

る
検
討
会
で
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
制
限
速
度
八

〇
皿
/
h
に
余
裕
速
度
と
し
て
一
○
如
/
h
を
加
え
た

九
○
臘
/
h
が
、
速
度
抑
制
装
置
の
上
限
速
度
と
し
て

適
当
で
あ
る
と
の
結
論
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

運
転
速
度
が
低
い
方
が
、
精
神
的
な
緊
張
や
眼
の
疲

労
が
起
こ
り
に
く
く
、
運
転
に
よ
る
疲
れ
が
生
じ
に
く

い
た
め
、
法
定
制
限
速
度
を
遵
守
し
た
走
行
が
居
眠
り

運
転
を
助
長
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
居
眠
り

運
転
は
運
転
者
の
疲
労
や
健
康
状
態
と
の
関
連
が
深
い

た
め
、
そ
の
防
止
に
は
適
切
な
連
行
の
管
理
を
実
施
す

る
事
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
速
度
抑
制
装
置
は
走
行
速
度
が
九
〇
蝿
/
h

を
下
回
っ
て
い
る
と
き
に
は
作
動
せ
ず
、
制
限
速
度
の

範
囲
内
の
走
行
に
お
い
て
は
、
従
来
と
同
様
の
走
行
性

能
が
維
持
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
重
量
物
を
運
搬
す
る
車
両
な
ど
の
場
合
、
速

度
抑
制
装
置
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
走
行
性
能
に
よ

勺ん 濱行セ 2001.7



っ
て
は
上
り
坂
に
お
い
て
走
行
速
度
が
低
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
勢
い
を
つ
け
る
た

め
に
、
上
り
坂
を
登
る
前
に
制
限
速
度
を
超
え
て
走
行

し
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

霊
園
大
型
貨
物
自
動
車
の
高
速
道
路
で
の
法
定
制
限
速

度
が
変
更
さ
れ
る
場
合
に
は
、
速
度
抑
制
装
置
の
上
限
速

度
も
見
直
す
べ
き
。
(
一
件
)

へ国
土
交
通
省
の
考
え
方
〉

大
型
貨
物
自
動
車
の
制
限
速
度
が
見
直
さ
れ
る
場
合

に
は
、
速
度
抑
制
装
置
の
上
限
速
度
に
関
し
て
再
度
検

討
を
行
う
予
定
で
す
。

圓
鬮
速
度
抑
制
装
置
の
作
動
時
に
作
動
シ
ョ
ッ
ク
で
車

両
制
御
が
不
能
と
な
っ
た
り
、
大
型
貨
物
自
動
車
が
追
突

さ
れ
る
な
ど
の
危
険
性
が
増
加
し
な
い
よ
う
に
す
べ
き
。

(二
件
)

へ国
土
交
通
省
の
考
え
方
〉

速
度
抑
制
装
置
に
関
し
て
は
、
作
動
し
た
と
き
に
急

減
速
な
ど
を
起
こ
さ
ず
、
適
切
に
車
両
が
制
御
で
き
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
技
術
要
件
と
し
て
定
め
る
こ
と
と

し
ま
す
。

圈
國
大
型
貨
物
自
動
車
の
事
故
防
止
対
策
を
緊
急
に
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
実
施
時
期
を
早
め
る
べ

き
。実
施
が
遅
れ
る
と
そ
れ
だ
け
被
害
者
の
数
が
増
え
る
。

(六
件
)

(国
土
交
通
省
の
考
え
方
)

速
度
抑
制
装
置
の
開
発
、
部
品
準
備
期
間
等
を
考
慮

す
る
と
平
成
一
五
年
九
月
よ
り
実
施
時
期
を
早
め
る
こ

と
は
困
難
で
す
。

霊
園
使
用
過
程
車

(既
に
使
用
さ
れ
て
い
る
車
両
)
へ

の
経
過
措
置
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。
装
備
義
務
付
け
を
行

う
場
合
に
は
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
等
の
ユ
ー
ザ
ー

の
負
担
、
海
外
の
事
例
等
を
考
慮
し
て
行
う
べ
き
。
(三

件
)へ国

土
交
通
省
の
考
え
方
〉

速
度
抑
制
装
置
の
開
発
･
設
計
に
は
、
個
々
の
エ
ン

ジ
ン
の
機
種
に
応
じ
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
使

用
過
程
の
大
型
貨
物
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
の
機
種
数
は

非
常
に
多
い
こ
と
、
ま
た
、
速
度
抑
制
装
置
に
は
、

様
々
な
使
用
過
程
車
の
使
用
状
況
に
対
応
し
た
高
い
信

頼
性
が
求
め
ら
れ
る
等
の
理
由
に
よ
り
、
速
度
抑
制
装

置
の
使
用
過
程
車
へ
の
取
り
付
け
に
は
、
高
度
か
つ
複

雑
な
技
術
的
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
速

度
抑
制
装
置
の
義
務
付
け
に
つ
い
て
は
、
使
用
過
程
車

に
対
す
る
速
度
抑
制
装
置
の
信
頼
性
、事
故
防
止
効
果
、

コ
ス
ト
、
海
外
の
事
例
等
を
勘
案
し
て
、
一
定
の
範
囲

の
使
用
過
程
車
に
適
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
使
用
過
程
車
に
つ
い
て
は
、
平
成
六

年
排
ガ
ス
規
制
適
合
車
以
降
の
車
両

(自
動
車
排
出
ガ

ス
規
制
識
別
記
号

(自
動
車
検
査
証
の
型
式
の
欄
の

｢
こ

の
前
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
)
が

｢K
C
｣、
｢K

K
｣、
｢K
L
｣
の
も
の
)
に
速
度
抑
制
装
置
の
装
備
を

義
務
付
け
る
こ
と
と
し
ま
す
。

道チテセ 2001.

圓
鬮
使
用
過
程
車
に
義
務
付
け
の
猶
予
を
与
え
る
と
･

荷
物
の
到
着
時
刻
に
差
が
生
じ
る
な
ど
、
新
型
車
と
使
用

過
程
車
と
の
利
益
の
差
が
生
じ
、
経
営
的
に
も
大
き
な
損

害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
一
斉
に
実
施
す
べ
き
。

(
一件
)

実
質
的
な
施
行
が
一
七
年
九
月
に
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
使
用
過
程
車
へ
の
猶
予
が
二
年
間
と
い
う
の
は
長
す

ぎ
る
。
(
一
件
)

使
用
過
程
車
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
取
り
付
け
期
間

内
に
対
象
車
両
･
取
り
付
け
作
業
が
平
準
化
す
る
よ
う
配

慮
す
べ
き
。
(二
件
)

へ国
土
交
通
省
の
考
え
方
〉

で
き
る
限
り
使
用
過
程
車
に
も
新
型
車
と
同
じ
時
期
に

装
備
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
使
用
過
程
車
へ
の

速
度
抑
制
装
置
の
取
り
付
け
作
業
が
一
時
期
に
集
中
す
る

と
対
応
で
き
な
い
た
め
、
個
々
の
車
両
の
自
動
車
検
査
証

の
有
効
期
限
を
、
そ
の
車
両
の
速
度
抑
制
装
置
の
取
り
付

け
期
限
と
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
作
業
を
平
成
一
五
年

九
月
5
平
成
一
七
年
八
月
の
二
年
間
に
平
準
化
し
、
円
滑

に
導
入
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。



圓
速
度
抑
制
装
置
の
解
除
等
の
不
正
改
造
が
行
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
速
度
抑
制
装
置
の
装
備
義
務
付

け
と
併
せ
て
、
警
察
の
取
り
締
ま
り
や
罰
則
の
強
化
を
実

施
す
べ
き
。
(二
件
)

ま
た
、
不
正
改
造
を
実
施
し
た
者
に
も
責
任
を
負
わ
せ

る
べ
き
。
(
一
件
)

速
度
抑
制
装
置
を
取
り
外
し
た
と
き
の
罰
則
は
あ
る
の

か
。
(
一
件
)

(国
土
交
通
省
の
考
え
方
〉

速
度
抑
制
装
置
に
関
し
て
は
、
欧
州
の
例
を
参
考
に

し
、
不
正
改
造
の
防
止
を
目
的
と
し
た
構
造
上
の
要
件

を
定
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、
不
正
改
造
防
止
や

運
送
事
業
者
間
の
競
争
条
件
の
平
等
化
を
図
る
た
め
、

速
度
取
り
締
ま
り
や
運
送
事
業
者
、
整
備
事
業
者
へ
の

立
入
検
査
を
強
化
す
る
よ
う
関
係
官
署
に
要
請
し
ま

す
。一

方
、
速
度
抑
制
装
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
車

両
に
お
い
て
、
速
度
抑
制
装
置
を
取
り
外
し
て
道
路
を

走
行
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
道
路
交

通
法
第
六
二
条
及
び
第
一
一
九
条
に
基
づ
き
、
三
月
以

下
の
懲
役
又
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
が
課
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
道
路
運
送
車
両
法
第
五
四
条
に
基
づ
き
速
度
抑

制
装
置
の
装
備
命
令
が
な
さ
れ
ま
す
。
こ
の
命
令
に
従

わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
同
条
に
基
づ
き
、
当
該
車
両

の
使
用
停
止
の
処
分
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
従
わ
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
道
路
運
送
車
両
法
第
一
〇
八
条
に
基
づ

き
、
六
か
月
以
下
の
懲
役
又
は
二
〇
万
円
以
下
の
罰
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

三

終
わ
り
に

国
土
交
通
省
で
は
、
今
後
と
も
自
動
車
の
安
全
対
策
を

逐
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご

協
力
を
承
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
年
四
月
の
創
刊
以
来
、
皆
様
の
ご
支
援
を
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

本
誌
で
は
、
誌
面
の
な
お
一
層
の
充
実
の
た
め
、
読
者
の
皆
様
方
か

ら
の
原
稿
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

,

道
路
に
関
す
る
現
場
か
ら
の
生
の
話
題
、
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
、
海
外

へ
の
出
張
報
告
あ
る
い
は
道
に
ま
つ
わ
る
エ
ッ
セ
イ
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の

御
立
場
か
ら
自
由
に
テ
ー
マ
を
選
び
、
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
五
;

一
〇
枚
程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

ヒ

≧

･

力
ご
応
募
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　　　
　

　

　
　　　
　
　　
　

せ
て
ご
連
絡
く

　

　
　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
お
、
投
稿
原
稿
の
採
否
、
掲
載
号
、
送
り
仮
名
等
文
章
表
現
に
つ

当
#
義
父
マ
ーリ
一つ

--:
-
11
“‐
-l'
-
‐｣#
‐÷
“
‐÷‐:
･1
〕
3誇り≦;○
語.一望、="hu
--
、ノ
ニに、“-ここ、
‘ノ
ー二

き
ま
し
て
は
、
事
務
局
に
御
一
任
下
さ
じ
‘
揺
動
陦
稿
に
七
さ
ま
L
て

は
、
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
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島
穣
⑭
邇
騰
整
備
ヲ
回
グ
ラ
ム

5

『｢住
み
た
い
｣
｢会
い
た
い
｣
｢行
き
た
い
｣

み
ん
な
の
夢
を
か
な
え
る
新
o
し
ま
ね
の
道
づ
く
り
』
;

島
根
県
土
木
部
道
路
建
設
課

一

は
じ
め
に

縁
結
び
の
神
と
し
て
名
高
い
大
国
主
大
神
を
祷
る
出
雲

大
社
、
三
五
八
本
の
銅
剣
が
発
見
さ
れ
た
荒
神
谷
遺
跡
、

大
量
三
九
個
の
銅
鐸
が
発
見
さ
れ
た
加
茂
岩
倉
遺
跡
な
ど

古
代
文
化
の
香
り
漂
う
出
雲
地
方
。

島
根
県
で
は
、
こ
れ
ら
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
豊
か
な

自
然
･
歴
史
･
文
化
を
活
か
し
つ
つ
、
二
一
世
紀
の
島
根

県
の
発
展
を
支
え
る
道
路
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま

す
。本

稿
で
は
、
島
根
県
の
将
来
像
で
あ
る

｢豊
か
で
躍
動

す
る
島
根
｣
を
目
指
し
て
、
『｢住
み
た
い
｣
｢会
い
た
い
｣

｢行
き
た
い
｣
み
ん
な
の
夢
を
か
な
え
る
新
･
し
ま
ね
の
道

づ
く
り
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
策
定
し
た
、
島

根
の
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

二

島
根
県
の
概
要

本
県
は
中
国
地
方
の
日
本
海
側
に
位
置
し
、
東
は
鳥
取

県
、
西
は
山
口
県
、
南
は
中
国
山
地
を
は
さ
ん
で
広
島
県

と
接
し
て
お
り
、
ま
た
、
島
根
半
島
の
北
方
四
○
…
八
〇

蛔
沖
の
海
上
に
は
、
島
前
、
島
後
な
ど
か
ら
な
る
隠
岐
諸

島
が
あ
り
ま
す
。

県
土
は
東
西
に
約
二
〇
〇
如
と
細
長
く
、
総
面
積
は
約

六
、
七
○
○
蝸
で
全
国
第
一
八
位
の
広
さ
を
有
し
、
人
口

は
約
七
六
万
人
で
あ
り
、
老
齢
人
口
割
合
は
二
四
･
三
%

で
全
国
第
一
位
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
高
齢
化
が
進
行
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
圏
の
中
心
都
市
は
全
て
日
本
海
岸
沿
い
に

点
在
し
て
お
り
、
中
国
山
地
沿
い
で
は
過
疎
化
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三

島
根
県
の
道
路
の
現
状

平
成
三
一年
四
月
一
日
現
在
の
県
内
の
道
路
の
総
延
長

は
約
一
七
、
五
〇
〇
如
で
、
こ
の
う
ち
県
が
管
理
す
る
道

路
延
長
は
、
一
般
国
道

(指
定
区
間
外
)
約
五
人
○
師
、 写真 1 整備プログラム
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主
要
地
方
道
約
一
、
一
四
〇
如
、
一
般
県
道
約
一
、
三
六

〇
如
で
す
。

国
県
道
あ
わ
せ
た
改
良
率
は
五
四
･
七
%

(全
国
で
第

四
二
位
)
で
あ
り
、
他
県
に
比
べ
道
路
の
整
備
は
か
な
り

の
遅
れ
を
と
っ
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
に
つ
い
て
も
、
こ
の
三
月
に
山
陰
道
の
安
来

5
宍
道
間
が
全
通
し
、
よ
う
や
く
県
庁
所
在
地
で
あ
る
松

江
市
が
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
っ
た
ば
か
り

で
、
県
内
全
域
を
見
る
と
、
ま
だ
一
七
六
麺

(全
体
の
約

六
割
)
が
未
整
備
で
残
っ
て
い
る
状
況
で
す

(図
1
)。

ま
た
、
東
西
に
長
い
地
形
で
あ
る
上
に
、
主
要
な
都
市

が
日
本
海
岸
沿
い
に
位
置
し
、
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
路
線
は

国
道
九
号
の
み
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
道
九
号
の
交
通
量
が
圧
倒
的
に
多
く
、
主
要
渋
滞
ポ
イ

ン
ト
の
ほ
と
ん
ど
が
国
道
九
号
に
集
中
し
て
い
ま
す

(図

2
)
0四

し
ま
ね
の
道
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

島
根
県
で
は
、
平
成
一
○
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

｢し
ま
ね
の
新
た
な
道
路
計
画
｣
の
策
定
に
あ
た
り
、
今

後
、
県
が
目
指
す
道
路
整
備
の
方
向
性
を
六
つ
の
柱
と
し

て
示
し
た

｢し
ま
ね
の
道
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
｣
を
策
定
し

ま
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

･
イ

ン
ポ
ル
ブ
メ
ン
ト
方
式
に
よ
り
、
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

道
づ
く
り
に
寄
せ
ら
れ
た
声

(ボ
イ
ス
･
レ
ポ
ー
ト
)
を

港轉　 　　　　

　　　　
山 陰 自 動 車 道 ｢県内L=約19okm (全区間L= 38Okm 鳥取県鳥取市~山口県美祢市)

安来道路 擾
軸頚幽減践逆鱗 江津道路 ロ麟泓饑毅轄 出雲□艶潮路(仮称) 藍二溝B m 松江道路

願

事業準備中区間
(基本計画等)開通区間 騙 璧 (施露命蓑薄澤墨。)鱗 醸

図 1 島根県の高速道路

60 道行セ 2001.7
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参
考
と
し
、
ま
た
｢21
世
紀
し
ま
ね
の
道
づ
く
り
懇
談
会
｣

に
よ
る
有
識
者
の
議
論
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
、
ビ
ジ
ョ
ン

6

(案
)
を
策
定
し
た
段
階
で
再
度
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

7

の
意
見
を
募
集
す
る
な
ど
、
多
く
の
方
か
ら
の
意
見
を
幅

200

写真2 山陰道

広
く
取
り
入
れ
る
形
で
道
路
整
備
の
六
つ
の
方
向
性
を
と

律

り
ま
と
め
ま
し
た
。

道

ー

｢環
日
本
海
時
代
｣
を
支
え
る
高
速
道
路
を
中
心
と

し
た
道
づ
く
り

東
西
間
、
隣
接
県
、
山
陽
･
四
国
と
の
時
間
距
離
の
短

縮
や
、
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
の
交
通
拠
点
へ

の
ア
ク
セ
ス
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
環
日
本
海
時
代

に
お
け
る
多
彩
な
文
化
･
学
術
･
経
済
等
の
広
域
的
な
連

携
･
交
流
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本

海
国
土
軸
の
形
成
基
盤
と
し
て
の
高
速
道
路
整
備
は
、
防

災
面
で
の
安
全
性
の
向
上
、
多
軸
型
国
土
構
造
へ
の
転
換

と
い
う
視
点
か
ら
も
重
要
で
す

(写
真
2
)。

①

高
速
道
路
の
整
備

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

へ

ま
で
＼ゞ
トゞ
ホ
メミ
蝕
べ薹
▲ミ

;
＼
要
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三
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に
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②

高
速
道
路
I
C
や
空
港
、
港
湾
等
の
広
域
交
通
拠

点
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

③

高
速
道
路
を
補
完
し
、
県
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
す
る
道
路
の
整
備

2

菌
三か
で
住
み
よ
い
中
山
間
地
域
｣
を
つ
く
る
道
づ

ど
ん
甥
!

中
山
間
地
域
か
ら
都
市
部

(生
活
圏
中
心
都
市
)
へ
の

ア
ク
セ
ス
強
化
や
、
隣
接
町
村
間
･
中
山
間
地
域
の
東
西

方
向
の
円
滑
な
移
動
、
ま
ち
づ
く
り
･
む
ら
づ
く
り
を
支

援
す
る
道
路
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
機

能
分
担
と
有
機
的
連
携
を
進
め
、
豊
か
で
住
み
よ
い
中
山

間
地
域
を
形
成
し
、定
住
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
冬
期
交
通
の
確
保
は
中
山
間
地
域
の
大
き
な
課
題

の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す

(写
真
3
)。

(主) 湖陵掛合線 ･才谷トンネル

写真 4 (都) 袖師大手前線 ･宍道湖大橋

①

生
活
圏
中
心
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

②

中
山
間
地
域
を
東
西
に
連
絡
す
る
道
路
の
整
備

③

隣
接
町
村
の
交
流
を
促
進
す
る
道
路
の
整
備

④

地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
道
路
の
整
備

⑤

冬
期
交
通
の
確
保

3

円
滑
な
交
通
を
確
保
し
、
｢活
力
あ
る
都
市
｣
を
つ

く
る
道
づ
く
り

都
市
圏
内
の
円
滑
な
交
通
の
確
保
や
、
都
市
活
性
化
の

為
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
に
よ
り
、
都
市
機
能
が
充
実

し
た
活
力
あ
る
都
市
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
都
市
防
災
の
機
能
を
も
ち
、
快
適
で
、
う
る
お
い
の

あ
る
生
活
空
間
や
都
市
環
境
の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す

(写
真
4
)。

①

都
市
圏
を
形
成
す
る
道
路
の
整
備

②

地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
道
路
の
整
備

③

渋
滞
緩
和

④

市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
街
路
整
備

⑤

快
適
な
都
市
環
境
の
形
成

4

｢人
｣
に
や
さ
し
い
安
全
な
道
づ
く
り

高
齢
者
･
障
害
者
を
含
む
全
て
の
人
が
安
全
で
安
心
し

て
移
動
で
き
、
健
康
づ
く
り
に
も
役
立
つ
｢人
に
や
さ
し

い
交
通
環
境
｣
の
形
成
や
、
｢バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ

く
り
｣
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
対
策

や
震
災
時
の
緊
急
輸
送
の
確
保
も
必
要
で
す

(写
真
5
)。

①

高
齢
者
･
障
害
者
等
に
や
さ
し
い
歩
道
の
整
備

②

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
歩
行
者
専
用
道
、
自
転
車

道
の
整
備

③

わ
か
り
や
す
い
案
内
標
識
の
整
備

(主)萩津和野線 ･コミュニティーゾーン　　

　

主

律道
　

　



④

交
通
安
全
対
策

⑤

防
災
･
震
災
対
策

5

自
然
･
歴
史
･
文
化
を
活
か
す

｢個
性
｣
豊
か
な
道

づ
く
り

本
県
の
豊
か
な
自
然
･
歴
史
･
文
化
を
地
域
の
資
源
と

し
て
捉
え
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
個
性
的
で
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

道
路
整
備
に
は
、
自
然
と
の
共
生
や
地
球
環
境
保
護
の
視

点
も
重
要
と
な
り
ま
す

(写
真
6
)
。

①

自
然
･
歴
史
･
文
化
を
活
か
す
道
路
整
備

②

広
域
観
光
ル
ー
ト
の
整
備

(県
内
八
ル
ー
ト
)

③

道
の
駅
･
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
整
備

④

自
然
環
境
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
道
路
整
備

6

｢住
民
･
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
｣
に
応
え
る
道
づ
く
りふ

き
＼
然
し

↑、
べ

しU
里

事
め
　

　
　

　
　

　

そ
ご

泉

、

≦
＼
温

　　

　

　

き
ゞ
くジ
和

　
　　
　　
　　

　

　
　
　

　　　
　　　

今
後
の
道
路
行
政
に
は
、
情
報
公
開
を
進
め
な
が
ら
、

事
業
の
効
率
性
や
透
明
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
住
民
･

利
用
者
の
意
見
･
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
そ
の
地
域
に
ふ
さ
わ

し
い
道
づ
く
り
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
住
民
･
利
用
者
の
モ
ラ
ル
の
向
上
や
、
意
識
改
革
も

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す

(写
真
7
)。

①

二
一
世
紀
の
高
度
情
報
化
時
代
へ
の
対
応

②

情
報
公
開
･
住
民
参
加
･
維
持
管
理
の
充
実

③

関
係
機
関
と
の
連
携
や
、
効
率
的
な
事
業
の
展
開

④

道
路
利
用
者
へ
の
モ
ラ
ル
の
啓
発
活
動

⑤

島
根
ら
し
い
道
路
整
備
指
針
の
策
定

五

島
根
の
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム

住
民
や
有
識
者
の
意
見
を
踏
ま
え
て
と
り
ま
と
め
た
以

　　　
　
　

　
　
　
　

　

　(主) 玉湯吾妻山線 ハ ネ フルロード 顔

/̂

'

銘ずれヲ
嗽

　　
　
　　　

　

上
の
よ
う
な

｢道
路
整
備
の
六
つ
の
柱
｣
に
沿
っ
て
、
平

　　　

成
一
○
年
度
か
ら
は
じ
ま
る

｢し
ま
ね
の
新
た
な
道
路
計

6

面
｣
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
つ
い
て
、
道
路
事
業
に
対
す
る
透
明
性
確

200

保
の
観
点
か
ら
、
比
較
的
大
規
模
な
事
業
等
の
代
表
的
な

微

箇
所
に
つ
い
て
着
手
･
完
成
年
度
等
を
明
示
し
た

｢道
路

道

整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
公
表
し
ま
し
た

(図
3
、
表
1
)。

公
表
に
あ
た
っ
て
は
、
｢道
路
事
業
の
透
明
性
確
保
｣

の
重
要
性
を
考
慮
し
、
全
国
的
に
見
て
も
早
い
段
階
で
公

表
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

平
成
一
二
年
度
末
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
計
画
期
間
の
う
ち

三
年
が
経
過
し
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
み
る
と
、
掲
載
し

て
い
る
事
業
の
目
標
達
成
率
は
約
六
二
%
と
な
っ
て
お

り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
着
実
に
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

六

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
事
業
に
よ
る
整
備

効
果

｢整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き

事
業
を
実
施
し
た
場
合
の
整
備
効
果
に
つ
い
て
も
例
示
し

ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
中
国
横
断
自
動
車
道

尾
道
松
江
線

(三
刀
屋
~
松
江
間
)
の
供
用
に
よ
る
高
速

道
路
I
C
へ
の
三
〇
分
以
内
到
達
圏
域
の
拡
大
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す

(図
4
)。
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表 1 道路の整備に関するプログラム掲載箇所一覧

｢環日本海時代｣ を支える高速道路を中心とした道づくり
N o .
l
2

路線名
山陰自動車道
国道9号

工区名
宍道~ 出雲
安来選路

前期 (H m ~ H 14)
事業継続
全線安成川12 :暫定)

後期を【15 ~トn 9
諏樂継続･概成

3 国樹9号 松打道路

部分完成(H l1;暫定)(矢
田IC ~ 東津田IC )
全線宅成田12:暫定) 全線完成(4車化)4 司演9号 イ一座温泉津道路 學宗ノニ続くH 1l新規) 倒言挙錐"--:′“セコヒ

5 国道9号 江津道路
部分完成(H 1雀暫定)(浜
田東IC ~ 浜田東JC T ) 全線完成(暫定)6 国道9号 浜田三隅議騰 新規着手 虔r““"‐‐‐‘

7 国 9号 益田道路‐ 事巽“拗笙
部分完成(暫定)(高
津IC ~ 終点)

10
=
12

中
市
市
丑

乙
7
･
"‘

ゴー

饉
費一室
へ

新自動車支
師菌頭痴蜜
師下罪癖輯
過普影参三

,尾道松れ】
雇窮嗣馬幅
蔑薮I朝野弱r

ぞ
J
L
L

三刀屋~ 宍道
吉田掛合~ 三刀屋
口和~ 吉田掛合
宍道町

翁等
竈
全i瀕完成(l‐Il4 ;暫定)

継続
継続(H lo新規)
完成狙12)

事業継彌詞厩成
事業継続･概成

上3
14
l5
16

起
上二

三刀屋インタ 線
下府江津線
久城インター線÷
出雲空港宍揃線

木次町~ 三刀屋町
敬ノリ汞区(江津市)
益田
斐川町~ 宍迫町

金
事j
廟
扇寮7

ミ 成(H 14)
続
手
瘡g 1蛙新規)

全iEミ完成
全ブミ完成
全;ミ完成

17 主)聡殺空港線 今津工区(西郷町)
サ
苗竇を
ナ ;く;夷完登成鍋14)

1 7D

18 道4 3 1号 南外小バイパス 部封完成G I1生暫定) 分完成(暫定)19 道4 8 5号 第五人橋バイパス 新
〆 兀
韮詫:手

元 疋
‐活劇を立国4女些

ノ、 J

20 一)石見空港飯田線 益田市 釜さ完成(H 13 ;暫定)(IC
除く) 全線完成(暫定)

22 酒3 75写夢 ¥著バイパス 全び 完成(十14)

+ ]酬レーu"呉 疋
全線完成

23
24
25

麩公聴奪
逕鉈蛋滋謬亨

彦抱バイパス
国比田バイパス
下阿井拡幅

部分

讓
完成(ト
完成(ト
完成(ト

12)
14)
11、H 14)

分完成
･

猫莞歳26 道4 8 8号 白岩拡幅 全線完成(H 14)
ヤ…ノ̂u

全線完成

｢豊かで住みよい中山間地域｣ をつくる造づくり

N o . 路線名 工区名 , 前期 (H 10 ~ H 14) 後期 (H 15 ~ H 19)
28 (主)玉湯吾妻山線 大庫T 区(大東町) 新規着手 全線完成
29 (主)浜田美都線 一ノ瀬工区(浜田市) 盧響継続 全線完成
30 大 地区土地区画整理事業 大東剛 新婦着手 事業完成
3 1 (主 安来伯太日南線 井尻T 欧(伯太町 事等々竺続 全線完成
32 (主 川本波多線 乙原 T 歓(邑智町 事業継続 全線完成
33 (主 勒･米旭インター線 人坪工区(動･栄村

m
議す畿““‘･拗ね訓な 全線完成

35 (主)湖陵掛合線
才谷工区(湖陵町~ 佐田
町) 勢熱学続くH 1l新天

元

全繞完成

3 (主)十字膨れ☆絲
り谷工区(仁摩円i ~ 大田

マh ^“" 総･l-I1l T -

事. ,継続住田新規)

* 完成

全線完成
37 (一)桜江旭インター線 桜江町~ 旭町 全, 完成(H 13)

全線完成

38 (町)鹿贋松ヶ;筍沁蒜 i本町~ 桜れ町 全ジ 完成(H 13)
39 四苗184号 志津見バイパス 立#′

RIJ 先成田1O Jま11) 全線完成
40 (一)中州津戸器汪減 1村工区(西郷町) 全 皇完成(H 13)

-“フロ

4l (一)白上横田線 白を下区(益田市) 全ミ完成qlll)
42 (主 斐川一畑大村線 上岡田T 灰(平田市) 全】 完成(1‐114)
43 国遷 4 8 5号 西ノ島バイパス 窟 "ゞ““転身蜜

、川戸“"ソu 部分完成
44 (主 西郷都万五 都万下ぼ(都万村) 全 成(!ll3)

ロ 元
4 5 圃彗凶琵 4 3 2号 上阿井工区 全! 完成(H 11)
46 (主 玉湯百菱山線 空白工区 全 完成(罷り

0 ~ H 14 H 15 ~ H 19

29 一
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円滑な交通を確保し、 ｢活力ある都市｣ をつくる道づくり

N o . 路 名 工区名 期 (H 1o ~ H l4 後期 H 15 ~ H 19)

パ パ 。乙 完成(H 14 ･ 足) 全 完成( 疋)

49 国迫4 3 2号 石 バ ハ P 兀
R山陰本 ･一畑電鉄北松江 田雲 駅付近、 続立体交

事業完成(rI12)50 線 差事業
継続5 1 出雲 駅周辺土地区画整理事 出雲 ]

全 完 (II12)52 (主 浜田 郡 村工区(浜田

,. 都)中島染羽線 燿益
町
田
人
市; 交差′-付近 事鷲 鴎“)54 益田駅前地区 益田

完 (H l3)65 (一 はまだリゾート 鯛 全 完成饅 )56 部 港町瀬戸 島
出雲 継続57 船 所原

メ ム (H 1o、H 11、H 14 :

68

69
70

｢人｣ にやさしい安全な道づくり

N o . 路 名 工区名 前期 H 10 ~ H 14) 後期 (H 15 ~ H L9)

合 田雲 事業完成を1l4) -

自然 ･歴史 ･文化を活かす ｢個性｣ 豊かな道づくり

N o . 路 名 工区名 月ー期 H 1o ~ H 焔 後期 (H 15 ~ H 19

一 鑿究 ･ 川町 全“完成(1112)12

13
1
11
閖

跿
祖

　
　
　　
　
　
　
　
　
　

　　

R
U
R
Y
nb
nb
○̂

×̂〉

10 (÷11

　　
器
　

シル ェイにちほら日
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そこ‘どぶ

図 4 高速道路ICへ30分以内到達圏域

平成9年度末30分以内到達可能市町村

平成14年度末30分以内到達可能市町村

A H9年度末供用
、愈益 H14年度末供用

m国囮圈囮 HM年度末末供用

＼ -

"

-̂

＼
^

なまれ
峅まて 三̂ティも

〃を搦》

　　　　
　　　

　
　　　 　　　　　　

　 　　　
　　　

　　　 　　　 　
＼“東城lo茨な

　　　　　 　 　　　
′ !三次-o メ

走高田-Cr′
巍設定条件蕩 一
ミ◇H9年度末アクセス時間は,翻9センサズ旅行速度調査ら 結果による。 ＼ }
◇将来アクセス時間は、 ~
･新たに供用開始となる高規格幹線道路!80km/h
t新たに供用開始となる地域高規格道路･80km/h

、 ･国県道についてはH9末アクセス晴間から、改良事策に
メ よる短縮時間を差し引いて算出。 ,(新設道路の場合は、山間地部では60km/ね、市街地部では鱒km/hで設定)

写真 9 出雲大社

七

お
わ
り
に

本
県
で
は
、
三
月
二
四
日
の
山
陰
道

(安
来
…
宍
道
間
)

の
全
線
開
通
に
続
き
、
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

(三
刀
屋
~
宍
道
間
)
の
整
備
も
平
成
一
四
年
度
の
供
用

に
向
け
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
一
六

年
の
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
開
催
に
向
け
、
周

辺
施
設
の
整
備
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、

様
々
な
事
業
箇
所
を
ご
覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
三
月

一
日
か
ら
三
一月
三
一
日
ま
で

｢し
ま
ね

神
話
か
ら
新
話
へ
｣
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

の
も
と
、
島
根
県
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
県
内
各
地

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

是
非
一
度
、
見
ど
こ
ろ
満
載
の

『新
話
の
ふ
る
さ
と
島

根
』
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

道行セ 2001 7 6 7

写真8 整備中の尾道松江線

写真10 宍道湖の夕日



｢新
潟
ふ
る
さ
と
村
｣
に
名
称
変
更

当
駅
は
、
道
の
駅

｢黒
埼
｣
と
し
て
皆
様
か
ら
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
一
三
年
一
月
に
新
潟

市
と
黒
埼
町
が
合
併
、
こ
れ
を
契
機
に

｢新
潟
ふ
る

さ
と
村
｣
と
名
称
を
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
多
少
、

長
い
駅
名
で
す
が
、
新
し
い
名
前
が
よ
り
一
層
愛
さ

れ
、
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
心
を

砕
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
当
駅
は
新
潟
市
中
心
街
の
西
の
玄
関
口
に

あ
た
り
、
関
越
･
北
陸
自
動
車
道
利
用
で
は
新
潟
西

圓
シリーズ

『邇◎駅』

新潟をまるごとキャッチ
道の駅 ｢新潟ふるさと村｣ (新潟県)県

間

潟

本

噺　

　　　　

轟
然小冒と

栄三郎

上空から見だ ｢新潟ふるさと村｣ 全景

イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道
八
号
黒
埼
イ
ン
タ
ー
を
経
て
一

〇
分
、
磐
越
自
動
車
道
利
用
で
は
新
潟
中
央
イ
ン
タ

ー
か
ら
同
じ
く
黒
埼
イ
ン
タ
ー
を
経
て
一
五
分
、
国

道
八
号
沿
い
の
好
位
置
に
あ
り
、
年
間
一
七
五
万
人

の
入
り
込
み
が
あ
り
ま
す
。

駅
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
と
し
て
は
、
通
行
規
制
な
ど

を
お
知
ら
せ
す
る
道
路
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
大
型
車
三

〇
台
、
普
通
車
四
五
〇
台
収
容
の
駐
車
場
、
清
潔
な

ト
イ
レ
･
洗
面
施
設
を
備
え
、
身
体
障
害
者
用
駐
車

場
や
ト
イ
レ
、
誘
導
ス
ロ
ー
プ
を
配
置
す
る
な
ど
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

六
･
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
は
、
｢道
の
駅
｣

の
施
設
の
ほ
か
、
バ
ザ
ー
ル
館
、
ア
ピ
ー
ル
館
、
お

花
畑
、
ふ
る
さ
と
庭
園
な
ど
の
関
連
施
設
が
入
館
料

無
料
、
年
中
無
休
で
皆
様
を
お
待
ち
し
て
お
り
、
心

ゆ
く
ま
で
新
潟
を
堪
能
で
き
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ホ
ッ
ト
な
バ
ザ
ー
ル
館

バ
ザ
ー
ル
館
は
、
大
正
ロ
マ
ン
の
な
ま
こ
壁
を
模

し
て
作
ら
れ
た
レ
ト
ロ
調
の
建
物
で
、
新
潟
の
観
光

振
興
拠
点
施
設
で
す
。

バ
ザ
ー
ル
館
一
階
は
、
県
内
三

一
市
町
村
の
特

産
品
が
並
び
、
毎
日
が
熱
気
あ
ふ
れ
る
物
産
展
の
賑

わ
い
で
す
。

名
だ
た
る
地
酒
王
国
･
越
後
の
一
〇
三
の
蔵
元
の



春は 6 万本のチューリップがお客様を迎える

　
　

んなさ

銘
酒
か
ら
本
場
の
こ
し
ひ
か
り
や
米
菓
、
カ
ニ
や
鮮

魚
な
ど
日
本
海
の
幸
、
蕎
麦
や
山
菜
加
工
品
と
い
っ

た
山
の
幸
、
陶
芸
、
木
工
品
、
織
物
、
洋
食
器
な
ど

の
磨
か
れ
た
匠
の
技
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

二
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
街
は
、
炊
き
た
て
の
こ
し
ひ

か
り
を
主
役
に
、
漁
師
料
理
の
番
屋
鍋
、
喉
ご
し
が

抜
群
の
へ
ぎ
蕎
麦
な
ど
素
材
が
よ
い
の
で
手
を
加
え

過
ぎ
な
い
｢新
潟
の
郷
土
料
理
｣
が
満
喫
で
き
ま
す
。

ほ
っ
と
す
る
ア
ピ
ー
ル
館

ア
ピ
ー
ル
館
は
、
穀
倉
地
帯
･
新
潟
の
米
倉
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
た
新
潟
の
観
光
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
施
設
で
す
。

ア
ピ
ー
ル
館
一
階
は
、
新
潟
の
情
報
発
信
基
地
と

し
て
四
季
折
々
の
新
潟
を
紹
介
し
た
り
、
郷
土
色
豊

か
な
市
町
村
の
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
潟
の
温
泉
、
お
祭
り
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
最
新
の
観
光
情
報
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
調
べ
ら
れ

る
情
報
検
索
機
を
備
え
て
い
ま
す
。

二
階
･
三
階
は
、
新
潟
の
昭
和
の
暮
ら
し
と
大
正

時
代
の
街
並
み
や
懐
か
し
い
明
治
の
雪
降
る
里
が
再

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
真
夏
で
も
雪
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
、
不
思
議
な
｢降
雪
体
験
コ
ー
ナ
ー
｣

は
人
気
が
あ
り
ま
す
。

ア
ピ
ー
ル
館
の
付
属
施
設
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ハ

ウ
ス
が
あ
り
ま
す
。
温
室
風
の
建
物
に
は
、
新
潟
の

県
花
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
は
じ
め
、
四
季
折
々
に
新
潟

を
彩
る
花
た
ち
が
咲
き
競
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
庭
園
内
は
、
体
験
イ
ベ
ン
ト
を

展
開
し
た
り
郷
土
玩
具
等
を
展
示
す
る
民
家
棟
が
あ

り
、
錦
鯉
が
遊
泳
す
る
池
や
風
に
そ
よ
ぐ
樹
木
と
と

も
に
越
後
の
原
風
景
を
思
わ
せ
、
ほ
っ
と
す
る
空
間

を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
｢新
潟
ふ
る
さ
と
村
｣
自
慢
の
お
花
畑

で
す
。
春
に
は
六
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
乱

れ
、
夏
や
秋
に
は
、
サ
ル
ビ
ア
、
ベ
ゴ
ニ
ア
、
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花
々
が
整
然
と
並

び
、
管
理
の
行
き
届
い
た
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ

ン
の
よ
う
で
す
。

全
国
で
有
数
の
利
用
客
を
誇
る
道
の
駅

｢新
潟
ふ
る
さ
と
村
｣

毎
日
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
道
の
駅

｢新
潟
ふ
る

さ
と
村
｣
を
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
快
適
に
安
全
に
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
管
理
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
関
連
施
設
･

バ
ザ
ー
ル
館
･
ア
ピ
ー
ル
館
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
、
｢新
潟
ふ
る
さ
と
村
｣
に
寄
っ
て
、
さ
わ
や

か
な
気
分
で
お
帰
り
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



0 月
･日

世
界

の
動
き

○
ネ
パ
ー
ル
の
カ
ト
マ
ン
ズ
市
内
の
王
宮
で
ビ
レ
ン
ド
ラ
国
王

(五
五
)
や
ア
イ
シ
ュ
ワ
リ
ヤ
王
妃

(五
一
)
を
含
む
王
族
が
銃

撃
を
受
け
、
殺
害
さ
れ
た
。
銃
撃
し
た
の
は
デ
ィ
ペ
ン
ド
ラ
皇
太

子

(二
九
)
で
皇
太
子
も
銃
で
自
殺
を
図
り
、
意
識
不
明
の
重
体

と
な
っ
て
病
院
に
収
容
さ
れ
た
後
、
死
亡
し
た
。
国
王
に
は
前
国

王
の
弟
で
、
摂
政
に
就
任
し
て
い
た
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
殿
下
が
即
位

し
た
。

○
ペ
ル
ー
大
統
領
選
挙
の
決
戦
投
票
は
即
日
開
票
の
結
果
、
フ
ジ

モ
リ
大
統
領
打
倒
の
急
先
ぽ
う
だ
っ
た
中
道
的
方
向
の
ペ
ル
ー
党

経
済
学
者
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
･
ト
レ
ド
氏

(五
五
)
が
初
当
選
し
た
。

○
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
と
プ
ー
チ
ン
･
ロ
シ
ア
大
統
領
が
ス
ロ
ベ

ニ
ア
の
首
都
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
で
初
め
て
会
談
し
た
。
ミ
サ
イ
ル
防

衛
問
題
で
は
対
立
は
解
け
な
か
っ
た
も
の
の
、
戦
略
的
安
定
に
向

け
た
協
議
の
継
続
で
は
一
致
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
プ
ッ
シ
ュ
政
権

発
足
後
、
空
転
し
て
い
た
米
ロ
関
係
は
対
話
の
方
向
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。

事

項

“鰺猟
月
･日

国
内

の
動
き

○
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
隔
離
政
策
の
見
直
し
を
怠
っ
た
と
し
て
国

が
全
面
敗
訴
し
た
熊
本
地
裁
判
決
に
対
し
、
政
府
は
控
訴
を
断
念
。

○
総
務
省
に
よ
る
と
、
四
月
の
完
全
失
業
率
は
、
四
･
八
%
と
前

月
よ
り
○
･
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、四
ヶ
月
ぶ
り
に
悪
化
に
転
じ
た
。

○
大
阪
府
池
田
市
の
大
阪
教
育
大
学
付
属
池
田
小
学
校
に
男
が
乱

入
、
児
童
に
刃
物
で
切
り
つ
け
、
児
童
八
人
が
死
亡
し
、
教
諭
二

人
を
含
む
一
五
人
が
重
軽
傷
。
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
た
の
は
三
七
歳

の
無
職
の
男
。

○
内
閣
府
の
国
民
所
得
統
計
速
報
に
よ
る
と
、
今
年
-
-
三
月
期

の
国
内
総
生
産

(G
D
P
、
季
節
調
整
値
)
の
伸
び
率
は
、
実
質

で
前
期
比
○
･
二
%
減
で
、
昨
年
七
;
九
月
期
以
来
の
マ
イ
ナ
ス

成
長
と
な
っ
た
。
年
率
に
換
算
す
る
と
○
･
八
%
減
。
こ
の
結
果
、

昨
年
度
の
実
質
G
D
P
成
長
率
は
前
年
度
比
0
･
九
%
の
プ
ラ
ス

成
長
と
な
っ
た
が
、
政
府
経
済
見
通
し
の
一
･
二
%
は
達
成
で
き

な
か
っ
た
。

○
竹
中
平
蔵
経
済
財
政
担
当
相
が
六
月
の
月
例
経
済
報
告
を
関
係

閣
僚
会
議
に
提
出
。
政
府
の
景
気
認
識
を
示
す
基
調
判
断
を

｢悪

化
し
つ
つ
あ
る
｣
と
下
方
修
正
し
た
。
｢悪
化
｣
と
い
う
表
現
は
、

今
回
が
初
め
て
。

○
厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
女
性
の
合
計
特
殊

出
生
率
が
二
〇
〇
〇
年
は
一
･
三
五
と
な
り
、
過
去
最
低
の
前
年

一
･
三
四
を
わ
ず
か
に
上
回
り
、
四
年
ぶ
り
に
上
昇
し
た
。

○
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
｢経
済
財
政
運
営
の
基
本
方
針
｣

が
政
府
･
与
党
政
策
懇
談
会
で
了
承
さ
れ
た
。
基
本
方
針
は
競
争

原
理
に
基
づ
く
民
主
導
の
経
済
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、
短
期

的
に
は
低
成
長
を
甘
受
す
る
と
し
た
う
え
で
、
道
路
特
定
財
源
の

見
直
し
な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

事

項

0爲
日
辱
日

道
路
行
政

の
動
き

○
阪
神
高
速
道
路
北
神
戸
線
の
畑
山
ト
ン
ネ
ル
(延
長
五
七
五
m
)

が
貫
通
。

○
主
要
地
方
道
塩
釜
吉
岡
線
に
連
結
す
る
三
陸
自
動
車
道

(仙
塩

道
路
)
利
府
塩
釜
I
C
が
供
用
開
始
。

○
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
一
部
で
あ
る
京
都
丹
波
道
路
の
千
代
川

I
C
-
八
木
西
I
C
間

(延
長
五
･
四
如
)
の
四
車
線
化
拡
幅
工

事
と
南
丹
P
A
が
完
成
。

事

項
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辞
書
で
忘
れ
た
字
や
言
葉
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
、
多
く
な
っ
て
き
た
。

年
齢
と
と
も
に
記
憶
が
消
え
て
い
く
の
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
て
い
る
の
で
暇
を
見
て
は
引
く
よ
う
に
し
て
、
昔
覚
え
た

も
の
を
蘇
ら
せ
て
い
る
。

ま
た
、
余
暇
に
俳
句
を
詠
む
時
、
新
聞
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
の
字
を
埋
め
る
時
な
ど
は
字
引
な
く
し
て
は
お
手
上

げ
で
あ
る
。
日
々
の
感
想
を
雑
記
帳
に
書
き
残
す
時
も
同
じ

く
辞
書
の
お
世
話
に
な
る
が
、
他
人
に
見
せ
る
わ
け
で
は
な

い
か
ら
誤
字
や
送
り
仮
名
を
間
違
っ
て
も
い
い
と
思
い
な
が

ら
も
つ
い
つ
い
辞
書
に
手
が
行
っ
て
し
ま
う
。

辞
書
を
引
き
な
が
ら
新
し
い
言
葉
や
漢
字
を
発
見
し
て
小

さ
な
驚
き
を
覚
え
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
若
い
頃
か

ら
不
勉
強
の
た
め
に
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
年
に

な
っ
て
知
る
楽
し
み
を
残
し
て
い
た
の
だ
と
負
け
惜
し
み
を

心
に
い
い
き
か
せ
て
い
る
。
生
半
可
に
知
っ
た
先
入
観
で
長
い

間
誤
っ
た
ま
ま
持
っ
て
い
た
知
識
を
是
正
せ
ね
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
、
慌
て
た
こ
と
も
幾
度
か
は
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

言
葉
の
意
味
と
し
て
こ
の
頃
、
は
て
?

と
首
を
傾
け
る

こ
と
が
多
く
、
早
速
辞
書
を
引
く
。
例
え
ば

｢鳥
肌
が
立
つ
｣

で
あ
る
が
当
初
は
恐
ろ
し
い
こ
と
の
興
奮
状
態
で
あ
る
と
思

っ
て
い
た
。
そ
れ
が
今
で
は
嬉
し
い
興
奮
を
も
意
味
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
盛
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
好
む
句
と
な
っ
た
。

ま
た
、
｢情
け
は
人
の
た
め
に
な
ら
ず
｣
の
フ
レ
ー
ズ
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
人
に
情
け
を
か
け
て
お
け
ば
必
ず
良
い
報

い
が
あ
る
の
が
定
説
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
最
近
の
風
潮

で
は
他
人
に
対
す
る
安
易
な
思
い
遣
り
は
そ
の
人
の
た
め
に

な
ら
ぬ
と
い
う
辛
い
言
葉
に
も
な
っ
て
堂
々
と
閤
歩
し
て
い

る
。
前
の
言
葉
は
恐
ろ
し
い
時
も
嬉
し
い
時
も
興
奮
状
態
を

指
す
と
辞
書
に
も
あ
る
の
で
納
得
し
て
い
る
が
、
後
者
は
邪

説
で
い
た
だ
け
な
い
新
説
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
辞
書
を
編
纂
す
る
人
々
の
苦
労
は
大
変
な

も
の
で
あ
ろ
う
。
時
代
の
流
れ
に
つ
れ
て
同
じ
字
や
句
で
も

変
遷
し
て
い
く
の
で
あ
る
か
ら
、
並
大
抵
の
作
業
で
は
あ
る

ま
い
と
推
察
す
る
。

だ
か
ら
大
辞
典
な
ど
を
一
冊
購
入
し
備
え
て
お
け
ば
、
い

つ
で
も
正
確
な
答
を
期
待
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。

私
た
ち
が
関
係
す
る
公
共
事
業
の
在
り
方
が
大
い
に
論
議

さ
れ
て
い
る
。
辞
書
に
は

｢土
木
建
設
関
係
の
事
業
を
中
心

と
す
る
｣
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
徐
々
に
そ
の
内

容
が
変
わ
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
正
し
い
体
制
で

正
し
く
使
わ
れ
て
い
な
い
と
常
に
流
動
す
る
時
代
に
追
い
捲

ら
れ
、
公
共
事
業
の
基
本
を
見
失
う
虞
が
多
分
に
あ
る
。

辞
書
か
ら
公
共
事
業
と
言
う
題
目
が
消
え
る
こ
と
は
な
い

に
し
て
も
、
内
容
の
乏
し
い
弱
い
も
の
に
な
っ
て
は
日
本
経

済
の
進
展
は
な
い
こ
と
を
私
た
ち
は
覚
悟
し
な
く
て
は
な
る

ま
い
。

(S
)

は
枕

誌
に

本
見
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